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②　

相
手
の
メ
ン
コ
近
く
に
、
自
分
の
持
っ
て

い
る
メ
ン
コ
を
叩
き
つ
け
る
。

③　

相
手
の
メ
ン
コ
が
裏
返
っ
た
ら
一
点
。

　

※
一
回
転
は
セ
ー
フ
。

④　

裏
返
ら
な
か
っ
た
ら
相
手
の
タ
ー
ン
。

⑤　
「
②
〜
④
」
を
続
け
る
。
三
分
し
た
ら
終

わ
り
。
そ
の
時
点
の
合
計
点
数
で
決
着
。

※
勝
っ
た
ら
も
ら
え
る
「
取
り
メ
ン
」
は
や
め
た
。

メ
ン
コ
導
入
の
理
由

4
　

天
気
が
よ
す
ぎ
て
熱
中
症
指
数
が
高
く
、
運

動
場
が
使
え
な
い
日
々
が
続
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
ま
り
近
寄
っ
て
の
ゲ
ー
ム
が
で
き
な
い
年

で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
投
げ
る
力
を
つ
け
よ

う
」
と
い
う
目
標
が
市
全
体
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
メ
ン
コ
を
流
行
ら
せ
よ
う
と
考

え
た
。
子
供
は
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
が
、
教
え

る
と
、
と
て
も
楽
し
ん
で
取
り
組
ん
だ
。

実
践
後

5
　

瞬
く
間
に
、
学
年
に
広
ま
っ
た
。

　

手
持
ち
無
沙
汰
に
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

あ
る
子
も
は
ま
り
、
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
暇
も

な
く
メ
ン
コ
を
楽
し
ん
で
い
た
。

微差力
教師の

「
メ
ン
コ
」
で
休
み
時
間
の

楽
し
み
を
増
や
す

運
動
場
が
使
え
な
い
時
の
子
供
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を「
運
動
遊
び
」で
発
散
さ
せ
よ
う
。

大
阪
府
箕
面
市
立
西
南
小
学
校

山や
ま

本も
と

東は
る

矢や

本
ア
イ
デ
ィ
ア
の
メ
リ
ッ
ト

1①　

運
動
場
が
使
え
な
い
休
み
時
間
、
ス
ト
レ

ス
発
散
に
な
る
。

②　

外
体
育
が
で
き
な
い
時
の
よ
い
運
動
（
遊

び
）
に
な
る
。

メ
ン
コ
の
作
り
方

2①　

ト
ラ
ン
プ
大
に
切
っ
た
段
ボ
ー
ル
を
用
意
。

②　

二
枚
重
ね
て
セ
ロ
テ
ー
プ
で
ぐ
る
ぐ
る
ま
く
。

③　

表
と
裏
に
は
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
も
よ
い
。

メ
ン
コ
の
ル
ー
ル（
山
本
学
級
版
）

3①　

じ
ゃ
ん
け
ん
。

　

勝
っ
た
ら
先
手
、
メ
ン
コ
を
持
つ
。
負
け
た

ら
後
手
、
メ
ン
コ
を
地
面
に
置
く
。



2

１　

協
働
学
習
を
実
現
す
る
板
書

　

協
働
学
習
を
実
現
す
る
板
書
に
す
る
た
め
に

は
、
絶
対
条
件
が
あ
る
。

黒
板
を
、
子
供
た
ち
に
開
放
す
る
。

　

子
供
た
ち
が
、
授
業
で
、
自
由
に
板
書
し
て

よ
い
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
板
書
す
る
子

ど
も
た
ち
〜
自
主
学
習
へ
の
過
程
〜
』（
重
松

鷹
泰
指
導
／
愛
知
県
豊
富
小
学
校
著
／
明
治
図

書
）。
次
の
一
文
が
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
板
書
を
す
る
と
い
う
の

も
、
各
人
の
考
え
な
り
言
い
分
な
り
を
、

自
他
に
は
っ
き
り
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
出
発
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

（
Ｐ
１
）

　

な
ぜ
、
子
供
た
ち
に
板
書
さ
せ
る
の
か
？

「
各
人
の
考
え
」
を
「
自
他
に
は
っ
き
り
さ
せ

る
」
た
め
、
な
の
で
あ
る
。

　

協
働
学
習
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず

「
自
分
は
ど
う
考
え
る
の
か
」
を
は
っ
き
り
さ

せ
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　

左
頁
の
板
書
は
、
国
語
科
「
海
の
命
」
の
要

約
で
あ
る
。
向
山
式
要
約
指
導
の
追
試
だ
。

　

三
学
期
な
の
で
、
子
供
た
ち
は
要
約
に
慣
れ

て
い
る
。
黒
板
に
ず
ら
り
と
並
ん
だ
要
約
を
見

て
、
あ
る
子
が
黒
板
前
に
来
た
。

「
第
一
キ
ー
ワ
ー
ド
は
太
一
で
い
い
で
す
よ

ね
」「
第
二
キ
ー
ワ
ー
ド
も
瀬
の
主
で
い
い
で

す
よ
ね
」「
第
三
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
ば
ら
ば
ら

な
の
で
、
ど
れ
に
し
ま
す
か
？
」

　

別
の
子
が
立
つ
。

「
私
は
『
海
の
命
』
と
考
え
ま
す
。
題
名
に
も

な
る
の
だ
か
ら
、
第
三
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
」

　

ま
た
別
の
子
が
立
つ
。

「『
僕
は
、
父
を
破
っ
た
』
が
、
第
三
キ
ー
ワ

ー
ド
だ
と
考
え
ま
す
。
父
親
を
破
っ
た
瀬
の
主

を
殺
し
た
い
、
と
い
う
太
一
の
思
い
が
、
こ
の

場
面
で
も
、
前
の
場
面
で
も
大
事
だ
か
ら
で

す
」

　

こ
う
し
て
討
論
が
始
ま
っ
た
。

①　

ノ
ー
ト
に
要
約
を
書
く

②　

黒
板
に
要
約
を
書
く

③　

自
分
の
意
見
と
周
り
の
意
見
を
比
べ
る

（
同
じ
と
こ
ろ
、
違
う
と
こ
ろ
）

④　

違
う
と
こ
ろ
を
討
論
す
る

と
い
う
授
業
で
あ
る
。

「
各
人
の
考
え
」
を
黒
板
に
書
か
せ
、「
自
他

に
は
っ
き
り
さ
せ
」
た
か
ら
、
討
論
と
な
る
。

協
働
学
習
と
な
る
。

２　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
も
と
に
し
た
調
べ
学
習

　

四
年
社
会
科
「
伝
統
文
化
」
の
授
業
。

　

山
口
県
に
錦
帯
橋
と
い
う
木
造
の
橋
が
あ

板書術・
ノート術

超凄腕

山
口
県
下
関
市
立
清
末
小
学
校

林は
や
し

健た
け
　ひ
ろ広

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

黒
板
も
、
電
子
黒
板
も
、

子
供
た
ち
に
開
放
す
る

「
お
勉
強
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
自
由
に
や
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
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る
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

も
と
に
調
べ
学
習
を
し

て
い
た
。
す
る
と
、
あ

る
子
が
「
こ
れ
だ
け
台

風
で
流
れ
て
い
る
な
ら

ば
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

す
れ
ば
良
か
っ
た
」
と

発
言
し
た
。
そ
こ
か
ら

討
論
に
な
っ
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
調
べ

る
子
。
資
料
集
で
調
べ

る
子
。
一
人
で
調
べ
る

子
。
何
人
か
の
グ
ル
ー

プ
で
調
べ
る
子
。
教
師

と
調
べ
る
子
。
そ
れ
ぞ

れ
で
あ
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、

子
供
た
ち
は
、
電
子
黒

板
に
、
自
分
が
調
べ
た

資
料
を
掲
示
し
、
説
明

し
た
。
黒
板
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
電
子
黒
板

も
「
お
勉
強
に
関
す
る

こ
と
な
ら
ば
、
自
由
に

ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
し
な
さ

い
」
と
四
月
か
ら
子
供
た
ち
に
話
し
て
い
る
。

こ
れ
も
ま
た
、
協
働
学
習
に
つ
な
が
る
黒
板
活

用
術
で
あ
る
。



大成功の
絵画工作
授業

4

教
材「
的ま

と

あ
て
あ
そ
び
」を
事
例
と
し
て

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授

福
島
学
院
大
学
教
授

佐さ

藤と
う

昌ま
さ

彦ひ
こ

　

ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
子
の
立
場
に
立

っ
て
考
え
る
。
今
回
の
教
材
「
的
あ
て
あ
そ
び
・

モ
ン
ス
タ
ー
ア
タ
ッ
ク
」
も
、
そ
う
し
た
視
点
を

大
切
に
し
た
事
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

【
材
料
・
用
具
】

◯
Ａ
４
用
紙　

◯
色
画
用
紙　

◯
曲
が
る
ス

ト
ロ
ー
（
直
径
５
㎜
と
直
径
６
㎜
、
二
種
類
）

◯
は
さ
み　

◯
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
り　

◯
セ
ロ
ハ
ン

テ
ー
プ

【
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
】

１　
小
さ
い
紙
で
の
た
め
し
づ
く
り
（
試
作
）

①
紙
（
大
き
さ
は
Ａ
４
用
紙
程
度
）
を
半
分

に
折
る
（
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
）。
②
輪

郭
を
切
り
取
る
（
立
つ
仕
組
み
を
踏
ま
え
て
）。

③
複
数
つ
く
る
（
四
つ
程
度
）。
④
気
に
入
っ

た
形
を
選
ぶ
（
本
番
は
色
画
用
紙
で
つ
く
る
）。

ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い

子
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る

は
な
く
自
然
と
馴
染
む
造
形
教
育
を
目
指
す

り
3
自

佐佐
藤藤

昌昌
彦彦

さ
と
う

ま
さ
ひ
こ

■教材「的あてあそび」…的になる「虫歯のバイキンくん」と曲がるストローでつくる吹き矢

然

■■■■教材教材教材教材「的「的「的「的あてあそび」あてあそび」あてあそび」あてあそび」…的…的…的になる「虫歯のバイキンくん」になる「虫歯のバイキンくん」になる「虫歯のバイキンくん」になる「虫歯のバイキンくん」とととと曲がるストローでつくる吹き矢曲がるストローでつくる吹き矢曲がるストローでつくる吹き矢曲がるストローでつくる吹き矢

■色画用紙を半分に折る→輪郭を切り取る（歯）

■部品をつくって加える（部品：目、バイキンくんなど）

■直径5mmの曲がるストローを準備する

■曲がる部分を伸ばす

■セロハン

テープで

とめる

■直径 6mm の曲がるストローに直

径 5mm のストローを差し込む

曲がるストローでつくる吹き矢
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＊
子
供
の
前
で
た
め
し
づ
く
り
の
様
子
を
教
師
が
示
す
と

分
か
り
や
す
い
。

２　
色
画
用
紙
で
つ
く
る
（
本
番
）

①
色
画
用
紙
の
色
を
選
ぶ
（
大
き

さ
は
八
つ
切
り
の
四
分
の
一
程

度
）。
②
小
さ
な
紙
で
の
試
作
に

基
づ
い
て
、
色
画
用
紙
を
半
分
に

折
り
、
輪
郭
を
切
り
取
る
。
③
目

や
口
な
ど
の
部
品
を
つ
く
る
。
④
輪
郭

を
切
り
取
っ
た
色
画
用
紙
の
上
に
目
や

口
な
ど
の
部
品
を
置
く
（
部
品
の
配
置

を
変
え
れ
ば
表
情
な
ど
が
変
わ
る
）。

　

つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い

浮
か
ん
だ
と
き
に
は
、
そ
れ
を
つ

く
り
、
思
い
浮
か
ば
な
い
と
き
に

は
、
と
り
あ
え
ず
（
思
い
切

っ
て
）
ひ
と
つ
の
部
品
を

つ
く
っ
て
置
い
て
み
る
。

そ
し
て
目
の
前
の
状
況

（
形
、
色
、
質
感
、
部
品

の
配
置
な
ど
）
を
じ
っ
と

見
て
、
次
に
必
要
な
部
品
を
考
え
る
。

＊
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い
浮
か
ん
だ
場
合
、

思
い
浮
か
ば
な
い
場
合
、
ど
ち
ら
の
場
合
に
つ
い
て

も
、
子
供
の
前
で
教
師
が
示
す
と
分
か
り
や
す
い
。

■立つ仕組みを生かして的あてあそびの的をつくる   作品／福島学院大学学生

や
口
な
ど
の
部
品
を
つ
く
る
。
④
輪
郭

を
切
り
取
っ
た
色
画
用
紙
の
上
に
目
や

口
な
ど
の
部
品
を
置
く
（
部
品
の
配
置

を
変
え
れ
ば
表
情
な
ど
が
変
わ
る
）。

　

つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い

浮
か
ん
だ
と
き
に
は
、
そ
れ
を
つ

く
り
、
思
い
浮
か
ば
な
い
と
き
に

は
、
と
り
あ
え
ず
（
思
い
切

っ
て
）
ひ
と
つ
の
部
品
を

つ
く
っ
て
置
い
て
み
る
。

そ
し
て
目
の
前
の
状
況

（
形
、
色
、
質
感
、
部
品

見
て
、
次
に
必
要
な
部
品
を
考
え
る
。

つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い
浮
か
ん
だ
場
合
、

子
供
の
前
で
た
め
し
づ
く
り
の
様
子
を
教
師
が
示
す
と

２　
色
画
用
紙
で
つ
く
る
（
本
番
）

①
色
画
用
紙
の
色
を
選
ぶ
（
大
き

さ
は
八
つ
切
り
の
四
分
の
一
程

度
）。
②
小
さ
な
紙
で
の
試
作
に

基
づ
い
て
、
色
画
用
紙
を
半
分
に

折
り
、
輪
郭
を
切
り
取
る
。
③
目

子
供
の
前
で
た
め
し
づ
く
り
の
様
子
を
教
師
が
示
す
と

■カラフ

ル妖精

  ← 

■モンスター

ベア

  ← 

■もこも

こ モ ン

スター

■
ペ
ン
ギ
ン
ボ
ク
サ
(

い
場

;
ど

の
場

→

■大きな口の
モンスター

　　　→



28 国語 早口言葉を楽しく授業する　�
� 渡辺睦生

29 算数
教科書に書き込むと、いち早く�
答えにたどり着く � 利田勇樹

30 国語 「赤とんぼ」�� 吉川たえ

31 算数
文章題指導�
� 林　健広

32 国語 詩教材「短歌を楽しもう」�
� 　松本一樹

33 算数
「重さ」�
� 大井隆夫

34 国語 扉の詩を使って、下巻の学習を�
楽しくスタートさせる� 佐藤智彦

35 算数
「がい数の使い方と表し方」�
約何万を強調する� 赤塚邦彦

36 国語 漢字の読みと使い方�
� 勇　和代

37 算数
偶数と奇数を式で表し、言葉で�
説明する� 太田政男

38 国語 「秋深し」 �
� 田中修一

39 算数
底面の意味を何度も確認する�
� 石坂　陽

①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ 若手道場　谷編集長が斬る！　大森雄一
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　長谷川博之

クラス全員が熱中するこの教材！ 
授業が激変！　TOSS指導法最前線

54　五十嵐貴弘
55　山口浩彦
55　工藤孝幸
56　田中健太

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　宮尾益知
51　小嶋悠紀
52　笹野達哉
53　江副隆秀

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　野村尚也
58　許　鍾萬
59　日戸勇希
60　小川幸一
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　藤橋　研
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　小井戸政宏
66　吉永順一
67　長谷川博之

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　星野裕二

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓
76　大鳥真由香

社会貢献活動への 
取り組み

77　堀川文範

国算　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

40 社会 ２つの資料のズレから問いを導く�
� 小塚祐爾

41 社会 これまでの単元を元に学習問題の�
予想をさせる� 小塚祐爾

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 生成系AIの「著作権」の授業 �
� 堀田和秀

43 英語 Let’s try2 Unit7 Alphabet �
� 若井貴裕

44
オンライ
ン

Google Classroom�
使いこなしスキル⑤と⑥ � 許　鍾萬

45 情報活用 生成AIの画像の読み取り機能を「写真・�絵の読み取り授業」に活用する � 塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
オンラインの授業実践

46 数学 指示と発問で組み立てる �
� 加藤佑典

47 社会 見方・考え方を働かせる社会科�
授業のステップ� 守屋遼太郎

中学校でのTOSS実践

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「『五色百人一首』の色の切り替え方」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。
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写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

【技能系教科】保存版

子供の技能をぐんぐん伸ばす秘訣

1　教師の微差力 　山本東矢

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　林　健広

4　大成功の絵画工作授業 　佐藤昌彦

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第50回　A　向山洋一

No.562

C O N T E N T S
表紙：信吉

特集

巻頭
論文

〈技能を伸ばすには原則がある〉 	
14　技能を伸ばす指導の７条件� 小嶋悠紀
〈向山洋一の指導から抽出する「技能を伸ばす」条件 	
16　�【「卒業式の呼びかけ」指導】�ダラダラと長くしてはいけない。�

短い時間で指導すること� 上木信弘
17　【「行進」の指導】教師は、子供の「足」を見る � 林　健広
18　�【「側転」の指導】「３つの局面」に限定し、褒めて、褒めて、褒めまくりながら、指導していく � 塩谷直大
19　【「リレー」の指導】リレー走の秘訣は「体力づくり」と「バトンタッチの指導」 �許　鍾萬

〈子供の技能がぐんぐん伸びた教科別指導事例〉 	
20　【音楽】響きのある声で歌う子を育てる「合唱指導」� 吉川たえ
21　【音楽】子供たちがどんどん挑戦する「合奏指導」 � 中山理恵
22　【図工】絵を描くことが大好きになる描画技能の指導技術 � 寺田真紀子
23　【図工】工作×酒井式でどの子も自分の作品に大満足！ � 森本和馬
24　【体育】多様な運動と場の工夫で、技を習得させる � 加藤雅成
25　【体育】苦手な子が自分から動き出す！　ボール運動の指導技術 � 田中稜真
26　【外国語】５・６年生の「読み・書き」は、「わくわく読み書きシート」で大成功！ � 青木翔平
27　【外国語】毎時間、授業のはじめは、会話でスタート！ � 飯塚美代子

2023
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10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　「生成AI」を授業の中で使い倒そう（３）� 谷　和樹



トークライン購読者限定で、TOSS教材を割引価格でお申込みいただけるお得なサービスです！
トークラインをご購読いただいております、皆様が対象ですのでぜひご利用ください。

今、ここでしか見られない動画

サービス内容

ダウンロード
コンテンツ

ご紹介に使える
「お試し版」

WEBサービス

TOSS教材をお得に購入

デジタル・トークライン

トークライン会員クーポン

谷編集長の濃厚すぎる５分間

動画でも視聴できる！ 
高段者が答えるQ&A

トークライン読者限定！

お得な2大サービス u 7 6 5 b k
（ユー・なな・ろく・ご・ビー・ケー）

共通パスワード
※有効期間： 2023年9月15日～

2023年12月14日

「五色百人一首」の色の切り替え方

※ そのほかにもコンテンツが
いっぱい！（詳しくはP80）

サービス開始  2023年4月号より

特典  TOSSオリジナル教材HPにて、『教育トークライン』誌上に記載された
「共通パスワード」を入力すると、　割引価格で教材をご購入できます！

ご利用条件  ・Web注文限定（TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp）
・TOSSオリジナル教材の会員登録が必要となります。
・１回のご注文金額が3,000円以上の場合利用可能です。

上記の共通パスワードが
会員クーポンになります！

https://www.tiotoss.jp/user_data/talk-line_coupon.php

※一部、対象外商品がございます。
　詳細については、こちらをご確認ください。➡

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリッ
クし、IDと共通パスワードを入
力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、 
　SNSからアクセスできます。

今月のトークラインID：TL10

雰囲気が良くない時の対応

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「早口言葉を楽しく」 算数　「3つのかずのけいさん」
小学2年　国語　「赤とんぼ」 算数　「文章題指導」
小学3年　国語　「短歌を楽しもう」 算数　「重さ」
小学4年　国語　「扉の詩を使った指導」 算数　「がい数の使い方」
小学5年　国語　「漢字の読みと使い方」 算数　「偶数と奇数」
小学6年　国語　「秋深し」 算数　「底面とは何か」

すべての子供の学力を保障する

教育

特集

子供の技能を
ぐんぐん伸ばす秘訣

【技能系教科】保存版

令和5年9月15日発行（毎月1回15日発行）第562号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

芸術の秋
我らは森の音楽隊！
芸術の秋
我らは森の音楽隊！

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育・・・宮尾益知
プロが教える“教室でできる日本語指導”・・・江副隆秀
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

中学校の授業実践
数学　「指示と発問で組み立てる」
国語　「見方・考え方を働かせる
　　 　社会科授業のステップ」

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

10
2023

No.562
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教育技術研究所

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「早口言葉を楽しく」 算数　「3つのかずのけいさん」
小学2年　国語　「赤とんぼ」 算数　「文章題指導」
小学3年　国語　「詩歌を楽しもう」 算数　「重さ」
小学4年　国語　「扉の詩を使った指導」 算数　「がい数の使い方」
小学5年　国語　「漢字の読みと使い方」 算数　「偶数と奇数」
小学6年　国語　「秋深し」 算数　「底面とは何か」

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！　　ウェブサイトです！

本誌PDF
を

ダウンロー
ド

できます！
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回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

子育てと教師修業の両立について
第50回

　

少
し
時
間
が
で
き
た
り
、
余
力
が
残
っ
て
い

た
り
す
れ
ば
、
読
み
た
か
っ
た
本
を
読
む
と
い

い
で
す
。
何
回
も
、
何
十
回
も
読
み
返
し
た
く

な
る
よ
う
な
本
を
何
冊
か
も
つ
と
い
い
で
す
ね
。

決
し
て
難
し
い
本
で
な
く
て
い
い
の
で
す
。
自

分
が
面
白
い
と
か
勉
強
に
な
る
と
か
思
っ
た
本

で
い
い
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
に
空
き
時
間
に
手
軽
に
本
と
接
し
、

文
章
を
読
ん
で
い
る
と
、
そ
れ
が
後
々
じ
わ
じ

わ
と
役
に
立
ち
ま
す
。
本
と
い
う
の
は
、
読
ん

で
す
ぐ
次
の
日
か
ら
役
に
立
つ
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
身
に
な
っ
た
り
、
力

に
な
っ
た
り
、
考
え
方
の
元
に
な
っ
た
り
し
て

い
く
の
で
す
。

　

先
日
、
あ
る
女
性
の
先
生
か
ら
同
じ
よ
う
な

質
問
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
時
は
、

「
人
生
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
だ
よ
。
人
生
に

は
い
ろ
ん
な
道
が
あ
っ
て
、
遠
い
道
も
あ
る
ん

だ
よ
。
で
も
、
遠
い
道
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
が
一

番
良
か
っ
た
と
い
う
事
も
多
い
ん
だ
よ
。
神
様

は
い
ろ
い
ろ
な
道
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
て
、

あ
な
た
に
合
っ
た
道
を
き
っ
と
与
え
て
く
れ
る

よ
。
あ
る
い
は
、
あ
な
た
自
身
が
つ
か
む
こ
と

が
で
き
る
よ
」

　

そ
の
よ
う
に
答
え
ま
し
た
。

　
子
育
て
中
で
思
う
よ
う
に
セ
ミ
ナ
ー
や
サ
ー

ク
ル
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
に
両
立

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

特
に
女
性
の
先
生
は
、
子
供
が
小
さ
い
う
ち

は
自
分
の
時
間
が
取
れ
ず
、
教
師
修
業
も
ま
ま

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
時
、
ど
の
よ
う
な

心
も
ち
で
い
れ
ば
い
い
か
、
子
育
て
の
先
輩
で

も
あ
る
向
山
先
生
、
ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
人
生
に
は
い
ろ
い
ろ
な
道
が
あ
り
ま
す
。
ま

ず
、
勉
強
よ
り
も
子
育
て
に
全
力
を
挙
げ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
授
か
っ
た
お
子
さ
ん
で
す
し
、
子

育
て
は
素
敵
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
教

師
と
し
て
の
勉
強
よ
り
も
子
育
て
に
全
力
を
挙

げ
て
、
か
わ
い
が
っ
て
や
っ
て
、
自
分
も
楽
し

か
っ
た
な
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず
体
験
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

勉
強
は
工
夫
し
て
い
か
よ
う
に
も
で
き
ま
す
。

私
も
そ
う
で
し
た
。

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

「
生
成
Ａ
Ｉ
」
を
授
業
の
中
で
使
い
倒
そ
う
⑶

C
h
a
t
G
P
T
等
を
代
表
と
す
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
授
業
化
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
C
h
a
t

G
P
T
は
情
報
の
正
確
さ
等
に
つ
い
て
懸
念
が
あ
る
。
し
か
し
、
懸
念
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
授
業
す
る
必
要
が

あ
る
の
だ
。
C
h
a
t
G
P
T
に
つ
い
て
の
不
安
な
点
と
、
逆
に
役
に
立
つ
点
と
を
取
り
上
げ
、
考
え
さ
せ
、

子
供
た
ち
の
思
考
を
促
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

「
沖
縄
県
全
体
」
と
「
日
本
全
体
」
で
は
、

森
林
率
が
高
い
の
は
ど
ち
ら
で
す
か
。

一
瞬
、
沖
縄
の
ほ
う
が
森
が
多
い
よ
う
な

気
が
す
る
。

こ
の
程
度
の
こ
と
な
らGoogle

で
調
べ
て

も
す
ぐ
に
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
C
h
a
t

G
P
T
を
使
っ
て
み
る
。

C
h
a
t
G
P
T
の
能
力
を
み
る
こ
と
が
、

こ
の
当
時
の
授
業
の
ね
ら
い
だ
っ
た
か
ら
だ
。

C
h
a
t
G
P
T
と
い
う
の
は
Ａ
Ｉ（
人

口
知
能
）
で
す
。
こ
の
C
h
a
t
G
P
T

に
質
問
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
答
え
て

く
れ
る
か
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

で
あ
る
。

二
　
C
h
a
t
G
P
T
初
期
の
授
業

ま
ず
教
科
書
か
ら
入
る
。

五
年
生
「
沖
縄
の
人
々
の
く
ら
し
」。

「
沖
縄
の
土
地
利
用
」
の
資
料
が
教
科
書
に

載
っ
て
い
る
。

一
番
目
立
つ
の
は
「
緑
色
」
で
あ
り
、

「
森
林
」
が
多
い
よ
う
に
思
え
る
。

Google
Earth

で
見
て
も
、
沖
縄
は
全
体

と
し
て
緑
色
が
多
い
。

や
ん
ば
る
国
立
公
園
な
ど
、
豊
か
な
自
然

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。

そ
う
し
た
情
報
を
端
的
に
確
認
し
た
う
え

で
、
次
の
発
問
を
し
た
。

一

C
h
a
t
G
P
T
を
使
っ
て
授
業
す

る私
が
最
初
に
C
h
a
t
G
P
T
を
取
り
上

げ
た
授
業
を
紹
介
す
る
。

二
〇
二
三
年
の
二
月
。

「
G
I
G
A
×
産
業
・
環
境
セ
ミ
ナ
ー
沖

縄
」
で
の
提
案
授
業
で
あ
る
。

C
h
a
t
G
P
T
が
公
式
に
発
表
さ
れ
て

か
ら
三
か
月
し
か
た
っ
て
い
な
か
っ
た
。

当
時
、
C
h
a
t
G
P
T
と
い
う
名
前
を

知
っ
て
い
る
教
師
も
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
授

業
で
扱
っ
た
人
は
皆
無
で
あ
っ
た
と
思
う
。

テ
ー
マ
は
、

①　

C
h
a
t
G
P
T
で
の
情
報
検
索

②　

出
力
さ
れ
た
結
果
の
信
憑
性

オピニオン

今教育界で起こっていること
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巻頭論文

料
版
で
は
、
最
新
の
デ
ー
タ
を
検
索
す
る
機

能
が
加
わ
っ
て
い
る
。

次
の
よ
う
に
、
よ
り
正
確
に
答
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

二
〇
二
〇
年
時
点
で
の
デ
ー
タ
を
基

に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

（
中
略
）

　

し
た
が
っ
て
、
二
〇
二
〇
年
現
在
の

デ
ー
タ
に
基
づ
く
と
、
日
本
全
体
の
森

林
率
の
ほ
う
が
沖
縄
県
の
森
林
率
よ
り

も
高
い
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
Ａ
Ｉ
は
非
常
に
早
い
ス

ピ
ー
ド
で
進
化
・
改
善
さ
れ
る
も
の
の
、
ほ

ん
の
半
年
前
ま
で
は
か
な
り
危
う
い
回
答
を

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
現
在

で
も
、「
完
全
に
」
信
頼
で
き
る
と
は
い
え

な
い
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
C
h
a
t
G
P
T
が

悪
い
の
で
は
な
い
。

C
h
a
t
G
P
T
と
い
う
Ａ
Ｉ
の
し
く
み

を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
別
に
取
り
上
げ
る
。

C
h
a
t
G
P
T
が
学
習
し
て
い
る
の
は

二
〇
二
一
年
九
月
ま
で
の
デ
ー
タ
な
の
だ
。

私
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
て
、
あ
え
て
「
二

〇
二
〇
年
現
在
の
」
と
質
問
し
た
の
で
あ
る
。

C
h
a
t
G
P
T
は
、
お
そ
ら
く
過
去
の

森
林
率
を
出
し
、
そ
れ
に
「
二
〇
二
〇
年
現

在
」
と
い
う
嘘
の
日
付
を
加
え
て
、
回
答
し

た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
現
在
（
二
〇
二
三
年
八
月
）

の
C
h
a
t
G
P
T
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
き
ち
ん
と
回
答
す
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
て

い
る
。

同
じ
質
問
に
、
今
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

　

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
私
の
デ
ー

タ
は
二
〇
二
一
年
九
月
ま
で
の
情
報
し

か
も
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
二
〇
二

〇
年
の
具
体
的
な
森
林
率
の
数
値
に
つ

い
て
は
提
供
で
き
ま
せ
ん
。（
以
下
略
）

さ
ら
に
、
一
般
的
に
は
沖
縄
の
ほ
う
が
森

林
率
が
低
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
や
、
政
府
機

関
等
で
確
認
す
る
こ
と
を
勧
め
て
く
る
。

ま
た
、
C
h
a
t
G
P
T-

４
と
い
う
有

C
h
a
t
G
P
T
に
次
の
よ
う
に
入
力
し

て
み
た
。

　

二
〇
二
〇
年
現
在
の
沖
縄
県
の
森
林

率
と
、
日
本
全
体
の
森
林
率
は
、
ど
ち

ら
が
高
い
で
す
か
。

す
る
と
、
二
〇
二
三
年
二
月
時
点
の

C
h
a
t
G
P
T
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
た

の
で
あ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
現
在
、
沖
縄
県
の
森
林

率
は
約
四
八
・
五
％
で
す
が
、
日
本
全

体
の
森
林
率
は
六
七
・
七
%
で
す
。
よ
っ

て
、
日
本
全
体
の
森
林
率
が
高
い
で
す
。

当
時
の
C
h
a
t
G
P
T
の
、
こ
の
答
え

方
は
、
ち
ょ
っ
と
驚
き
で
あ
る
。

答
え
て
い
る
内
容
は
概
ね
正
し
い
。

二
〇
一
七
年
の
林
野
庁
の
統
計
で
は
、
沖

縄
県
の
森
林
率
は
四
七
%
、
日
本
全
体
の
森

林
率
は
六
七
%
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

と
こ
ろ
が
、
重
大
な
問
題
が
あ
る
。
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イラスト：渡邊瑞穂イラスト：渡邊瑞穂

2023年

10月号
特集

ぐんぐんぐんぐん伸ばす秘訣
子供の技能を

技能を伸ばす
には原則がある

1

子供の技能が
ぐんぐん伸びた
教科別 指導事例

3

向山洋一の
指導から抽出する
「技能を伸ばす」

条件

2

【技能系教科】保存版



【
技
能
系
教
科
】
保
存
版
子
供
の
技
能
を
ぐ
ん
ぐ
ん

ぐ
ん
ぐ
ん
伸
ば
す
秘
訣

特集

13 2023. 10

１　

で
き
る
よ
う
に
な
る
秘
訣　

体
育
や
音
楽
な
ど
の
技
能
教
科
で
、
子
供
た

ち
が
何
か
を
で
き
る
よ
う
に
な
る
指
導
に
は
秘

訣
が
あ
り
ま
す
。

一
番
効
果
が
あ
る
秘
訣
は
こ
れ
で
し
ょ
う
。

局
面
の
限
定

一
点
集
中
と
い
う
こ
と
で
す
。

阿
波
踊
り
の
指
導
な
ら
「
足
の
リ
ズ
ム
」
だ

け
に
絞
っ
て
教
え
ま
す
。

合
唱
な
ら
「
出
だ
し
の
一
音
」
だ
け
に
絞
っ

て
教
え
ま
す
。

一
点
に
絞
っ
て
教
え
る
の
で
す
が
、
そ
の
一

点
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
他
も
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

も
う
一
つ
秘
訣
を
挙
げ
る
と
し
た
ら
こ
れ
で

し
ょ
う
。

個
別
評
定

誰
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
状
態
な
の
か
を
具
体

的
に
示
し
て
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

秘
訣
は
他
に
も
あ
り
ま
す
。

プ
ロ
教
師
が
使
い
こ
な
し
て
い
る
そ
う
し
た

秘
訣
を
、
改
め
て
整
理
し
、
具
体
例
と
と
も
に

分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
く
の
が
今
回

の
特
集
で
す
。

２　

な
ぜ
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
切

な
の
か

大
切
な
の
は
、

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
。

で
き
る
よ
う
に
な
る
過
程
が
大
切
だ
。

そ
ん
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
で
す
ね
。
過
程
が
大
切
な
こ
と
は
当
然

で
す
。

で
も
、「
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」
も
ま

た
大
切
な
の
で
す
。
や
っ
ぱ
り
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ほ
う
が
子
供
た
ち
も
嬉
し
い
。

で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
、
熱
中
し
ま
す
。

も
っ
と
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
本
人
の
努
力
だ
け
に
任
せ
る
と
、
デ

メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①　

努
力
し
て
も
結
局
で
き
な
い
。

②　

で
き
る
の
に
膨
大
な
時
間
が
か
か
る
。

③　

で
き
る
前
に
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
。

「
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
本
人
が
思
っ

て
い
る
こ
と
が
、
努
力
し
て
も
結
局
で
き
な

か
っ
た
の
で
は
、
意
欲
は
持
続
し
ま
せ
ん
。

も
し
「
過
程
」
こ
そ
大
切
だ
と
い
う
な
ら
、

努
力
し
た
過
程
を
正
当
に
評
価
し
ま
し
ょ
う
。

で
き
て
も
、
で
き
な
く
て
も
、
努
力
し
た
子

は
Ａ
に
な
る
は
ず
で
す
。

す
ぐ
に
簡
単
に
で
き
て
し
ま
っ
た
能
力
の
高

い
子
は
、
そ
の
時
間
は
努
力
し
て
い
ま
せ
ん
。

評
定
は
Ｃ
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
ん
な
こ
と
は
現
実
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
よ
ね
。

過
程
を
大
切
に
褒
め
な
が
ら
も
、
そ
の
子
に

応
じ
た
適
切
な
負
荷
の
中
で
成
功
体
験
を
味
わ

わ
せ
て
い
く
。

そ
ん
な
指
導
力
こ
そ
が
、
専
門
職
と
し
て
の

教
師
の
技
量
で
す
。（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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技
能
系
の
教
科
の
授
業
を
、
多
く
の
教
室
で
拝

見
し
て
き
た
。

そ
の
多
く
は
、
ハ
ッ
キ
リ
い
う
と
、

「
ま
っ
た
り
し
て
い
る
」

の
で
あ
る
。

　

体
育
や
音
楽
、
図
工
、
家
庭
科
な
ど
の
授
業
は
、

子
供
も
教
師
も
ち
ょ
っ
と
気
が
抜
け
る
の
だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
技
能
系
の
教
科
で
、
子
供
た
ち

の
技
能
を
し
っ
か
り
と
伸
ば
せ
る
教
師
も
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
教
師
た
ち
は
、
他
の
教

科
の
授
業
も
例
外
な
く
上
手
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
技
能
系
教
科
で
子
供
た
ち
の
技
能

を
伸
ば
す
原
則
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

私
の
経
験
か
ら
、
七
つ
に
絞
っ
て
紹
介
を
し
た

い
。

原
則
１　

局
面
を
限
定
で
き
る

　

例
え
ば
、
走
り
幅
跳
び
で
あ
る
。

　

こ
の
授
業
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
、
複
合

的
に
絡
ま
る
。

「
助
走
・
踏
切
・
跳
躍
・
着
地
な
ど
」
の
よ
う
に

や
る
べ
き
こ
と
が
い
く
つ
も
あ
る
の
だ
。

　

ダ
メ
な
パ
タ
ー
ン
は
、

「
綺
麗
な
跳
躍
を
目
指
そ
う
」

と
い
う
よ
う
に
、
全
て
を
総
合
し
た
表
現
で
課
題

を
あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

大
切
な
の
は
局
面
を
絞
る
こ
と
だ
。

「
踏
切
だ
け
を
指
導
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
ポ

イ
ン
ト
を
限
定
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
だ
。

原
則
２　

最
初
に
個
別
評
定
を
行
う

　

最
初
に
子
供
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
対
し
て
、

次
は
、
し
っ
か
り
と
個
別
評
定
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

　

こ
の
時
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
低
く
点
数
を
付
け

る
」
こ
と
で
あ
る
。
得
意
げ
に
や
る
子
供
に
は
、

低
い
く
ら
い
が
丁
度
良
い
。

　

し
か
し
、
き
ち
ん
と
点
数
に
は
差
を
付
け
る
こ

と
だ
。

　

大
切
な
こ
と
は
「
指
導
目
標
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
評
定
の
基
準
を
も
っ
て
い
る
こ
と
」
で
あ
る
。

で
た
ら
め
に
点
数
を
付
け
て
は
い
け
な
い
。

原
則
３　

個
別
評
定
後
に
、
個
別
に
練
習
さ
せ
る

　

個
別
評
定
を
行
っ
た
ら
、
必
ず
、
個
別
に
練
習

す
る
時
間
を
再
度
設
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
を
抜
か
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

評
定
を
示
す
と
い
う
こ
と
は
「
基
準
を
示
す
こ

と
」
に
他
な
ら
な
い
。

 NPO法人TOSS理事 
 ㈱RIDGE SPECIAL EDUCATION WORKS 
 発達支援コンサルタント 小

こ

嶋
じま

悠
ゆう

紀
き

技能を伸ばす指導の７条件
技能系を伸ばすことが上手な教師は、例外なく、授業もうまい。

技能を伸ばすには原則がある



【
技
能
系
教
科
】
保
存
版
子
供
の
技
能
を
ぐ
ん
ぐ
ん

ぐ
ん
ぐ
ん
伸
ば
す
秘
訣

特集

15 2023. 10

　

子
供
た
ち
は
そ
の
基
準
を
目
標
に
練
習
し
、
努

力
を
始
め
る
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
こ
の
時
の
ポ
イ
ン
ト
が
二
つ
あ
る
。

「
評
定
基
準
を
明
確
に
し
て
練
習
さ
せ
る
パ
タ
ー

ン
」
と
「
評
定
基
準
を
明
確
に
言
わ
ず
に
練
習
さ

せ
る
（
自
分
で
考
え
さ
せ
る
）
パ
タ
ー
ン
」
で
あ

る
。

　

一
学
期
〜
二
学
期
な
ど
は
、
こ
の
基
準
を
明
ら

か
に
し
て
お
く
ほ
う
が
取
り
組
み
や
す
く
な
る
。

　

し
か
し
、
学
級
が
で
き
て
き
た
ら
、
基
準
を
示

さ
ず
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
よ
り
「
探
究
的
」
な

学
習
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

原
則
４　

何
回
も
何
回
も
反
復
し
て
練
習
さ
せ
る

　

こ
こ
ま
で
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
原
則
通
り
に

や
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
子
供
た
ち
の
熱
中
は

最
高
潮
に
達
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
を
何
回
も
何
回
も
反
復
練
習
に
取
り

組
ま
せ
た
い
。

　

こ
の
時
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
の
場
や
物
の
設
定
」

で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
走
り
幅
跳
び
で
は
、
踏
み
切
る
位
置

や
着
地
の
マ
ッ
ト
な
ど
の
位
置
を
ず
ら
し
た
も
の

を
複
数
パ
タ
ー
ン
用
意
し
て
お
く
。

　

家
庭
科
の
雑
巾
を
ミ
シ
ン
で
縫
う
の
で
あ
れ
ば
、

何
パ
タ
ー
ン
か
の
「
縫
う
模
様
」
を
用
意
し
て
お

く
。

　

こ
う
す
る
こ
と
で
、
い
く
つ
も
の
パ
タ
ー
ン
を

往
復
し
な
が
ら
技
量
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
。

原
則
５　

途
中
で
個
別
評
定
を
入
れ
な
い

　

こ
こ
ま
で
行
え
ば
、
子
供
た
ち
が
何
回
も
熱
中

し
な
が
ら
、
練
習
を
続
け
て
い
る
状
況
が
生
み
出

さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

途
中
で
子
供
か
ら
、

「
先
生
、
こ
こ
ま
で
な
ら
何
点
で
す
か
？　

点
数

付
け
て
よ
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

優
し
い
先
生
は
、
こ
こ
で
点
数
を
付
け
て
し
ま

う
。
し
か
し
、
こ
の
行
為
は
子
供
の
学
習
へ
の
熱

中
を
下
げ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

や
は
り
、
も
う
一
度
個
別
評
定
す
る
場
合
は
、

「
全
体
の
前
で
み
ん
な
が
見
て
い
る
場
」

で
や
る
か
ら
こ
そ
緊
張
感
が
生
ま
れ
、
よ
り
挑
戦

し
よ
う
と
す
る
意
欲
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

原
則
６　

微
か
な
変
化
を
見
付
け
る
目

　

技
能
教
科
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
子
供
の
「
変

化
」
は
大
切
に
し
た
い
。
そ
の
際
に
は
、

「
微
か
な
変
化
で
も
見
逃
さ
な
い
」

こ
の
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

　

微
か
な
変
化
を
褒
め
る
。

　

微
か
な
変
化
を
個
別
評
定
の
一
点
に
反
映
さ
せ

る
。

　

向
山
氏
は
、
こ
の
微
か
な
変
化
に
気
付
く
こ
と

が
で
き
る
。
そ
し
て
、

「
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
神
経
を
、
子
供
に
注
ぎ
続
け

る
べ
き
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

原
則
７　

激
励
に
つ
ぐ
激
励

　

子
供
の
技
能
を
伸
ば
す
に
は
、
教
師
の
激
励
の

姿
勢
が
重
要
で
あ
る
。

「
頑
張
っ
て
い
る
ね
」

「
ち
ょ
っ
と
ず
つ
良
く
な
っ
て
い
る
よ
」

「
褒
め
る
」
は
で
き
て
い
る
が
、「
励
ま
す
」
が

で
き
て
い
な
い
教
師
は
多
い
。

　

紹
介
し
た
原
則
以
外
の
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
最
低
限
こ
の
七
つ
を
意
識
す
る
だ
け

で
、
技
能
系
の
授
業
は
変
わ
る
は
ず
だ
。
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向
山
洋
一
氏
の
「
卒
業
式
呼
び
か
け
」
指
導
は
、
子
供

自
身
が
自
ら
動
き
た
く
な
る
指
導
法
で
あ
る
。

　

個
別
評
定
に
よ
っ
て
、
誰
が
良
く
て
誰
が
良
く
な
い
の

か
が
示
さ
れ
、
同
時
に
、「
や
る
べ
き
こ
と
」
が
一
人
一

人
に
示
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

個
別
評
定
後
、
再
び
セ
リ
フ
を
言
わ
せ
る
場
面
で
は
、

子
供
た
ち
は
「
や
る
べ
き
こ
と
」
に
気
を
付
け
て
言
う
。

急
激
に
レ
ベ
ル
が
上
が
る
。
そ
の
後
、
個
別
評
定
を
す
る
。

　

こ
れ
を
三
、
四
回
行
え
ば
、
本
番
の
レ
ベ
ル
に
な
る
。

　

こ
の
指
導
法
は
、
教
師
が
モ
タ
モ
タ
す
る
と
、
子
供
た

ち
が
ダ
レ
て
し
ま
う
。
リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
が
重
要
だ
。

ポ
イ
ン
ト
が
三
つ
あ
る
。

①
　「
呼
び
か
け
」
指
導
を
す
る
前
に
は
、
子
供
た

ち
が
セ
リ
フ
を
覚
え
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ

る
。

　

覚
え
て
い
な
け
れ
ば
、
セ
リ
フ
を
言
わ
せ
て
も
、
モ
タ

モ
タ
し
て
、
リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
は
崩
れ
て
し
ま
う
。

②
　
最
初
の
五
名
く
ら
い
の
「
呼
び
か
け
」
を
、
全

体
の
前
で
指
導
す
る
。

「
今
の
は
、
上
手
だ
な
」
と
褒
め
て
い
く
こ
と
を
前
提
に
、

良
く
な
る
ま
で
や
り
直
し
を
さ
せ
る
。
教
師
が
手
本
を
示

す
場
合
も
あ
る
。
つ
ま
り
、「
ど
ん
な
呼
び
か
け
を
す
れ

ば
い
い
の
か
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
全
体
で
共
有
す
る
。

時
間
に
し
て
、
五
分
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

　

こ
の
後
で
、
セ
リ
フ
を
全
員
に
最
後
ま
で
言
わ
せ
る
。

③
　
準
備
し
た
台
本
に
、
印
を
付
け
る
。

　

台
本
に
は
、
番
号
が
ふ
っ
て
あ
る
。
そ
の
横
に
、

「
小
」「
間
」「
キ
」「
〇
」
な
ど
の
印
を
付
け
て
い
く
。
そ

れ
ぞ
れ
、「
声
が
小
さ
い
」「
前
の
人
と
の
間
が
な
い
の
で
、

声
が
重
な
る
」「
切
れ
目
が
な
い
の
で
、
分
か
り
に
く

い
」「
合
格
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

こ
の
印
を
付
け
た
台
本
が
あ
る
か
ら
、
教
師
が
番
号
を

速
い
ス
ピ
ー
ド
で
言
っ
て
、
子
供
た
ち
を
立
た
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
個
別
評
定
で
あ
る
。「
あ
な
た
た
ち
の
声
は

聞
き
取
れ
ま
せ
ん
。
も
っ
と
大
き
な
声
で
言
い
な
さ
い
」

と
端
的
に
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

最
後
の
数
名
が
立
ち
、
評
定
し
、「
第
一
回
目
は
合
格

で
す
。
大
変
上
手
で
し
た
」
と
言
う
と
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ

が
生
ま
れ
る
。

要
は
、
短
い
時
間
で
指
導
を
進
め
、
良
い
か
悪
い
か
を

明
確
に
し
、
し
か
も
、
褒
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
ち
ゃ
ん

と
褒
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
指
導
の
カ
ギ
で
あ
る
。

福井県越前市立武生東小学校 上
うえ

木
き

信
のぶ

弘
ひろ

ダラダラと長くしてはいけない。
短い時間で指導すること
短い時間で指導を進め、良いか悪いかを明確にし、しかも、褒められるべきことをちゃ
んと褒めることができるかが指導のカギである。

向山洋一の指導から抽出する「技能を伸ばす」条件①「卒業式の呼びかけ」指導
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行
進
の
指
導
　「
ど
こ
を
」
見
る
の
か

新
採
の
私
は
、
行
進
を
次
の
よ
う
に
指
示
し
て
い
た
。

「
指
先
を
ま
っ
す
ぐ
し
な
さ
い
」「
足
を
そ
ろ
え
な
さ
い
」

「
前
を
見
な
さ
い
」「
腕
を
肩
ま
で
上
げ
な
さ
い
」

「
太
も
も
を
上
げ
な
さ
い
」「
列
を
そ
ろ
え
な
さ
い
」

　

言
え
ば
言
う
ほ
ど
、
動
き
は
ぎ
こ
ち
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

向
山
氏
が
、
見
る
と
こ
ろ
は
一
つ
だ
け
で
あ
る
。

　

足
だ
け
、
で
あ
る
。
足
が
曲
に
合
っ
て
い
る
か
を

見
る
。

　

こ
れ
を
知
っ
て
驚
い
た
。「
足
だ
け
？
」
で
あ
る
。

　

追
試
し
た
。
し
か
し
、
私
に
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

ど
の
子
の
足
が
曲
に
合
っ
て
、
ど
の
子
の
足
が
曲
に
合
っ

て
い
な
い
の
か
が
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
四
〇
人
の
子
供

た
ち
「
一
人
一
人
」
の
足
が
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
行
進
の
指
導
　「
ど
の
く
ら
い
」
時
間
を
か
け
る
の
か

　

行
進
が
終
わ
る
。
子
供
た
ち
が
教
室
に
帰
る
。

　

そ
の
後
、
向
山
氏
は
、
教
室
で
行
進
の
指
導
を
す
る
。

ど
の
く
ら
い
の
時
間
か
。

　

一
五
秒
。

「
足
が
曲
に
合
っ
て
い
な
か
っ
た
人
を
立
た
せ
」、「
曲
に
合

わ
せ
る
よ
う
注
意
す
る
」
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。

　

二
〇
代
の
私
も
追
試
し
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
足
が

曲
に
合
っ
て
い
る
の
が
二
人
な
の
か
、
三
人
な
の
か
、
分

か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
三
〇
代
に
な
り
、
何
と
か
自
分
の

ク
ラ
ス
だ
け
な
ら
ば
、
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
　
一
〇
〇
人
の
足
を
「
ど
の
く
ら
い
」
で
見
え
る
の
か

　

運
動
会
の
時
。
学
年
で
行
進
す
る
。
一
〇
〇
人
の
足
。

　

向
山
氏
は
、
ど
の
く
ら
い
で
見
え
る
の
か
。

　

校
庭
半
周
の
う
ち
に
全
員
を
見
分
け
る
。

　

追
試
し
て
痛
感
し
た
。
私
に
は
で
き
な
い
。

　

ま
ず
、
一
〇
〇
人
の
足
が
「
一
人
一
人
」
の
足
に
見
え

な
い
の
で
あ
る
。「
あ
！　

こ
の
子
合
っ
て
い
な
い
な
ぁ
」

と
思
っ
た
瞬
間
に
、
次
の
子
が
来
る
。
記
憶
で
き
な
い
。

　

向
山
氏
は
「
半
周
の
う
ち
に
曲
に
ず
れ
た
子
を
必
ず
さ

が
し
出
す
」
と
書
い
て
い
る
。「
必
ず
」
で
あ
る
。

　

私
は
、
こ
の
境
地
に
強
く
憧
れ
る
。
毎
年
、
運
動
会
練

習
の
と
き
に
挑
戦
し
て
い
る
。
峰
は
高
い
。

　

な
お
、
鼓
笛
隊
指
導
で
も
、
向
山
氏
の
指
導
は
一
つ
で

あ
る
。「
行
進
は
横
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。
他
の
こ

と
は
考
え
な
く
て
よ
い
か
ら
、
横
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
だ

け
を
意
識
し
て
歩
き
な
さ
い
」
と
指
導
し
て
い
た
と
、
師

尾
喜
代
子
氏
が
書
い
て
い
る
。
指
導
は
一
つ
、
な
の
で
あ
る
。

山口県下関市立清末小学校 林
はやし

健
たけ

広
ひろ

教師は、子供の「足」を見る
子供の技能を伸ばす教師は、指導のポ
イントを知っている。

向山洋一の指導から抽出する「技能を伸ばす」条件②「行進」の指導
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１　

か
べ
倒
立
の
習
得
（
局
面
①
）

　

側
方
倒
立
回
転

（
以
下
、
側
転
）

の
原
理
は
「
倒
立

に
よ
る
回
転
運

動
」
で
あ
る
。
こ

れ
は
楽
し
い
体
育

授
業
研
究
会
代
表

の
根
本
正
雄
氏
の

分
析
で
あ
る
。

　

側
転
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め

に
は
、
基
本
的
な
技
能
と
し
て
、
か
べ
倒
立
が
重
要
で
あ
る
。

側
転
の
指
導
に
入
る
以
前
か
ら
、
か
べ
倒
立
を
習
得
す
る

時
間
を
設
定
す
る
。

２　

支
持
を
体
感
さ
せ
る
（
局
面
②
）

　

マ
ッ
ト
を
川
に
見
立
て
て
、
両
手
を
つ
い
て
自
分
の
体

を
運
び
出
す
「
川
跳
び
」
と
い
う
学
習
パ
ー
ツ
を
組
み
込

む
。
上
欄
の
動
画
内
に
お
け
る
、
桑
原
和
彦
氏
の
指
示
を

追
試
す
る
と
、
子
供
の
動
き
が
激
変
し
た
。

指
示　
ゆ
っ
く
り
川
を
跳
び
越
え
な
さ
い
。

　

ゆ
っ
く
り
跳
ば
す
こ
と
で
、
両
手
で
支
持
す
る
時
間
が

増
え
る
。「
川
跳
び
」
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
着
地

す
る
順
番
を
「
手
・
手
・
足
・
足
」
の
順
で
跳
ぶ
よ
う
に

教
え
る
。
そ
の
際
、
浜
井
俊
洋
氏
の
次
の
指
示
が
有
効
だ
。

指
示

ト
（
左
手
を
つ
く
）、
ト
ー
ン
（
右
手
を
つ
き
、

体
を
運
び
出
す
）、
ト
ン
（
右
足
を
つ
く
）、
ト
ン
（
左

足
を
つ
く
）
の
リ
ズ
ム
で
跳
び
な
さ
い
。
※
右
手
か
ら

つ
く
場
合
、
左
右
が
逆
に
な
る
。

３　

足
を
高
く
上
げ
る
フ
ォ
ー
ム
（
局
面
③
）

　

ゴ
ム
ひ
も
と
鈴
を
用
意
し
て
、
上
欄
の
よ
う
に
設
置
す

る
。
は
じ
め
は
低
い
高
さ
か
ら
始
め
る
（
根
本
氏
の
追

試
）。

指
示　
足
を
高
く
上
げ
て
、
鈴
を
な
ら
し
な
さ
い
。

　

高
さ
を
少
し
ず
つ
上
げ
て
い
き
、
子
供
が
自
分
の
足
の

高
さ
を
分
か
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
目
線
を
両
手
の
間
に

向
け
る
と
フ
ォ
ー
ム
が
安
定
す
る
。

　

赤
白
帽
子
を
使
い
、
水
野
彰
子
氏
の
指
示
を
追
試
す
る
。

指
示　
赤
白
帽
子
を
見
な
が
ら
回
り
な
さ
い
。

４　

褒
め
て
、
褒
め
て
、
褒
め
ま
く
る

　

向
山
洋
一
氏
が
側
転
指
導
で
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。「
そ

れ
で
い
い
ん
だ
よ
」「
と
て
も
き
れ
い
だ
よ
」
と
子
供
た

ち
が
安
心
し
て
、
の
び
の
び
と
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
。

引
用
文
献
：
向
山
洋
一
著
『
授
業
の
腕
を
み
が
く
』（
明
治
図
書
）

北海道北見市立三輪小学校 塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

「３つの局面」に限定し、褒めて、褒めて、
褒めまくりながら、指導していく

「一つの運動の中から、たくさんの技術内容をとり出し、
その一つ一つを指導していく（向山全集26巻）」という向
山氏の言葉をもとに授業を組み立てる。

向山洋一の指導から抽出する「技能を伸ばす」条件③「側転」の指導
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リ
レ
ー
の
指
導
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
。

一
つ
め
は
「
全
力
で
走
り
切
る
体
力
」。

二
つ
め
は
「
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
技
能
」。

い
く
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
上
手
で
も
「
全
力
で
走
り
切

る
体
力
」
が
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い
。
全
力
で
走
る
距

離
は
「
コ
ー
ス
一
周
」「
半
周
」「
四
分
の
一
周
」
な
ど
、

リ
レ
ー
に
よ
っ
て
異
な
る
。
休
み
時
間
に
「
鬼
ご
っ
こ

系
」
の
遊
び
を
た
く
さ
ん
取
り
入
れ
る
の
が
、
無
理
な
く

効
果
的
だ
。
体
育
の
準
備
運
動
と
し
て
も
繰
り
返
し
行
う
。

　

次
に
「
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
技
能
」。

　

向
山
氏
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

指
導
に
は
原
則
が
あ
る
。

第
一
に
、
基
本
中
の
基
本
を
教
え
る
こ
と
。

第
二
は
、
練
習
効
率
を
よ
く
す
る
こ
と
。

第
三
は
、
練
習
の
場
面
を
多
く
す
る
こ
と
。

　

ま
ず
練
習
効
率
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
「
バ
ト
ン
の

数
」
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
用
意
す
る
。

私
は
学
校
中
の
バ
ト
ン
を
集
め
て
、
足
り
な
い
分
は
、

「
ラ
ッ
プ
の
芯
」
を
バ
ト
ン
が
わ
り
に
使
っ
た
。

　

全
員
に
バ
ト
ン
を
配
る
こ
と
で
「
バ
ト
ン
の
持
ち
方
」

な
ど
の
指
導
を
一
斉
に
で
き
る
。
ペ
ア
で
の
受
け
渡
し
練

習
も
繰
り
返
し
で
き
る
。
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
練
習
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

次
に
基
本
中
の
基
本
と
な
る
「
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
」
の
方

法
を
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
教
え
る
。

①
　
二
人
で
一
チ
ー
ム
と
し
て
、
止
ま
っ
た
ま
ま
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
を
す
る
。「
は
い
！
」
と
声
を
出
し
て
渡
す
。

右
手
で
バ
ト
ン
受
け
取
り
、
体
の
向
き
を
変
え
て
、
左

手
に
バ
ト
ン
を
持
ち
か
え
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
。

②
　
四
人
で
一
チ
ー
ム
と
し
て
、
止
ま
っ
た
ま
ま
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
を
繰
り
返
す
。
第
四
ラ
ン
ナ
ー
ま
で
い
っ
た
ら
、

身
体
の
向
き
を
か
え
て
繰
り
返
す
。

③
　
同
じ
四
人
チ
ー
ム
で
、
一
メ
ー
ト
ル
走
っ
て
渡
す
。

こ
れ
も
繰
り
返
す
。

④
　
走
る
距
離
を
四
、
五
メ
ー
ト
ル
に
伸
ば
す
。
こ
れ
も

繰
り
返
す
。
最
初
は
ゆ
っ
く
り
と
、
だ
ん
だ
ん
走
る
ス

ピ
ー
ド
を
速
く
す
る
。

　

こ
こ
で
「
個
別
評
定
」
す
る
場
面
を
取
り
入
れ
る
。

　

伴
一
孝
氏
の
実
践
や
桑
原
和
彦
氏
の
実
践
が
動
画
で
公

開
さ
れ
て
い
る
。
場
づ
く
り
と
シ
ス
テ
ム
が
分
か
り
や
す

い
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

最
終
的
に
は
、「
両
者
が
全
力
で
走
っ
て
い
る
と
き
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
せ
る
」。
教
師
が
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
も

つ
こ
と
が
大
切
だ
。

（
出
典
：『
楽
し
い
体
育
の
授
業
』
一
九
九
八
年
№
１
０
３
）

兵庫県姫路市立英賀保小学校 許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

リレー走の秘訣は「体力づくり」と
「バトンタッチの指導」
リレー走で勝つためには、速く走るだけでなく「正確なバトンタッチ」が大切である。
初めてリレーを教える先生にもできる、簡単で効果的な体力づくりの方法とバトンタッ
チの基本を紹介する。

向山洋一の指導から抽出する「技能を伸ばす」条件④「リレー」の指導

動画
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合
唱
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
響
き
の
あ
る
声
で
歌
う
」「
音

が
重
な
る
感
覚
を
育
て
る
」
こ
と
だ
。
ま
ず
は
、
声
づ
く

り
か
ら
始
め
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、
一
人
一
人
が
響
き

の
あ
る
声
で
歌
う
こ
と
を
体
感
さ
せ
る
。
六
年
生
「
Ｗ
ｉ

ｓ
ｈ
」
の
実
践
を
紹
介
す
る
。

１　

声
づ
く
り

指
示

歌
う
声
で
、
長
い
お
返
事
を
し
ま
す
。「
は
ー
ー
い
」

　

教
師
は
、
裏
声
で
見
本
を
示
し
、
ま
ね
さ
せ
る
。
子
供

に
、
し
ゃ
べ
り
声
と
裏
声
の
違
い
を
示
す
。

指
示

笑
顔
で
息
を
吸
い
上
げ
ま
す
。

　

教
師
が
ま
ず
、
見
本
を
示
す
。
目
を
開
け
、
息
を
下
か

ら
上
に
吸
い
上
げ
る
。
私
の
勢
い
と
、
息
を
吸
う
時
の
目

の
大
き
さ
と
表
情
に
、
子
供
た
ち
は
笑
い
な
が
ら
ま
ね
す

る
。
歌
を
歌
う
時
は
、
身
体
の
力
を
抜
き
、
笑
顔
で
歌
う

（
軟
口
蓋
を
持
ち
上
げ
た
状
態
に
し
、
鼻
腔
共
鳴
に
つ
な

げ
る
）
こ
と
が
大
切
だ
。
教
師
が
恥
を
捨
て
、
楽
し
く
、

真
剣
に
歌
う
姿
を
示
す
こ
と
で
、
子
供
も
ま
ね
し
だ
す
。

指
示　

み
な
さ
ん
、
立
ち
ま
ー
ー
す
。

　

子
供
は
、
ま
ず
息
を
吸
い
上
げ
、「
は
ー
ー
い
」
と
息

を
吐
き
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
。

ゆ
っ
く
り
立
ち
上
が
る
こ
と
で
、
お
腹
周
り
の
筋
肉
が
支

え
と
な
り
、
声
が
安
定
す
る
。
毎
回
の
積
み
重
ね
で
、
響

き
の
あ
る
声
に
変
わ
っ
て
い
く
。

２　

旋
律
を
歌
う

指
示　

歌
い
ま
す
。

「
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
」
は
、
響
き
の
あ
る
声
を
体
感
し
や
す
い
曲

で
あ
る
。
伴
奏
に
合
わ
せ
て
、
全
員
で
旋
律
を
歌
う
。

３　

声
を
重
ね
る

⑴
　
一
音
に
限
定
し
、
音
の
重
な
り
を
感
じ
さ
せ
る

　

裏
声
で
歌
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
き
れ

い
に
響
く
よ
う
に
な
る
。

指
示　

ア
ル
ト
、
聴
き
ま
す
。

「
生
き
て
る
」
の
「
い
」
だ
け
を
取
り
上
げ
る
。「
い
」

の
一
音
を
オ
ル
ガ
ン
で
弾
く
。

指
示　

ア
ル
ト
「
い
ー
」。
伸
ば
し
ま
す
。

「
い
」
だ
け
を
伸
ば
す
。
次
に
ソ
プ
ラ
ノ
の
音
を
取
る
。

指
示　

ソ
プ
ラ
ノ
と
ア
ル
ト
、
合
わ
せ
て
。

　

同
時
に
、
一
音
だ
け
伸
ば
す
。
音
の
重
な
り
を
感
じ
る
。

⑵
　
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
だ
け
ハ
モ
る

指
示　
「
生
き
て
る
」
だ
け
歌
い
ま
す
。

　

最
初
の
一
音
を
ハ
モ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
次
に
「
生

き
て
る
」
の
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
だ
け
歌
う
。

　

毎
時
間
、
曲
の
一
部
を
取
り
出
し
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
感

じ
さ
せ
る
こ
と
で
、
他
の
部
分
の
響
き
も
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。

埼玉県草加市立小山小学校 吉
よし

川
かわ

 たえ

響きのある声で歌う子を育てる
「合唱指導」

「声づくり」「音の重なりを感じさせる」活動を、楽しく続ける。すると、
子供の声が響きのある声に変わっていく。

子供の技能がぐんぐん伸びた教科別指導事例─音楽

声づくり指導音声
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三
・
四
年
生
が
合
同
で
発
表
会
に
出
演
す
る
た
め
、
合

奏
に
取
り
組
ん
だ
。「
ス
ー
パ
ー
カ
リ
フ
ラ
ジ
ス
テ
ィ
ッ

ク
エ
ク
ス
ピ
ア
リ
ド
ー
シ
ャ
ス
」（
教
芸
社
四
年
）。
限
ら

れ
た
時
間
で
、
ど
の
子
も
満
足
の
い
く
合
奏
に
す
る
た
め

に
、
指
導
を
細
分
化
し
、「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
を
使
っ
た

学
習
を
行
っ
た
。

１　

主
旋
律
を
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
弾
く

主
旋
律
を
階
名
唱
で
歌
わ
せ
る
。
楽
譜
を
渡
さ
ず
、
教

師
の
後
に
続
け
て
歌
わ
せ
る
。
子
供
は
知
っ
て
い
る
曲
な

の
で
、
何
度
か
ま
ね
し
て
い
る
う
ち
に
、
階
名
唱
で
歌
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。

次
に
、
主
旋
律
だ
け
の
楽
譜
を
渡
す
。
階
名
が
書
か
れ

て
い
る
も
の
と
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
の
二
種
類
を
用
意

す
る
。
子
供
に
選
択
さ
せ
、
楽
譜
を
渡
す
。

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
で
作
成
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
、

端
末
で
開
く
。
こ
こ
で
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
使
い
方
と
学

び
方
を
教
え
る
。

「
一
・
二
小
節
目
を
指
で
押
さ
え
ま
す
。
こ
こ
を
学
習
し

ま
す
」

「
一
小
節
目
を
階
名
で
歌
い
ま
す
。
♪
ミ
ソ
ソ
ソ
〜
」

「
次
に
、
楽
譜
を
見
な
い
で
歌
い
ま
す
」

二
小
節
目
も
同
様
に
、
階
名
唱
で
歌
う
。

「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
見
ま
す
。
今
、
こ
の
二
つ
が
で
き
ま

し
た
ね
。
で
き
た
よ
チ
ェ
ッ
ク
（
□
）
を
入
れ
ま
す
」

「
次
に
、
鍵
盤
で
一
小
節
目
を
弾
き
ま
す
。
先
生
の
ま
ね

を
し
ま
す
。
♪
ミ
ソ
ソ
ソ
〜
」

同
じ
よ
う
に
二
小
節
目
も
弾
か
せ
、
で
き
た
よ
チ
ェ
ッ

ク
を
入
れ
さ
せ
る
。

「
今
度
は
、
一
人
で
学
習
し
ま
す
。
お
手
本
動
画
も
あ
る

の
で
、
必
要
な
人
は
見
て
も
い
い
で
す
よ
」

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
い
、
個
別
に
学
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
教
師
の
近
く
で
学
習
し
て
も
よ
い
こ
と
を
伝
え
る
。

　

教
師
は
、
個
々
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ

声
を
か
け
る
。

２　

個
別
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
挑
戦
す
る

　

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
が
苦
手
な
子
供
も
い
る
。
苦
手
な
子

供
に
は
、
全
部
で
は
な
く
、
指
づ
か
い
が
簡
単
で
、
弾
き

や
す
い
「
八
小
節
目
」
か
ら
練
習
さ
せ
る
。
吹
け
た
楽
し

さ
を
体
感
さ
せ
る
こ
と
が
最
優
先
だ
。

　

一
方
、
得
意
な
子
供
に
は
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
「
指
づ

か
い
」
や
「
テ
ン
ポ
通
り
の
演
奏
」
に
挑
戦
さ
せ
る
。

　

上
欄
の
よ
う
な
「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
を
示
し
、
自
分
の

目
標
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
個
々
の
力
に
応
じ
た
学
習
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

島根県浜田市立美川小学校 中
なか

山
やま

理
り

恵
え

子供たちがどんどん
挑戦する「合奏指導」
指導内容の細分化と「ルーブリック」による学習
の選択で、子供の演奏技能を伸ばす。

子供の技能がぐんぐん伸びた教科別指導事例─音楽

ルーブリック・お手本動画
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「
三
匹
の
こ
ぶ
た
は
悪
い
オ
オ
カ
ミ
を
追
い
出
し
ま
し
た
。

ワ
ー
イ
っ
て
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
描
き
ま
し
ょ
う
」
お

話
『
三
匹
の
こ
ぶ
た
』
の
最
後
の
場
面
で
あ
る
。
こ
ん
な

ふ
う
に
言
わ
れ
て
描
け
る
子
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。「
ど

う
や
っ
て
描
け
ば
い
い
の
」「
分
か
ら
な
い
」
が
続
出
す

る
。し

か
し
、
酒
井
式
で
「
頭
↓
胴
体
↓
手
足
↓
つ
な
げ

る
」
と
い
う
順
に
描
い
て
い
く
と
、
一
年
生
で
も
踊
っ
て

い
る
こ
ぶ
た
が
描
け
る
。
コ
ピ
ー
用
紙
を
四
つ
に
折
り
①

②
③
④
の
四
面
に
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
で
動
き
を
教
え

る
の
で
あ
る
。
①
は
自
由
に
好
き
に
描
く
。
②
は
基
本
型
。

③
は
胴
体
を
上
に
し
て
描
く
（
逆
立
ち
が
描
け
る
）。
④

は
顔
を
逆
さ
に
し
て
描
く
。

た
っ
た
一
時
間
、
こ
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
す
る
だ
け
で
、
子
供
た
ち
は

「
動
き
の
描
き
方
」
を
マ
ス
タ
ー
す

る
。
写
真
は
全
て
一
年
生
。
デ
ジ
タ

ル
版
に
多
く
の
画
像
を
入
れ
て
お
く

の
で
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
顔
を
こ
ぶ
た
で
は
な
く
人

物
に
変
え
る
こ
と
で
、「
人
の
動
き
」
も
自
由
自
在
に
描

け
る
。
例
え
ば
虫
に
乗
っ
て
自
由
に
空
を
飛
ぶ
場
面
。
こ

の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
シ
ナ
リ
オ

に
応
用
可
能
な
の
だ
。

描
き
方
が
「
分
か
っ
た
」
子
供
た

ち
は
「
図
工
大
好
き
！
」
と
言
っ
て

自
由
帳
に
も
G
I
G
A
端
末
の
お
絵

描
き
ア
プ
リ
に
も
ど
ん
ど
ん
描
き
だ

す
。

大阪府和泉市立伯太小学校 寺
てら

田
だ

真
ま

紀
き

子
こ

絵を描くことが大好きになる
描画技能の指導技術

酒井式はやり方が分かるから誰でも描ける！　上
手に描けたから嬉しくなる！　そして絵を描くこと
が好きになる！

子供の技能がぐんぐん伸びた教科別指導事例─図工

←動画はこちら
　 まず、自分で

描いてみてく
ださい

顔を逆さに

逆立ち

基本型
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１　

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
作
品
が
次
々
と
生
ま
れ
る
ヒ
ミ
ツ

高
学
年
木
工
。
お
す
す
め
の
テ
ー
マ
は
猫
で
あ
る
（
上

は
テ
ー
プ
カ
ッ
タ
ー
、
下
は
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
）。

テ
ー
マ
を
あ
れ
こ
れ
と
広
げ
ず
、
猫
だ
け
に
し
ぼ
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

猫
に
限
定
す
る
こ
と
で
、「
ぼ
く
は
こ
ん
な
ポ
ー
ズ
に

し
た
い
」「
私
は
何
匹
も
描
い
て
み
た
い
」「
色
に
変
化
を

付
け
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
創
意
を
、
子
供
た
ち
か
ら
引

き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
で

多
様
な
作
品
が
次
々
と
生
ま
れ
る
。

テ
ー
マ
を
限
定
せ
ず
「
犬
で
も
鳥
で
も
虫
で
も
、
何
で

も
良
い
」
と
し
て
し
ま
う
と
、
そ
う
は
な
ら
な
い
。

２　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
表
現
す
る
方
法
を
教
え
る

　

次
は
描
き
方
を
教
え
る
。

　

酒
井
式
「
猫
の
描
き
方
」
が
お
す
す
め
で
あ
る
。「
頭
、

し
っ
ぽ
、
胴
、
足
、
模
様
」
の
順
に
描
い
て
い
く
。
し
っ

ぽ
を
遠
く
に
描
き
、
胴
や
足
を
し
な
や
か
に
描
く
と
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
表
現
で
き
る
。

３　

丁
寧
な
仕
上
げ
で
自
慢
し
た
く
な
る
作
品
に

紙
に
描
い
た
絵
を
板
に
写
し
、
電
動
糸
の
こ
ぎ
り
で

カ
ッ
ト
。
こ
こ
で
は
何
よ
り
「
安
全
な
工
具
の
使
い
方
」

を
徹
底
す
る
。
最
後
は
彩
色
。
猫
を
描
い
た
線
を
ふ
ま
な

い
よ
う
に
ぬ
る
と
、
完
成
度
の
高
い
作
品
に
仕
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
で
、
自
慢
し
た
く
な
る
作
品
の
完
成

で
あ
る
。

福井県若狭町立三方小学校 森
もり

本
もと

和
かず

馬
ま

工作×酒井式でどの子も
自分の作品に大満足！
「テーマの限定」が、子供たちの創意と工夫を引き出すカギ
である。

子供の技能がぐんぐん伸びた教科別指導事例─図工



24

　
　

マ
ッ
ト
一
枚
で
の
指
導
技
術

マ
ッ
ト
を
置
か
せ
る
。
二
人
か
ら
四
人
で
一
枚
が
望
ま

し
い
。

次
の
よ
う
に
指
示
を
す
る
。

指
示
１

前
転
（
マ
ッ
ト
の
上
か
ら
や
る
子
、
マ
ッ
ト

の
下
か
ら
や
る
子
が
混
在
し
て
い
る
）。

指
示
２

マ
ッ
ト
の
上
か
ら
や
り
な
さ
い
。

指
示
３

マ
ッ
ト
を
下
り
て
や
り
な
さ
い
。

指
示
４

立
っ
た
状
態
か
ら
や
り
な
さ
い
。

指
示
５

マ
ッ
ト
か
ら
一
歩
離
れ
て
や
り
な
さ
い
。

指
示
６

で
き
る
だ
け
遠
く
に
手
を
つ
き
な
さ
い
。

指
示
７

手
を
前
に
伸
ば
し
て
立
ち
な
さ
い
。

指
示
８

二
回
連
続
で
、
や
り
な
さ
い
。

指
示
９

マ
ッ
ト
の
横
か
ら
や
り
な
さ
い
。

指
示
10

二
人
の
息
を
揃
え
て
や
り
な
さ
い
。

前
転
指
導
だ
け
で
も
多
様
な
や
り
方
が
あ
る
。

　
　

場
づ
く
り
の
指
導
技
術

技
を
習
得
す
る
ま
で
に
、
子
供
が
選
択
で
き
る
「
場
づ

く
り
の
工
夫
」
が
非
常
に
重
要
に
な
る
。

例
え
ば
、
マ
ッ
ト
の
下
に
「
踏
切
板
」
を
入
れ
る
。
そ

れ
だ
け
で
、
回
転
が
容
易
に
な
る
。
そ
し
て
回
転
の
速
度

が
つ
き
、
開
脚
前
転
な
ど
の
技
に
発
展
し
て
い
く
。

前
転
が
り
、
後
ろ
転
が
り
、
前
転
、
後
転
な
ど
が
苦
手

な
子
に
お
す
す
め
で
あ
る
。

ブ
リ
ッ
ジ
が
苦
手
な
子
に
は
「
マ
ッ
ト
を
重
ね
る
」
こ

と
で
、
自
分
の
体
重
を
支
え
や
す
く
な
る
。

※
準
備
で
は
、
最
初
は
マ
ッ
ト
一
枚
か
ら
行
う
。
徐
々
に

マ
ッ
ト
を
重
ね
さ
せ
た
り
、
傾
斜
を
つ
け
た
り
し
て
い

く
と
時
間
が
か
か
ら
な
い
。
ま
た
、
事
前
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
「
準
備
し
て
欲
し
い
場
作
り
」
を
送
っ
て
お
く
と

ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
。

東京都江戸川区立第三松江小学校 加
か

藤
とう

雅
まさ

成
なり

多様な運動と場の工夫で、
技を習得させる
マット１枚の前転だけでも多様な運動ができ、場づくりの工夫で、技の習得ができる
ようになる。

子供の技能がぐんぐん伸びた教科別指導事例─体育

マットの上から降りて離れて

二回連続横

横

二人組

横

横

１枚のマットでの前転の【指導技術】

マットを重ねる。傾斜をつける。

踏切板

マットを重ねる。傾斜をつける。

踏切板
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向
山
型
体
育
の
要
素
の
一
つ
に
「
流
れ
る
シ
ス
テ
ム
」

が
あ
る
。
今
回
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
授
業
で
、「
流

れ
る
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
み
た
。

ベ
ー
ス
は
兵
庫
の
体
育
セ
ミ
ナ
ー
で
教
え
て
い
た
だ
い

た
、
山
口
県
の
河
田
孝
文
氏
の
実
践
で
あ
る
。

（
河
田
氏
の
実
践
は
デ
ジ
タ
ル
版
を
参
照
）

変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
で
、
テ
ン
ポ
良
く
進
め
て
い
っ

た
。
次
第
に
子
供
た
ち
の
息
も
上
が
り
、
ボ
ー
ル
運
動
が

苦
手
な
子
供
た
ち
も
巻
き
込
み
な
が
ら
授
業
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
こ
か
ら
、
更
に
運
動
の
ギ
ア
を
上
げ
る
。

１　

ド
リ
ブ
ル
し
な
が
ら
壁
に
五
回
高
く
ボ
ー
ル
を
当

て
て
戻
っ
て
来
る
（
以
降
、
全
て
ド
リ
ブ
ル
で
移
動
）。

２　

異
な
る
ボ
ー
ド
に
二
か
所
当
て
て
戻
る
。

３　

ボ
ー
ド
の
中
の
□
に
当
て
て
戻
っ

て
く
る
。

４　

前
か
ら
順
に
ペ
ア
を
作
る
。

戻
っ
て
く
る
時
は
、
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
ダ
ッ
シ
ュ
で
あ

る
。
運
動
量
を
確
保
し
つ
つ
、
戻
る
順
番
を
競
わ
せ
る
こ

と
で
、
ど
ん
ど
ん
授
業
が
熱
中
し
て
い
っ
た
。
シ
ス
テ
ム

の
「
流
れ
」
に
沿
っ
て
、
子
供
た
ち
が
授
業
に
ノ
ッ
て
来

た
手
応
え
を
感
じ
た
。

こ
の
後
ペ
ア
の
練
習
に
移
行
。
ペ
ア
か
ら
四
人
グ
ル
ー

プ
ま
で
の
練
習
も
、「
流
れ
る
」
を
意
識
し
て
進
め
た
。

１　

ジ
ャ
ン
ケ
ン
↓
負
け
た
方
が
ド
リ
ブ
ル
し
な

が
ら
勝
っ
た
人
を
回
る
（
五
セ
ッ
ト
）。

２　

ラ
ン
ニ
ン
グ
＆
パ
ス
。
ゴ
ー
ル
し
た
ら
座
る
。

３　

先
頭
か
ら
順
に
四
人
組
を
つ
く
る
。

４　

右
回
り
で
チ
ェ
ス
ト
パ
ス
練
習
。

５　

左
回
り
で
チ
ェ
ス
ト
パ
ス
練
習
。

６　

ア
ツ
ア
ツ
ボ
ー
ル
パ
ス
（
二
秒
以
内
に
パ
ス
）。

７　

時
限
爆
弾
ボ
ー
ル
パ
ス
（
ド
ン
！　

と
教
師
が

言
っ
た
と
き
に
、持
っ
て
い
た
人
が
負
け
）二
セ
ッ
ト
。

８　

７
で
二
回
目
に
負
け
た
人
を
真
ん
中
に
し
て
、

パ
ス
回
し
鬼
（
ボ
ー
ル
に
触
っ
た
ら
交
代
）。

　

変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
技
能
の

向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な
「
流
れ
る
シ
ス
テ
ム
」
と
な
る
。

こ
れ
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
苦
手
な
子
も
運
動
の
楽
し

さ
や
心
地
良
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
こ
と
が
基
点
と
な
っ
て
運
動
量
や
技
能
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
数
値
と
し
て
、
顕
著

に
表
れ
る
の
が
体
力
テ
ス
ト
だ
。

一
例
と
し
て
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
指
導
の
実
践
を
デ

ジ
タ
ル
版
に
掲
載
し
た
。

体
育
授
業
に
お
け
る
「
流
れ
る
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
は
、

子
供
た
ち
の
授
業
に
お
け
る
楽
し
さ
や
達
成
感
を
保
証
す

る
、
極
め
て
有
効
な
教
育
技
術
で
あ
る
。

福岡県筑後市立水洗小学校 田
た

中
なか

稜
りょう

真
ま

苦手な子が自分から動き出す！
ボール運動の指導技術
「流れるシステム」で、自然に熱中しながら運動量と技能を高める。

子供の技能がぐんぐん伸びた教科別指導事例─体育
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１　
「
わ
く
わ
く
読
み
書
き
シ
ー
ト
」
と
は

「
わ
く
わ
く
読
み
書
き
シ
ー
ト
」
は
井
戸
砂
織
氏
が
開
発

し
た
教
材
で
あ
る
。
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
０
の
指
導

案
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

　

す
ら
す
ら
と
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
使
う
。

①　

ま
ず
指
を
置
き
な
が
ら
読
む

②　

な
ぞ
る

③　

う
つ
す
（
こ
の
時
、
自
分
が
言
い
た
い
単
語
に

代
え
る
よ
う
に
し
て
伝
え
る
）

④　

ペ
ア
で
や
り
取
り
を
す
る

や
り
取
り
を
十
分
に
行
っ
た
「
音
」
と
、「
わ
く
わ
く

読
み
書
き
シ
ー
ト
」
に
書
い
て
あ
る
「
単
語
」
を
連
結
さ

せ
る
た
め
、「
①
ま
ず
指
を
置
き
な
が
ら
読
む
」
と
い
う

活
動
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
教
材
の
大
事
な
部
分
で
あ
る
。

２　
「
わ
く
わ
く
読
み
書
き
シ
ー
ト
」を
使
用
し
て
の
実
感

　

昨
年
度
一
年
間
、「
わ
く
わ
く
読
み
書
き
シ
ー
ト
」
を

使
用
し
た
。
実
践
を
通
し
て
の
実
感
で
あ
る
。

⑴　

何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
明
確
で
あ
る
。

⑵　

二
回
目
以
降
、
教
師
の
説
明
が
不
要
で
あ
る
。

⑶　

エ
ラ
ー
レ
ス
で
楽
し
く
書
け
る
。

⑷　

教
師
が
褒
め
続
け
ら
れ
る
。

　

教
材
に
助
け
ら
れ
た
一
年
間
で
あ
っ
た
。

３　
「
わ
く
わ
く
読
み
書
き
シ
ー
ト
」
を
使
う
際
の
工
夫

　

一
つ
め
に
、
子
供
た
ち
が
、「
わ
く
わ
く
読
み
書
き
シ
ー

ト
」
に
取
り
組
み
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

に
最
初
の
一
文
字
を
書
き
込
ん
で
お
く
。
書
き
込
む
こ
と

で
、
ど
こ
に
書
け
ば
よ
い
か
、
一
目
で
見
て
分
か
る
。
教

師
が
「
こ
っ
ち
に
書
き
な
さ
い
」
と
言
わ
な
く
て
す
む
た

め
、
プ
リ
ン
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
に
く
く
な
る
。

　

二
つ
め
に
、
上
に
疑
問
文
、
下
に
答
え
の
文
を
書
か
せ

る
と
よ
い
。
板
書
を
さ
せ
る
際
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
も

工
夫
を
す
る
。
以
前
は
、
左
に
疑
問
文
、
右
に
答
え
の
文

を
書
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
早
く
終
わ
っ

た
子
供
に
書
か
せ
た
と
き
に
、左
側
に
子
供
た
ち
が
集
ま
っ

て
し
ま
い
、
と
て
も
書
き
づ
ら
そ
う
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
音
」
と
「
文
字
」
の
連
結
は
、
長
野
の
小
嶋
悠
紀
氏
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

愛知県名古屋市立東桜小学校 青
あお

木
き

翔
しょう

平
へい

５・６年生の「読み・書き」は、
「わくわく読み書きシート」で大成功！
「わくわく読み書きシート」は、向山洋一氏が開発した「あかねこ漢
字スキル」のシステムをベースに作られている。システムのある教
材で、どの子ももれなく、楽しみながら取り組むことができる。

子供の技能がぐんぐん伸びた教科別指導事例─外国語

NPO英語教育研究所
の教材はこちらから
申し込みできます。



【
技
能
系
教
科
】
保
存
版
子
供
の
技
能
を
ぐ
ん
ぐ
ん

ぐ
ん
ぐ
ん
伸
ば
す
秘
訣

特集

27 2023. 10

英
語
の
授
業
の
は
じ
め
に
、
毎
時
間
ペ
ア
で
会
話
す
る

活
動
を
取
り
入
れ
る
。
会
話
の
型
を
示
し
、
楽
し
み
な
が

ら
繰
り
返
し
練
習
す
る
こ
と
で
、
や
り
取
り
（
聞
く
・
話

す
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

１　

型
を
示
す

は
じ
め
は
簡
単
な
会
話
練
習
か
ら
行
う
。
毎
時
間
使
う

会
話
の
型
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

D
o Y

ou like 

〇
〇? / Y

es, I do.
W

hat 

〇
〇 do you like? / I like 

〇
〇.

会
話
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
ペ
ア
で
や
り
取
り
さ
せ
る
。

２　
「
英
語
や
り
取
り
シ
ー
ト
」
を
活
用
す
る

五
年
英
語
（
啓
林
館
）
U
n
i
t
２
「
学
校
生
活
・
教

科
」
の
単
元
。
ゴ
ー
ル
は
、「
夢
の
時
間
割
を
使
っ
て
勉

強
し
た
い
教
科
を
言
え
る
よ
う
に
な
ろ
う
」
で
あ
る
。
学

習
す
る
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
は
、「
英
語
や
り
取
り
シ
ー
ト
」

で
繰
り
返
し
練
習
し
て
い
る
。
身
に
付
け
た
型
に
、
少
し

ず
つ
変
化
を
加
え
て
練
習
す
る
こ
と
で
、
こ
の
単
元
で
で

き
る
よ
う
に
さ
せ
た
い
会
話
が
、
や
り
取
り
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

３　

会
話
が
で
き
て
い
る
か
確
認
す
る

声
を
そ
ろ
え
て
言
っ
て
い
る
と
、
全
員
言
え
て
い
る
よ

う
に
錯
覚
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
列
指
名
し
て
一
人
ず

つ
言
わ
せ
た
り
、
男
女
で
言
わ
せ
た
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ

せ
た
り
す
る
こ
と
で
、
確
実
に
で
き
て
い
る
か
確
認
す
る
。

４　

ミ
ニ
テ
ス
ト
で
定
着
を
図
る

時
に
は
、
担
任
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
と

一
対
一
で
会
話
を
し
、
ミ
ニ
テ
ス

ト
を
す
る
。
点
数
化
し
、
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に
し
て
意
欲

を
も
た
せ
、
定
着
を
図
っ
て
い
く
。

群馬県館林市立美園小学校 飯
いい

塚
づか

美
み

代
よ

子
こ

毎時間、授業のはじめは、会話でスタート！
「英語やり取りシート」を活用し、会話の型を身
に付け、聞いたり、話したりできるようにする。

子供の技能がぐんぐん伸びた教科別指導事例 ─ 外国語

「英語やり取りシート」（英語教育技術研究所）

①　教科の名前を言おう
　　What subject do you like?
　　I like math. (music, science…)
②　好きな教科とその理由を言おう
　　Why do you like music?
　　It’s fun. (interesting)
③　時間割を考えて、伝えよう
　　What do you study on Monday？
　　I study science on Monday.
（I study math, music, P.E and 

science on Wednesday）
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い
る
保
護
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。

説
明  

あ
り
ま
す
。

発
問  

『
□
む
ぎ　
□
ご
め　
□
た

ま
ご
』
□
に
何
が
入
り
ま
す
か
？

　

□
に
入
る
言
葉
を
い
ろ
い
ろ
と
予

想
さ
せ
る
。「
□
た
ま
ご
」
か
ら
連

想
す
る
子
供
が
多
く
、「
ゆ
で
」
な

ど
の
意
見
が
出
て
く
る
。
出
て
き
た

意
見
全
て
に
対
し
て
、「
な
る
ほ
ど
」

と
認
め
る
。
そ
し
て
、
正
解
が
「
や

き
」
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
最
初
か

ら
、
全
員
で
読
ま
せ
る
。

　

そ
の
後
も
、「
続
き
は
あ
る
で
し
ょ

う
か
？
」
を
繰
り
返
す
。
時
に
は
、

「
先
生
が
こ
こ
ま
で
言
う
ん
だ
か
ら
、

あ
る
と
思
う
人
？
」
と
言
う
と
、
保

護
者
か
ら
笑
い
が
起
き
る
。

　

早
口
言
葉
は
、「
な
ま
○
○
」「
や

き
○
○
」「
む
し
○
○
」「
ゆ
で
○
○
」

と
続
く
。
最
後
に
、
全
て
通
し
て
早

口
言
葉
を
行
う
。
子
供
た
ち
は
も
ち

ろ
ん
、
保
護
者
も
熱
中
す
る
授
業
と

な
る
。

〈
参
考
・
引
用
〉
T
O
S
S
ラ
ン
ド
早
口
言
葉

「
生
麦
生
米
生
卵
」
丸
山
貴
史
氏

　

保
護
者
参
観
の
授
業
で
、「
こ
と
ば

を
た
の
し
も
う
」
の
単
元
を
扱
っ
た
。

　

教
科
書
に
は
、「
な
ま
む
ぎ
…
」「
青

ま
き
が
み
…
」
な
ど
、
有
名
な
早
口

言
葉
三
つ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

早
口
言
葉
を
練
習
す
る
時
間
を
取

り
、
子
供
た
ち
一
人
ず
つ
早
口
言
葉

に
挑
戦
す
る
場
を
設
け
る
。
一
年
生

で
あ
る
か
ら
、
な
か
な
か
う
ま
く
言

え
な
い
子
供
も
多
い
。
し
か
し
、
間

違
え
た
と
し
て
も
、
保
護
者
が
温
か

く
見
守
り
、
微
笑
ま
し
い
笑
い
声
に

包
ま
れ
る
、
素
敵
な
時
間
と
な
る
。

　

こ
こ
か
ら
が
重
要
で
あ
る
。

「
な
ま
む
ぎ　

な
ま
ご
め　

な
ま
た

ま
ご
」
の
み
を
取
り
上
げ
、
授
業
を

展
開
す
る
。

発
問  

続
き
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

指
示  

あ
る
と
思
う
人
？　
な
い
と

思
う
人
？

　

子
供
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者

も
「
え
？
」
と
な
る
。
続
き
が
あ
る

と
は
思
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
。
こ
れ

ま
で
二
度
授
業
を
し
た
が
、
知
っ
て

早口言葉を楽しく授
業する
子供たちはもちろん、保護者も
熱中する授業。

1年発問 続きはあるでしょうか？
指示 あると思う人？　ないと思う
人？

富山県富山市立神保小学校

渡
わた

辺
なべ

睦
むつ

生
お

光村図書・１年上・P22-23

Japanese
国語
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て
き
ま
し
た
。
指
を
置
い
て
ご
ら

ん
。
ブ
ロ
ッ
ク
も
二
つ
増
え
ま
す
。

発
問
２  

次
、
何
し
ま
す
か
？
（
ブ

ロ
ッ
ク
の
上
に
数
字
を
書
き
ま

す
）
す
ご
い
！
「
３
」
と
「
２
」

書
き
ま
す
。

発
問
３  

次
、
何
し
ま
す
か
。（
あ

み
さ
ん
な
ぞ
り
ま
す
）
正
解
！　

な
ぞ
り
な
さ
い
。

発
問
４  

最
後
、
ど
う
な
り
ま
し
た

か
。（
四
匹
乗
っ
て
き
ま
し
た
）

続
き
を
や
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

先
生
も
一
緒
に
や
っ
て
み
よ
う

か
な
。【
教
師
が
例
示
と
な
る
こ

と
で
、低
位
の
子
の
参
考
に
な
る
】

説
明
３  

あ
み
さ
ん
の
ノ
ー
ト
。「
５

＋
…
」
あ
れ
⁉　

続
き
が
書
い
て

い
な
い
。
ど
う
し
よ
う
。（
先
生

４
で
す
！
）
あ
ー
よ
か
っ
た
。

発
問
５  

答
え
は
み
ん
な
で
何
匹
で

す
か
。（
九
匹
）
よ
し
。
一
緒
に

数
え
て
み
よ
う
。
１
、２
…
８
、９
。

答
え
は
九
匹
に
な
り
ま
し
た
。

指
示
１  

三
つ
の
イ
ラ
ス
ト
が
あ
り

ま
す
。
下
二
つ
の
イ
ラ
ス
ト
を
手

で
隠
し
ま
す
。【
情
報
を
制
限
す

る
こ
と
で
、
他
の
情
報
へ
注
意
が

い
く
こ
と
を
避
け
る
】

説
明
１  

ね
こ
さ
ん
が
バ
ス
に
乗
っ

て
お
出
掛
け
し
て
い
ま
す
。【
簡
単

に
状
況
を
説
明
す
る
こ
と
で
、
子

供
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
る
】

発
問
１  

何
匹
乗
っ
て
い
ま
す
か
。

（
三
び
き
！
）
す
ご
い
で
す
ね
。

で
は
一
緒
に
数
え
て
み
よ
う
。

「
１
、
２
、
３
」
本
当
だ
三
匹
乗
っ

て
い
ま
し
た
ね
。【
子
供
と
一
緒

に
な
っ
て
声
に
出
し
て
数
え
る
こ

と
で
、授
業
に
巻
き
込
ん
で
い
く
】

指
示
２  

ブ
ロ
ッ
ク
も
三
つ
あ

り
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に

数
字
を
書
き
ま
す
。
い
く
つ

で
す
か
。（
３
で
す
）

説
明
２  

あ
み
さ
ん
が
ノ
ー
ト
に
３

と
書
い
て
い
ま
す
ね
。な
ぞ
り
ま
す
。

指
示
３  
次
の
イ
ラ
ス
ト
。二
匹
乗
っ

東京都港区立赤羽小学校

利
とし

田
だ

勇
ゆう

樹
き

教科書に書き込むと、い
ち早く答えにたどり着く
導入の１ページめの授業。教科
書に数字を書き込み音読させる
ことで数処理を理解させる。

東京書籍・1年②・P51-54

1年
Mathematics
算数発問 答えはみんなで何匹ですか。

（９匹）よし。一緒に数えてみよう。
正解！　答えは９匹でしたね。

※ 『通常学級で役立つ　算数障害の理解と指導法─みんなをつまずかせない！　
すぐに使える！　アイディア４８』（学研プラス）P28をもとに利田が図版を作成した。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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①　
「
金
色
の
空
は
本
当
に
あ

る
の
で
す
か
」

②　
「
金
色
の
空
を
見
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
」

③　
「
金
色
の
空
が
見
え
る
の

は
、
何
時
頃
で
す
か
」

④　
「
金
色
の
空
と
は
、
夕
焼

け
の
こ
と
で
す
か
」

⑤　
「
金
色
の
空
は
た
と
え
で
、

現
実
に
は
な
い
も
の
で
す
か
」

　

意
見
を
交
流
さ
せ
な
が
ら
、
想
像

を
広
げ
て
い
く
。

　

次
に
、
夕
焼
け
が
徐
々
に
金
色
に

変
化
し
て
い
く
画
像
を
提
示
す
る
。

　

最
後
は
、
空
一
面
が
金
色
に
見
え

る
画
像
を
提
示
し
た
。

説
明  

も
し
か
し
た
ら
、
こ
う
い
う

空
か
ら
、
赤
と
ん
ぼ
が
秋
を
知
ら

せ
に
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

三　
音
読

指
示  

情
景
を
想
像
し
な
が
ら
、
音

読
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
供
の
音
読
が
変
容
し
た
。

一　
キ
ー
ワ
ー
ド
を
取
り
上
げ
る

　

詩
を
一
度
読
む
。
ノ
ー
ト
に
「
考

え
た
こ
と
・
思
っ
た
こ
と
・
疑
問
点
」

を
書
か
せ
る
。

・
つ
く
つ
く
ほ
う
し

・
ゆ
う
び
ん
マ
ー
ク

・
金
色
の
空

・「
も
う
あ
き
で
す
よ
…
…
」

の
「
…
…
」

　

子
供
の
疑
問
点
を
取
り
上
げ
る
。

つ
く
つ
く
ほ
う
し
の
動
画
や
郵
便

マ
ー
ク
の
画
像
は
、
用
意
し
て
お
き

た
い
。「
…
…
」
は
、
あ
る
と
き
と

な
い
と
き
の
音
読
を
比
較
さ
せ
る
。

二　
金
色
の
空

発
問  

金
色
の
空
と
は
、
何
で
す
か
。

　

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
た
後
、
発
表
さ

せ
る
。

「
き
ら
き
ら
輝
い
て
い
る
空
」「
晴

れ
た
日
で
、
光
輝
い
て
い
る
空
」
な

ど
、
様
々
な
意
見
が
出
る
。

　

さ
ら
に
、
金
色
の
空
に
つ
い
て
、

子
供
に
問
う
。

「赤とんぼ」
詩のキーワードを取り上げ、情
景を想像させて音読させる。

2年指示 金色の空とは、何ですか。

埼玉県草加市立小山小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

光村図書・２年下・P1

Japanese
国語

〈
参
考
〉
武
田
晃
治
氏
実
践
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（
池
に
あ
ひ
る
が
17
わ
い
ま
し
た
）

「
ス
ト
ッ
プ
。
横
の
イ
ラ
ス
ト
。
池

を
囲
ん
で
。
17
わ
と
書
き
な
さ
い
」

　

教
師
も
イ
ラ
ス
ト
に
書
き
込
む
。

「
４
わ
し
か
い
な
い
け
ど
、
か
く
れ

て
い
る
ん
だ
ね
」
と
簡
単
に
説
明
す

る
。
時
間
が
あ
れ
ば
、「
あ
れ
？　

お
か
し
い
な
ぁ
。
４
わ
し
か
い
な
い

よ
」
と
し
て
も
よ
い
。
子
供
た
ち
か

ら
「
こ
っ
ち
に
隠
れ
て
い
る
ん
だ

よ
」
と
出
れ
ば
、
う
ん
と
褒
め
る
。

「
次
の
文
を
読
み
ま
す
」

（
そ
こ
へ
６
わ
は
い
っ
て
来
ま
し

た
）

「
先
生
は
、
何
と
言
う
と
思
う
？
」

（
囲
ん
で
、
６
わ
と
書
き
ま
す
）

「
す
ご
い
ね
ぇ
。
そ
の
通
り
。
や
っ

て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

　

同
じ
よ
う
に
、
次
の
文
も
読
ま
せ
、

囲
ま
せ
、「
４
わ
」
と
書
か
せ
る
。

「
こ
の
絵
が
、
下
の
図
に
変
わ
っ
た

ん
だ
ね
」
と
言
い
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ

な
げ
る
。
絵
と
ブ
ロ
ッ
ク
を
つ
な
げ

る
指
導
で
あ
る
。

「
し
き
と
計
算
」。
文
章
題
を
ゆ
っ

く
り
読
む
。
大
事
な
言
葉
は
や
や
強

く
読
む
。
太
字
を
強
く
読
む
。

　

池
に
あ
ひ
る
が
17
わ
い
ま
し

た
。
そ
こ
へ
６
わ
は
い
っ
て
来

ま
し
た
。
ま
た
４
わ
は
い
っ
て

来
ま
し
た
。
あ
ひ
る
は
何
わ
に

な
り
ま
し
た
か
。

「
何
の
お
話
で
す
か
？
」

（
あ
ひ
る
の
お
話
で
す
）

「
そ
れ
で
ど
う
な
っ
た
の
？
」

（
17
わ
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
６
わ

来
て
、
ま
た
４
わ
来
ま
し
た
）

「
そ
れ
で
？
」

（
あ
ひ
る
は
何
わ
に
な
っ
た
か
で

す
）

　

こ
の
時
、
教
師
は
説
明
し
な
い
。

「
そ
れ
で
ど
う
な
っ
た
の
？
」「
そ
れ

で
？
」
と
問
う
。
子
供
た
ち
に
情
報

を
引
き
出
さ
せ
る
。
間
違
っ
て
も
、

「
何
算
か
な
ぁ
」
と
問
わ
な
い
。
計

算
問
題
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

「
も
う
一
度
、
読
み
ま
す
」

山口県下関市立清末小学校

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

文章題指導
教科書の挿絵をブロックにつな
げると、どの子も納得する。

啓林館・２年上・P118-119

2年
Mathematics
算数指示 ストップ。

横のイラスト。
池を囲んで。
「17わ」と書きなさい。

この絵が、下の図に変わったんだね。

ちょこっと授業動画

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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こ
の
発
問
・
作
業
を
す
る
こ
と
で
、

こ
の
短
歌
全
体
の
意
味
が
、
よ
り
明

確
に
な
る
。
教
科
書
の
現
代
語
訳
を

ヒ
ン
ト
に
し
て
繰
り
返
し
見
る
か
ら

だ
。「
音
」
な
ど
の
難
し
い
も
の
は
、

教
師
か
ら
の
説
明
が
必
要
に
な
る
。

発
問
2　

こ
の
短
歌
を
作
っ

た
人
の
「
気
持
ち
」
が
、
一

番
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
、

ど
の
部
分
で
す
か
。

　
こ
れ
は
、
ま
ず
、
現
代
語
訳
か
ら

探
さ
せ
る
。

「
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
き
た
な
あ
。」

←

「
の
こ
り
す
く
な
に
　
な
り
に
け
り
」

　
こ
の
部
分
を
選
ぶ
こ
と
は
、
難
し

く
な
い
が
、
作
者
の
感
情
を
想
像
す

る
の
は
、
難
し
い
。
現
代
と
昔
と
の

時
代
背
景
に
、
差
が
あ
る
。
教
師
か

ら
、
自
然
を
愛
す
る
日
本
の
伝
統
に

つ
い
て
、
説
明
を
補
足
す
る
。

　
以
下
の
短
歌
を
取
り
上
げ
る
。

む
し
の
ね
も
　
の
こ
り
す
く
な
に

な
り
に
け
り
　
よ
な
よ
な
か
ぜ
の

さ
む
く
し
な
れ
ば

良
寛

　
教
師
に
続
い
て
読
む
「
追
い
読

み
」
や
、
区
切
れ
ご
と
に
交
代
で
読

む
「
代
わ
り
ば
ん
こ
読
み
」
な
ど
の

様
々
な
音
読
を
さ
せ
た
後
の
発
問
で

あ
る
。

発
問
１　
「
ひ
ら
が
な
」
を
漢

字
に
直
せ
る
も
の
は
、
ど
れ

で
す
か
。

　
ノ
ー
ト
に
は
、
以
下
の
よ
う
な

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
使
っ
て
書
か
せ
る
。

①
　
む
し
　
↓
　
虫

②
　
ね
　
　
↓
　
音

③
　
す
く
な
　
↓
　
少
な
（
い
）

④
　
よ
　
↓
　
夜

⑤
　
か
ぜ
　
↓
　
風

⑥
　
さ
む
く
　
↓
　
寒
く

詩教材
「短歌を楽しもう」
どの子も取り組める発問・作業
指示からスタートする。

3年発問１「ひらがな」を漢字に直せる
ものは、どれですか。

発問２この短歌を作った人の「気持
ち」が、一番あらわれているのは、
どの部分ですか。

栃木県壬生町立壬生北小学校

松
まつ

本
もと

一
かず

樹
き

光村図書・３年下・P62

Japanese
国語



33 2023. 10

の
単
位
換
算
も
自
然
に
で
き
る
。

　

ひ
き
算
の
時
も
同
様
で
あ
る
。

　

教
師
が
指
示
す
る
こ
と
は
、

単
位
を
そ
ろ
え
て
、
筆
算
に
し

ま
し
ょ
う
。

だ
け
で
あ
る
。

　

ひ
き
算
の
基
本

形
も
た
し
算
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　

上
図
の
よ
う
に
、

㎏
か
ら
ｇ
へ
の
繰

り
下
げ
の
問
題
が

最
難
関
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、

10
を
借
り
て
く
る

方
法
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
簡
単
に

突
破
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

単
位
を
そ
ろ
え
る
重
さ
の
計
算
は
、

筆
算
で
位
を
そ
ろ
え
る
こ
と
に
よ
り
、

た
し
算
も
ひ
き
算
も
攻
略
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

三
年
生
の
重
さ
の
学
習
。

　

重
さ
を
量
る
活
動
は
、
楽
し
く
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
楽
し
く
行
う
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
自
然
と
目
盛
り
を

読
む
ス
キ
ル
も
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

し
か
し
、
問
題
は
、
重
さ
の
計
算

で
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
、
㎏
と
ｇ
が
混
じ
っ
て

問
題
に
出
て
く
る
。

　

こ
れ
が
非
常
に
難
解
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
を
突
破
さ
せ
る
ス

キ
ル
は
、
単
位
を
そ
ろ
え
て
書
く
筆

算
で
あ
る
。

　

上
記
の
よ
う
に

記
入
す
る
こ
と
で
、

違
う
単
位
同
士
で

計
算
す
る
こ
と
が

な
く
な
る
。

　

さ
ら
に
、
繰
り

上
が
り
の
時
に
も
、

通
常
の
筆
算
と
同

じ
よ
う
に
繰
り
上

が
る
こ
と
で
、
㎏

福岡県北九州市立永犬丸西小学校

大
おお

井
い

隆
たか

夫
お

「重さ」
位をそろえることで、難関問題
を軽々突破！

啓林館・３年上・P117-125

3年
Mathematics
算数指示 そろえたら簡単だ。単位をそ

ろえて、筆算にしましょう。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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ど
れ
も
認
め
、
褒
め
る
。

指
示
２  

次
の
四
角
の
中
を
考
え
て

ノ
ー
ト
に
書
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

、

あ
れ
は
プ
ー
ル
で
は
な
く
て
、

、

お
ふ
ろ
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

書
け
た
子
に
読
ま
せ
る
。

「
私
が
夏
に
泳
い
で
い
た
場
所
は
、

　

あ
れ
は
プ
ー
ル
で
は
な
く
て
、

　

つ
め
た
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、

　

お
ふ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

な
ど
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
詩
が
で
き

あ
が
る
だ
ろ
う
。

指
示
３  

さ
っ
き
み
ん
な
が
書
い
た

二
つ
の
言
葉
を
使
い
ま
す
。
今
書

い
た
「
○
○
で
は
な
く
て
□
□
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
形

で
、
ノ
ー
ト
に
書
い
て
ご
ら
ん
な

さ
い
。

　

持
っ
て
来
さ
せ
、
す
べ
て
丸
を
付

け
る
。
掲
示
用
に
、
短
冊
な
ど
に
清

書
さ
せ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。

　

教
科
書
下
巻
一
ペ
ー
ジ
、「
扉
の

詩
」
を
、
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
で

一
〇
回
読
ま
せ
る
。

発
問
１  

こ
の
詩
の
中
で
、
似
て
い

る
も
の
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
漢
字

一
字
で
す
。
何
と
何
で
す
か
。
丸

で
囲
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

雪
と
羽
で
あ
る
。

発
問
２  

こ
の
二
つ
は
、
ど
ん
な
と

こ
ろ
が
似
て
い
る
の
で
す
か
。

ノ
ー
ト
に
書
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

白
い
と
こ
ろ
、
小
さ
な
と
こ
ろ
、

ま
い
下
り
て
く
る
と
こ
ろ
、
で
あ
る
。

指
示
１  

雪
と
羽
の
よ
う
に
、
似
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
を
探
し
て
、

G
oogle

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に
書

い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
て
も
良
い
。
そ

の
場
合
は
持
っ
て
来
さ
せ
、
一
つ
を

黒
板
に
書
か
せ
る
。
た
と
え
ば
次
の

よ
う
な
意
見
が
出
る
だ
ろ
う
。

・
プ
ー
ル
と
お
ふ
ろ

・
鉛
筆
と
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン

・
教
科
書
と
ま
ん
が
本

扉の詩を使って、下
巻の学習を楽しくス
タートさせる
詩の型を提示し、類比を使った
ユニークな作品を書かせよう。

4年発問 雪と羽のように、似ていると
ころがあるものを探して、Google
スプレッドシートに書いてごらん
なさい。

山形県山形市立蔵王第一小学校

佐
さ

藤
とう

智
とも

彦
ひこ

光村図書・４年下・P1

Japanese
国語
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す
か
。（
少
し
間
を
取
る
）
こ
れ

は
と
っ
て
も
簡
単
で
す
。（
一
斉

に
教
科
書
を
見
る
）
ど
う
し
て
で

す
か
。（
教
科
書
に
書
い
て
あ
り

ま
す
）
何
の
位
で
四
捨
五
入
す
る

の
で
す
か
。

　

教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ

を
見
せ
、
教
師
の
説
明
を
減
ら
す
。

指
示
４  

千
の
位
で
す
ね
。
千
の
位

の
１
を
四
角
で
囲
み
な
さ
い
。

発
問
３  

１
は
切
り
上
げ
で
す
か
、

切
り
捨
て
で
す
か
。
切
り
上
げ
だ

と
思
う
人
？　

切
り
捨
て
だ
と

思
う
人
？
（
一
気
に
言
う
）
切
り

捨
て
で
す
ね
。

指
示
５  

１
か
ら
下
の
位
す
べ
て
斜

め
線
を
引
き
な
さ
い
。

指
示
６  

矢
印
を
か
い
て
四
捨
五
入

し
た
数
字
を
書
き
な
さ
い
。

　

教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
余

計
な
説
明
は
省
く
。

　

児
童
書
の
冊
数
も
同
じ
よ
う
に

「
約
何
万
」
を
強
調
し
て
同
じ
手
順

で
進
め
る
。

　

問
題
文
（
市
立
図
書
館
に
あ
る
本

は
約
何
万
さ
つ
で
す
か
。
ま
た
、
児

童
書
は
約
何
万
さ
つ
で
す
か
。）
を

読
む
。「
約
何
万
」
を
強
調
し
て
読

む
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

右
横
に
表
が
あ
り
、
市
立
図
書
館

に
あ
る
本
の
数
と
児
童
書
の
数
が
書

か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
読
ま
せ
る

（
市
立
図
書
館
に
あ
る
本
２
８
１
４
２

８
さ
つ
、
児
童
書
５
８
７
４
５
さ
つ
）。

指
示
１  

市
立
図
書
館
に
あ
る
本
の

数
を
ノ
ー
ト
に
写
し
な
さ
い
。

発
問
１  

約
何
万
さ
つ
か
と
聞
か
れ

て
い
ま
す
。
ど
こ
の
数
字
ま
で
分

か
っ
て
い
れ
ば
よ
い
で
す
か
。
こ

こ
ま
で
と
い
う
と
こ
ろ
に
指
で

線
を
引
き
な
さ
い
。

28
万
の
８
ま
で
と
確
認
す
る
。

指
示
２  

８
と
１
の
間
に
赤
で
線
を

引
き
な
さ
い
。

指
示
３  

一
万
の
位
ま
で
分
か
っ
て

い
れ
ば
よ
い
の
で
、
一
万
の
位
の

８
の
上
に「
ま
で
」と
書
き
な
さ
い
。

発
問
２  
何
の
位
で
四
捨
五
入
し
ま

北海道石狩市立花川小学校

赤
あか

塚
つか

邦
くに

彦
ひこ

「がい数の使い方と表し
方」約何万を強調する
「約何万」を強調し、赤鉛筆で区
切り、「まで」を記入させ、四捨
五入する数字を囲ませる。（原実
践：向山洋一氏「までさん」）

東京書籍・４年上・P124

4年
Mathematics
算数発問 どこの数字まで分かっていれ

ばよいですか。ここまでというと
ころに指で線を引きなさい。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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し
ょ
う
。

　

真
ん
中
に
□
を
か
き
、
矢
印
の
向

き
も
自
由
に
考
え
さ
せ
る
。

　

子
供
た
ち
は
、
辞
典
を
見
た
り
、

友
達
と
相
談
し
た
り
し
な
が
ら
、
何

問
も
つ
く
っ
て
い
っ
た
。

　

中
で
も
一
番
の
自
信
作
を
選
び
、

学
級
通
信
に
載
せ
、
保
護
者
へ
の
ク

イ
ズ
と
し
た
。
子
供
た
ち
が
つ
く
っ

た
問
題
を
二
問
紹
介
す
る
（
答
え
は

通
信
の
次
号
に
載
せ
た
）。

【
答
え
】

第
一
問

（
原
）

【
答
え
】

第
二
問

（
神
）

　

ク
イ
ズ
を
つ
く
り
、
友
達
の
問
題

を
解
く
こ
と
で
、
漢
字
の
読
み
方
と

使
い
方
が
楽
し
く
理
解
で
き
た
。

　

ま
ず
は
、
教
科
書
に
書
か
れ
て
い

る
例
文
を
読
む
。

一
つ
の
漢
字
に
い
ろ
い
ろ
な
音お
ん

が
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
確
か
め
て
お
く
。

　

例
題
が
三
問
あ
る
。

①　

個
人
で
解
く
。

②　

ペ
ア
で
解
く
。

③　

漢
字
辞
典
を
見
て
も
良
い
。

　

こ
の
よ
う
な
条
件
と
す
る
。
子
供

た
ち
は
あ
っ
と
い
う
間
に
答
え
を
見

つ
け
た
。

自
分
で
漢
字
ク
イ
ズ
を
考
え
ま

一
　
漢
字
の
読
み
を
確
か
め
る

二
　
教
科
書
の
漢
字
ク
イ
ズ
を
解
く

三
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
漢
字
ク
イ
ズ
を
つ
く
り
、
解
き
あ
う

漢字の読みと使い方
オリジナルの漢字クイズをつ
くって、盛り上がろう！

5年指示 オリジナルの漢字クイズをつ
くりましょう。

大阪府泉佐野市立第二小学校

勇
いさみ

和
かず

代
よ

光村図書・５年・P124-125

Japanese
国語
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10
＝
２
×
５

11
＝
２
×
５
＋
１

　

式
を
並
べ
る
と
規
則
性
が
見
え
て

く
る
。

発
問
３  

こ
れ
ら
の
式
を
も
と
に
、

偶
数
・
奇
数
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な

数
か
説
明
し
な
さ
い
。

　

ノ
ー
ト
に
書
け
た
子
か
ら
板
書
さ

せ
て
い
き
、
評
定
を
す
る
。

「
ど
ん
な
数
か
」
と
聞
か
れ
た
の
だ

か
ら
、
文
末
は
「
〜
数
（
で
す
）」

と
な
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

　

教
科
書
の
三
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
セ
リ
フ
も
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
に
気
付
い
た
子
が
い
れ
ば
大
い

に
褒
め
た
い
。

「
偶
数
は
、
２
に
整
数
を
か
け
て
で

き
る
数
で
す
」

「
奇
数
は
、
２
に
整
数
を
か
け
た
数

に
１
を
足
し
て
で
き
る
数
で
す
」

　

こ
の
よ
う
に
書
け
た
ら
合
格
だ
。

発
問
１  

①
８
は
偶
数
で
す
か
、
奇

数
で
す
か
。
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ

い
。

既
習
事
項
な
の
で
時
間
は
か
け
な

い
。
す
ぐ
に
「
○
○
さ
ん
」
と
指
名

し
、「
同
じ
だ
っ
た
人
？　

丸
を
し

て
お
き
な
さ
い
」
と
い
う
よ
う
に
全

体
で
確
認
し
て
い
く
。

説
明
１  

８
を
２
ず
つ
囲
み
ま
し
た
。

　

教
科
書
の
図
を
電
子
黒
板
に
提
示

し
て
、
実
際
に
二
つ
ず
つ
囲
ん
で
い

く
と
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
。

説
明
２  

こ
の
図
を
式
に
し
ま
し
た
。

②
、
８
＝
２
×
□
。

発
問
２  

□
に
あ
て
は
ま
る
整
数
は

い
く
つ
で
す
か
。
教
科
書
に
書
き

込
み
な
さ
い
。

８
＝
２
×
4

　

同
様
に
「
９
」
に
つ
い
て
も
問
い
、

式
に
す
る
。

　

９
＝
２
×
4
＋
１

　

さ
ら
に
10
と
11
も
式
に
す
る
。

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

偶数と奇数を式で表
し、言葉で説明する
図→式→言葉とつないでいくこ
とで、偶数と奇数がどんな数な
のか理解させる。

東京書籍・５年上・Ｐ99

5年
Mathematics
算数発問１ ８は偶数ですか、奇数ですか。

発問２ □にあてはまる整数はいく
つですか。教科書に書き込みなさい。

※教科書をもとに太田が作成

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問



38

発
問
４  

①
は
「
立
秋
・
処
暑
・
白

露
・
秋
分
・
寒
露
・
霜
降
」
の
ど

の
季
節
を
詠
ん
だ
作
品
で
す
か
。

　
①
は
立
秋
、
③
は
「
霜
」
と
い
う

語
か
ら
霜
降
と
出
る
だ
ろ
う
。
②
は

白
露
と
い
う
意
見
が
多
い
だ
ろ
う
。

発
問
５  

②
は
寒
露
だ
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
す
。
露
が
結
び
は
じ
め

る
頃
と
、
露
が
凍
り
そ
う
な
頃
。

ど
ち
ら
の
方
が
よ
り
美
し
い
で

す
か
。

「
刺
」
と
の
対
比
な
ど
を
踏
ま
え
た

意
見
が
あ
れ
ば
取
り
上
げ
た
い
。

発
問
６  

あ
な
た
が
最
も
秋
ら
し
さ

を
感
じ
る
の
は
ど
の
季
節
で
す
か
。

「
秋
」
と
い
う
季
節
を
細
分
化
し
、

詳
細
に
考
え
ら
れ
る
と
よ
い
。

（
発
問
参
考
：
伴
一
孝
氏
）

二
　
短
歌
・
俳
句
と
結
び
付
け
る

　
四
回
あ
る
『
季
節
の
言
葉
』
の
学

習
で
は
、
言
葉
の
暗
唱
に
加
え
て
、

二
十
四
節
気
の
概
念
を
教
え
る
。
ポ

イ
ン
ト
は
円
環
の
図
に
し
、
視
覚
的

に
つ
な
が
り
を
掴
ま
せ
る
こ
と
だ
。

指
示
１  

ノ
ー
ト
に
大
き
く
円
を
書

き
ま
す
。
そ
れ
を
四
つ
に
分
け
て
、

春
・
夏
・
秋
・
冬
と
書
き
ま
す
。

発
問
１  

春
と
秋
、
昼
と
夜
の
長
さ

が
同
じ
に
な
る
日
の
こ
と
を
何

と
い
い
ま
す
か
。（
春
分
、
秋
分
）

　
言
葉
を
図
に
書
き
込
む
。

発
問
２  

夏
と
冬
は
ど
う
い
う
熟
語

に
な
り
ま
す
か
。（
夏
至
、
冬
至
）

　
円
を
八
等
分
し
て
、
問
う
。

発
問
３  

冬
至
と
春
分
の
間
は
何
と

い
い
ま
す
か
。（
立
春
）

　
他
の
三
つ
も
書
か
せ
る
。
そ
し
て
、

円
を
二
四
等
分
し
「
処
暑
」
等
の
言

葉
を
書
き
込
ま
せ
る
。

説
明
１  

一
年
を
二
四
の
季
節
に
分

け
た
の
が
二
十
四
節
気
で
す
。

一
　
二
十
四
節
気
の
概
念
を
教
え
る

「秋深し」
二十四節気の概念を教え、俳句・
短歌と結び付けて考えさせる。

6年発問 春と秋、昼と夜の長さが同じ
になる日のことを何といいますか。

発問 「立秋・処暑・白露・秋分・寒露・
霜降」のどの季節を詠んだ作品で
すか。

新潟県長岡市立越路小学校

田
た

中
なか

修
しゅう

一
いち

光村図書・６年・P130-131

Japanese
国語
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指
示
２  

高
さ
を
赤
鉛
筆
で
な

ぞ
り
な
さ
い
。

　

高
さ
の
部
分
を
な
ぞ
ら
せ
る
。
私

は
底
面
と
高
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
色

で
な
ぞ
ら
せ
て
い
る
。
底
面
を
青
、

高
さ
を
赤
と
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
何

色
で
も
良
い
。
大
切
な
の
は
底
面
と

高
さ
を
特
定
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

指
示
３  

式
・
答
え
を
書
き
な

さ
い
。

　

こ
こ
ま
で
く
れ
ば
大
丈
夫
。
式
・

答
え
を
書
か
せ
る
。

　

さ
て
、
私
が
「
底
面
と
は
何
か
」

を
何
度
も
問
う
の
は
な
ぜ
か
？　

例

え
ば
上
図
の
右
側
の
よ
う
な
問
題
に

も
対
応
す
る
た
め
で
あ
る
。
角
柱
が

横
に
寝
転
が
っ
て
い
る
よ
う
な
問
題

で
あ
る
。
底
面
が
ど
こ
か
を
特
定
さ

せ
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
問
題
で

は
な
く
な
る
。

　

角
柱
、
円
柱
の
体
積
を
求
め
る
公

式
は
「
底
面
積
×
高
さ
」
で
あ
る
。

こ
の
単
元
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
次

で
あ
る
。

　
角
柱
の
底
面
積
と
高
さ
は
ど

こ
か
を
特
定
し
、
公
式
を
使
っ

て
体
積
を
求
め
る
こ
と
。

　

ま
ず
、
何
度
も
次
の
発
問
を
す
る
。

発
問
１  

底
面
と
は
何
で
す
か
。

「
角
柱
や
円
柱
で
、
上
下
に
向
か
い

合
っ
た
二
つ
の
面
」
で
あ
る
。

　

角
柱
と
円
柱
の
体
積
で
最
も
大
切

な
用
語
は
「
底
面
積
」
で
あ
る
。
そ

の
前
段
階
と
し
て
、「
底
面
」
の
意

味
を
何
度
も
確
認
す
る
。

　

そ
の
上
で
次
の
指
示
を
出
す
。

指
示
１  

底
面
を
青
鉛
筆
で
な

ぞ
り
な
さ
い
。

　

赤
鉛
筆
で
塗
り
つ
ぶ
さ
せ
る
と
時

間
が
か
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
底
面

の
辺
を
な
ぞ
ら
せ
る
だ
け
で
良
い
。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

底面の意味を何度も
確認する
角柱と円柱の体積で子供のつまずきの
多くは、底面の部分を特定していないこ
とにある。底面の意味を問い、作業をさ
せればつまずきを防ぐことができる。

東京書籍・６年・P120-127

6年
Mathematics
算数発問 底面とは何ですか。

指示 底面を青鉛筆でなぞりなさい。
  高さを赤鉛筆でなぞりなさい。
  式・答えを書きなさい。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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五
年
生
の
二
学
期
単
元
「
自
動
車

を
つ
く
る
工
業
」（
東
京
書
籍
）
の

導
入
を
以
下
の
よ
う
に
進
め
た
。

発
問  

日
本
の
自
動
車
を
つ
く
る
会

社
、
何
が
あ
り
ま
す
か
。

　

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
て
も
、
近
く
の

子
に
言
わ
せ
て
も
良
い
。
発
表
さ
せ
、

下
の
よ
う
な
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
る
。

そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
聞
く
。

発
問
ト
ヨ
タ
は
一
年
間
に
ど
れ
だ

け
自
動
車
を
つ
く
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

　

予
想
さ
せ
、
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
、

発
表
さ
せ
る
。
正
解
は
、
二
九
二
万

１
自
動
車
会
社
と
生
産
台
数

台
で
あ
る
。
他
の
会
社
よ
り
明
ら
か

に
多
い
の
で
子
供
た
ち
は
驚
く
。

発
問  

日
本
自
動
車
品
質
調
査
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
。
自
動
車
の
品

質
を
調
査
し
た
も
の
で
す
。
ト
ヨ

タ
は
何
位
く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す

か
。

こ
れ
も
予
想
さ
せ
て
、
ノ
ー
ト
に

書
か
せ
る
。

　

そ
し
て
、
左
の
よ
う
な
ス
ラ
イ
ド

を
見
せ
な
が
ら
説
明
す
る
。

説
明
第
二
位
で
す
。
ち
な
み
に
一

位
の
ダ
イ
ハ
ツ
は
、
ト
ヨ
タ
の
子

会
社
で
す
。

　

こ
こ
で
子
供
た
ち
に
次
の
よ
う
に

指
示
す
る
。

指
示  

こ
こ
ま
で
で
思
っ
た
こ
と
を

書
き
ま
し
ょ
う
。

　

意
見
の
中
で
、「
た
く
さ
ん
作
っ

２
学
習
問
題
を
導
く

て
い
る
の
に
、
品
質
も
良
い
な
ん
て

す
ご
い
」
な
ど
と
い
う
意
見
が
出
て

き
た
ら
取
り
上
げ
た
い
。

　

ま
た
、
出
て
こ
な
か
っ
た
ら
、
教

師
か
ら
伝
え
た
後
、
次
の
よ
う
な
単

元
の
学
習
問
題
を
示
す
。

　

良
い
自
動
車
を
、
た
く
さ
ん

つ
く
り
、
お
客
さ
ん
に
届
け
る

た
め
の
工
夫
は
何
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
つ
の
資
料
を
示

し
「
生
産
台
数
が
多
い
に
も
関
わ
ら

ず
品
質
が
良
い
」
と
い
う
ズ
レ
か
ら

単
元
の
学
習
問
題
を
導
い
て
い
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
東
京
書
籍
が
事
例
と

し
て
ト
ヨ
タ
を
扱
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
よ
う
な
展
開
に
し
た
の
で
あ
る
。

〈
参
考
文
献
〉『「
見
方
・
考
え
方
」

を
働
か
せ
て
学
ぶ
社
会
科
授
業
モ

デ
ル
』（
澤
井
洋
介
編
著　

明
治

図
書
）

社会

基礎・基本

Social studies

２つの資料のズレ
から問いを導く
生産台数が多いのに品質も
良いことに疑問をもたせる。

神奈川県大和市立西鶴間小学校

小
こ

塚
づか

祐
ゆう

爾
じ

東京書籍・５年下・Ｐ10-23

出典
https://www.marklines.com/ja/statistics/
flash_prod/automotive-production-in-
japan-by-month-2020

出典
https://japan.jdpower.com/ja/press-releas 
es/2020_Japan_Vehicle_Dependability_Study
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・
農
業
と
Ｊ
Ａ
み
た
い
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
も
ら
う

【
運
ぶ
】

・
傷
つ
か
な
い
よ
う
に
運
ぶ

・
専
用
の
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ぶ

　

出
て
き
た
予
想
を
教
師
が
分
類
し
、

以
下
の
こ
と
を
調
べ
て
い
く
こ
と
と

し
た
（
で
き
れ
ば
、
子
供
に
分
類
さ

せ
、
ま
と
め
さ
せ
た
方
が
良
い
）。

①　

自
動
車
は
ど
の
よ
う
に
作

ら
れ
て
い
る
か
。

②　

他
の
工
場
と
ど
ん
な
協
力

を
し
て
い
る
か
。

③　

ど
の
よ
う
に
お
客
さ
ん
の

元
に
運
ば
れ
る
か
。

④　

希
望
に
あ
っ
た
自
動
車
は

ど
う
生
み
出
さ
れ
る
か
。

⑤　

安
く
売
る
た
め
に
ど
う
し

て
い
る
か
。

３
予
想
を
ま
と
め
て
調
べ
る

と
考
え
た
か
ら
だ
。

　

上
の
ス
ラ
イ
ド
に
示
さ
れ
て
い
る

「
作
り
方
（
と
り
方
）」「
工
夫
」「
協

力
」「
運
ぶ
」「
課
題
と
解
決
策
」
は
、

学
習
指
導
要
領
に
書
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
観
点
を
示
し
予
想
さ
せ
た
結

果
、
子
供
た
ち
は
、
次
の
よ
う
な
予

想
を
し
た
。

【
作
り
方
】

・
手
作
業
で
や
ら
ず
に
機
械
で
や
る

・
全
部
自
動
化
せ
ず
に
最
後
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
は
手
作
業
で
や
る

【
工
夫
】

・
買
う
人
た
ち
が
喜
ぶ
こ
と
の
情
報

を
集
め
て
、
そ
こ
か
ら
実
現
で
き

る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
や
る

・
た
く
さ
ん
荷
物
が
入
る
と
か
、
お

客
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た

発
想

【
協
力
】

・
他
の
会
社
と
、
農
業
と
Ｊ
Ａ
み
た

い
に
協
力
す
る

２
観
点
を
も
っ
て
予
想
す
る

　

五
年
生
の
二
学
期
単
元
「
自
動
車

を
つ
く
る
工
業
」（
東
京
書
籍
）、
前

ペ
ー
ジ
の
実
践
の
続
き
で
あ
る
。

　

良
い
自
動
車
を
、
た
く
さ
ん

つ
く
り
、
お
客
さ
ん
に
届
け
る

た
め
の
工
夫
は
何
か
。

に
対
す
る
予
想
を
書
か
せ
た
。

そ
の
際
、
こ
れ
ま
で
の
産
業
学
習

（
農
業
・
水
産
業
）
で
の
学
び
の
観

点
を
下
の
ス
ラ
イ
ド
の
よ
う
に
示
し
、

予
想
を
書
か
せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
社
会
に
対
す
る
見

方
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る

１
予
想
す
る
観
点
を
示
す

社会
Social studies

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び

これまでの単元を
元に学習問題の予
想をさせる
観点を示し、予想させるこ
とで社会の見方を身に付け
させる。

神奈川県大和市立西鶴間小学校

小
こ

塚
づか

祐
ゆう

爾
じ

東京書籍・５年下・Ｐ10-23
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発
問
２  

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
書
い

て
も
ら
っ
た
詩
を
、
丸
写
し
し
て

文
集
に
載
せ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

こ
の
意
見
に
賛
成
で
す
か
、
反
対

で
す
か
。

〈
賛
成
派
〉

◆�

Ａ
Ｉ
が
書
い
た
の
だ
か
ら
、
著
作

権
を
考
え
な
く
て
も
い
い
。

〈
反
対
派
〉

◆�

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
、
ネ
ッ
ト
上

の
い
ろ
ん
な
言
葉
を
集
め
て
、
答

え
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
集
め
た

文
章
に
著
作
権
が
存
在
す
る
か
ら
。

発
問
３  

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
書
い

て
も
ら
っ
た
詩
を
、
丸
写
し
し
て

コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
ま
す
。
こ

の
意
見
に
賛
成
で
す
か
、
反
対
で

す
か
。

「
条
件
」
を
変
え
る
と
、
ま
た
見
え

方
が
変
わ
っ
て
く
る
。

　

答
え
は
出
な
く
て
い
い
。

　

そ
れ
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

生
き
る
子
供
た
ち
に
は
、
ぜ
ひ
と
も

議
論
さ
せ
て
お
き
た
い
内
容
だ
。

一
部
を
真
似
し
た
和
枝
は
、
そ
の
こ

と
を
先
生
に
打
ち
明
け
、
文
集
に
違

う
詩
を
の
り
づ
け
し
て
も
ら
っ
た
。

　

読
み
聞
か
せ
を
し
て
、
登
場
人
物

と
状
況
を
確
認
し
た
あ
と
、
次
の
よ

う
に
問
う
。

発
問
１  

和
枝
の
や
っ
た
こ
と
は
、

何
が
問
題
な
の
で
す
か
。

◆�

人
の
作
品
の
一
部
を
そ
の
ま
ま

使
っ
た
こ
と
。

説
明
１  

自
分
が
作
っ
た
も
の
を
無

断
で
コ
ピ
ー
さ
れ
た
り
、
ネ
ッ
ト

で
利
用
さ
れ
た
り
し
な
い
権
利
の

こ
と
を
「
著
作
権
」
と
言
い
ま
す
。

　

著
作
権
に
つ
い
て
の
定
義
を
確
認

す
る
。

説
明
２  

人
の
作
っ
た
も
の
に
は
著

作
権
が
あ
る
の
で
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ

Ｐ
Ｔ
に
書
い
て
も
ら
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

実
際
に
、
教
師
の
パ
ソ
コ
ン
で
Ｃ

ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
起
動
し
、実
演
す
る
。

　

子
供
た
ち
は
、
こ
ん
な
に
簡
単
に

詩
が
書
け
る
の
か
、
と
驚
く
だ
ろ
う
。

１�　

生
成
系
Ａ
Ｉ
の
作
品
に
著
作
権

は
存
在
す
る
か

　

生
成
系
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て
、

学
校
現
場
で
は
対
応
に
追
わ
れ
て
い

る
。
読
書
感
想
文
を
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
に
書
い
て
も
ら
っ
た
ら
、
ど
う
対

応
す
る
の
か
。
ポ
ス
タ
ー
の
下
が
き

を
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
に
か
い
て
も
ら
っ

た
ら
、
そ
の
作
品
を
コ
ン
ク
ー
ル
に

応
募
し
て
よ
い
の
か
。

　

問
題
の
中
心
は
、
次
の
こ
と
だ
。

生
成
系
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
作
品

に 

著
作
権
は
存
在
す
る
の
か

　

文
部
科
学
省
は
、
七
月
四
日
に
Ａ

Ｉ
活
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
出
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
問
題
は
今
後
議
論
が

続
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

子
供
た

ち
に
も
、

「
生
成
系

Ａ
Ｉ
の
著
作
権
」
に
つ
い
て
議
論
す

る
授
業
が
必
要
で
あ
る
。

２�　
「
の
り
づ
け
さ
れ
た
詩
」の
授
業

〈
あ
ら
す
じ
〉
和
枝
は
、
文
集
に
掲

載
す
る
詩
が
書
け
ず
に
悩
ん
で
い
た
。

そ
の
時
、
読
ん
で
い
た
五
年
の
詩
集

に
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
の

詩
を
見
つ
け
る
。
そ
の
詩
の
題
名
と

生成系AIの「著作
権」の授業
これからの時代に「生成系
AI」は必須アイテムになる。
その使い方について議論す
ることも大切な道徳の学習
である！

5年道徳

兵庫県洲本市立安乎小学校

堀
ほり

田
た

 和
かず

秀
ひで

日本文教出版・５年
Ｐ72-75

「のりづけされた詩」

初等中等教育段
階における 生成
AIの利用に関す
る暫定的なガイ
ドライン
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　学習指導要領対応　道徳・英語・オンラインの授業実践

１　単元のゴール
　この単元では、看板クイズを行う。“Do 
you have a “Ｗ”?”などと質問をし、答え
をヒントに相手の看板を当てる。習熟を図る
ゲームと、やり取りの工夫を紹介する。

２　どんじゃんけん
　p.22-23に は
小文字のアル
ファベットが
箱型に並んで
いる。これを
使ってペアでどんじゃんけんをする。

①　一人はａ、もう一人はｚから進む。
②�　交代でサイコロを振る。以下のように

進む。
　　１・４→１マス
　　２・５→２マス
　　３・６→３マス
③　通るアルファベットを言う。
④�　ぶつかったらじゃんけん。負けたらス

タートに戻る。
⑤　ｅ（ｖ）まで行けば勝ち。

　終わったらスタートを逆にして２回戦を行
う。

３　バトルビンゴ
　４×４マスにアルファ
ベットを書いたシートを使
う。

①�　ペアで”Do you have ～ ?”と交代で
聞きあう。

②�　相手が尋ねてきたアルファベットが
あれば×をする。

③　ビンゴになった方が「負け」。

　最終の看板クイズの表現に習熟させること
ができる。やり取りとしても自然である。

４　クイズの時の質問の工夫
　看板クイズでは次の表現も使わせるとよい。

⑴　Ｑ: �How many letters?  A: Four letters. 
（何文字？）�

⑵�　Ｑ: �What’s the first letter?  Ａ: It’s A. 
（最初の文字は何？）

　p.25のアクティビティ１で導入する。５つ
の看板から選んだものを当てるクイズである。
教師が看板を一つ選んで、何人かに“Do 
you have 〜 ?”と質問させる。答えが分かっ
た後、「何を聞けば、答えがすぐに分かりま
すか？」と聞く。
「文字数を聞く」「最初の文字を聞く」など
の意見が出る。そこで、⑴⑵を導入する。
　続くアクティビティ２では、相手が選んだ
色を当てる。そこで実際に⑴⑵の表現を使
う練習をさせるとよい。

Let’s try2 Unit7 
Alphabet
ゲームで楽しく習熟を図り、
ゴールのやりとりを工夫させ
よう。

滋賀県野洲市立中主小学校

若
わか

井
い

 貴
たか

裕
ひろ

文部科学省

5年英語

バトルビンゴ用Excel
シートと
使い方動画
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Google Classroom
使いこなしスキル
⑤と⑥
Google Classroomでは
「協働的な学習環境」を
つくり出すことができる。
それぞれのスキルがもた
らす学習効果を理解し、
適切な課題を設定しよう。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

見
の
分
布
を
参
照
し
、
自
分
の
意
見

発
表
や
ス
ラ
イ
ド
作
成
な
ど
に
取
り

入
れ
ら
れ
る
。
他
者
の
意
見
を
参
照

す
る
初
歩
的
な
力
を
身
に
付
け
ら
れ

る
。

1

G
oogle Classroom

の「
授

業
」
ペ
ー
ジ
に
移
動
す
る
。

2　
「
作
成
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

し
、「
質
問
」
を
選
択
す
る
。

3　
「
生
徒
に
ク
ラ
ス
の
解
答
の
概

要
の
閲
覧
を
許
可
す
る
」
を
選
択

し
、
質
問
を
作
成
す
る
。

　
次
回
も
、
引
き
続
き
「
協
働
的
な

学
習
課
題
」
を
取
り
上
げ
る
予
定
。

ス
キ
ル
⑤
　
協
働
的
な
学
習
課

題
を
作
成
す
る

Google Classroom
 

で
は
、
グ

ル
ー
プ
作
業
や
協
働
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
作
成
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

情
報
の
収
集
や
共
有
、
意
見
の
交
換

な
ど
、
協
働
的
な
学
習
に
必
要
な
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
ら
れ
る
。

1

G
oogle Classroom

の「
授

業
」
ペ
ー
ジ
に
移
動
す
る
。

2　
「
作
成
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

し
、「
課
題
」
を
選
択
す
る
。

3　
課
題
の
タ
イ
ト
ル
、
説
明
、
期

限
を
入
力
し
、「
全
て
の
生
徒
」

の
代
わ
り
に
、
協
力
し
て
作
業
す

る
生
徒
の
グ
ル
ー
プ
を
選
択
す
る
。

4　
「
作
成
」
ま
た
は
「G

oogle

ド
ラ
イ
ブ
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

し
、
共
有
教
材
を
追
加
す
る
。

5　
「
生
徒
が
フ
ァ
イ
ル
を
閲
覧
で

き
る
」
か
ら
「
生
徒
が
フ
ァ
イ
ル

を
編
集
で
き
る
」
に
変
更
す
る
。

6　
「
割
り
当
て
」
ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
。

ス
キ
ル
⑥
　
子
供
同
士
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
可
視
化
す
る

Google Classroom

の
「
質
問
」

機
能
を
使
っ
て
、
ク
ラ
ス
全
体
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
可
視
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
意

のワザワザ12

オンライン・
ハイブリッド授業で使える

学びのプラットフォーム活用編

活動例：Jambordを「共同編集」して修学旅行先にある文化遺産の写真を集めて整理する
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彼
ら
も
同
じ
地
図
を

持
っ
て
い
て
、
主
人

公
と
宝
を
争
い
ま
す

（
右
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
動
画
を
再
生
で
き
ま
す
）。

指
示　

Ａ
Ｉ
の
回
答
を
聞
い
て
、

さ
ら
に
思
い
付
い
た
こ
と
が
あ

れ
ば
書
き
足
し
な
さ
い
。

「
僕
も
海
賊
を
敵
に
し
よ
う
！
」

　

Ａ
Ｉ
の
回
答
を
ヒ
ン
ト
に
想
像
を

膨
ら
ま
せ
、
物
語
を
書
く
た
め
の
情

報
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

褒
め
る
。
早
く
書
け
た
子
に
は
板
書

さ
せ
る
。
五
分
間
の
作
業
の
後
に
発

表
さ
せ
た
。

「
ワ
ニ
が
い
て
怖
い
」

「
イ
カ
の
モ
ン
ス
タ
ー
が
い
る
」

　

発
表
後
に
次
の
よ
う
に
指
示
す
る
。

指
示　
他
の
人
の
考
え
を
聞
い
て
、

さ
ら
に
思
い
付
い
た
こ
と
が
あ

れ
ば
書
き
足
し
な
さ
い
。

　

書
き
足
し
た
子
を
褒
め
る
。

３　

Ａ
Ｉ
に
も
読
み
取
ら
せ
る

説
明　
こ
の
絵
を
Ａ
Ｉ
に
も
読
み

取
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ど
ん
な

こ
と
を
書
く
か
見
て
み
よ
う
。

　

事
前
に
、
教
師
が
ビ
ン
グ
Ａ
Ｉ
に

読
み
取
ら
せ
て
い
る
様
子
の
動
画
を

再
生
す
る
。

　

子
供
た
ち
か
ら
歓
声
が
上
が
る
。

　

ビ
ン
グ
Ａ
Ｉ
は
次
の
よ
う
に
回
答

し
た
。
一
部
を
引
用
す
る
。

Ａ
Ｉ
の
回
答　

物
語
の
主
人
公
は

冒
険
家
で
す
。
主
人
公
は
地
図
を

手
に
入
れ
て
、
秘
密
の
宝
を
探
し

に
行
き
ま
す
。
敵
は
海
賊
で
す
。

１　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ビ
ン
グ

「
B
i
n
g
（
ビ
ン
グ
）
Ａ
Ｉ
」
は
、

チ
ャ
ッ
ト
で
の
質
問
に
回
答
で
き
る

生
成
Ａ
Ｉ
だ
。
ビ
ン
グ
Ａ
Ｉ
に
は
、

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
搭
載
さ
れ
て
い

な
い
機
能
が
あ
る
（
二
〇
二
三
年
八

月
時
点
）。

画
像
の
読
み
取
り

　

こ
の
機
能
は
「
写
真
・
絵
の
読
み

取
り
」
な
ど
の
授
業
に
活
用
で
き
る
。

２　

物
語
づ
く
り
の
授
業

「
た
か
ら
島
の
ぼ
う
け
ん
」
と
い
う

教
材
が
あ
る
。
宝
島
の
地
図
か
ら
想

像
し
、
物
語
を
書
く
学
習
だ
。

　

こ
の
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
は
、

地
図
（
上
の
画
像
は
塩
谷
が
似
せ
て

作
成
し
た
）
か
ら
、
で
き
る
だ
け
た

く
さ
ん
の
こ
と

を
想
像
し
て
お

く
こ
と
だ
。
そ

こ
で
次
の
指
示

を
出
す
。

指
示　

こ
の

絵
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
、
気
付
い

た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を
で
き
る

だ
け
た
く
さ
ん
ノ
ー
ト
に
箇
条

書
き
に
し
な
さ
い
。

　

三
つ
書
け
た
子
か
ら
ノ
ー
ト
を

持
っ
て
こ
さ
せ
る
。
全
て
の
意
見
を

ＡＩの回答をヒントに、よ
り多くの情報を収集させる。

生成AIの画像の読み取り
機能を「写真・絵の読み
取り授業」に活用する

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

情報活用能力を伸ばす指導法

新時代の
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数 学
授 業 実 践
中 学 校 の

指示と発問で組み
立てる
比例の式を求める問題を
どのように授業するか。

富山県上市町立上市中学校

加
か

藤
とう

佑
ゆう

典
すけ

を
求
め
さ
せ
、
比
例
の
式
を
つ
く
る
。

４　

練
習
問
題
は
手
放
す

　

練
習
問
題
を
解
か
せ
る
と
き
、
今

ま
で
な
ら
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
さ
せ

て
、
で
き
て
い
る
か
の
確
認
を
し
た
。

昨
年
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
取
り
出
し
、

T
eam
s

か
ら
指
示
を
出
し
た
。
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
（
左
図
）
で
目
標
を
決
め
、

自
分
た
ち
だ
け
で
課
題
に
取
り
組
ん

だ
。
問
題
が
で
き
た
ら
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
写
真
を
撮
り
、Pow

erPoint

で
ア
ッ
プ
す
る
。
必
要
な
ら
、
ア
ッ

プ
で
き
て
い
る
子
の
解
答
を
参
照
し

た
り
、
誰
か
と
協
働
し
て
解
決
し
た

り
し
て
も
よ
い
こ
と
に
す
る
。
こ
れ

も
徐
々
に
手
放
し
て
い
く
。

そ
の
後
、
次
の
発
問
を
す
る
。

　

つ
ま
り
、
何
が
分
か
っ
た
ら
、

比
例
の
式
が
求
め
ら
れ
ま
す
か

　

生
徒
は
「
比
例
定
数
を
求
め
る
」

と
答
え
る
と
想
定
す
る
。

　

教
科
書
の
問
題
文
の
下
に
考
え
方

が
書
い
て
あ
る
。
そ
こ
か
ら
分
か
る
。

問
題
の
解
き
方
を
教
科
書
か
ら
情
報

収
集
し
、
解
決
す
る
力
を
身
に
付
け

て
い
く
。

３　

ノ
ー
ト
の
と
き
も
説
明
し
な
い

　

問
題
文
を
読
み
取
っ
た
後
、
ノ
ー

ト
に
入
る
。
ノ
ー
ト
を
書
か
せ
る
と

き
も
説
明
し
な
い
。

＝
a
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。

「

＝
２
の
と
き

＝
６
だ
か
ら
」

と
書
か
せ
た
ら
、
次
の
発
問
を
す
る
。

次
に
何
を
し
ま
す
か
。

「
代
入
し
ま
す
」
と
答
え
る
。「
代

入
し
た
式
を
書
き
な
さ
い
」
と
発
問

し
、
２
ａ
＝
６
の
式
を
書
く
。「
次

に
何
を
し
ま
す
か
」
と
発
問
し
、
ａ

１
説
明
が
少
な
い
授
業

　

子
供
た
ち
が
熱
中
す
る
授
業
を
す

る
た
め
に
は
、

教
師
の
言
葉
を
削
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

　

説
明
せ
ず
に
発
問
と
指
示
を
組
み

立
て
る
授
業
を
す
る
こ
と
で
、「
自

分
の
力
で
で
き
る
」
を
実
感
さ
せ
て

い
き
た
い
。
こ
れ
は
、
探
究
型
学
習

の
第
一
歩
で
も
あ
る
と
考
え
る
。
子

供
が
自
ら
課
題
を
見
付
け
て
情
報
収

集
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

教
科
書
に
あ
る
解
き
方
を
見
付
け
る

力
が
必
要
で
あ
る
。

　

昨
年
の
十
月
頃
、
私
は
探
究
型
学

習
の
実
現
に
向
け
、
説
明
を
減
ら
し
、

少
し
ず
つ
手
放
す
よ
う
に
意
識
し
た
。

２
問
題
を
読
み
取
る

　

中
学
校
一
年
生
数
学
で
あ
る
。
教

科
書
に
あ
る
比
例
の
式
を
求
め
る
問

題
で
実
践
し
た
。

は

に
比
例
し
、

＝
２

の
と
き

＝
６
で
す
。
こ
の
と

き
、
比
例
の
式
を
求
め
な
さ
い
。

「
何
を
求
め
る
問
題
で
す
か
」「
分

か
る
こ
と
は
何
で
す
か
」
の
二
つ
を

発
問
し
、
問
題
文
を
読
み
取
ら
せ
る
。

何
を
求
め
た
い
の
か
に
気
付
か
せ
る
。
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あ
る
か
ら
、

遠
隔
地
で
作

ら
れ
た
も
の

を
交
換
に

よ
っ
て
私
た

ち
が
手
に
入

れ
ら
れ
る
こ

と
な
ど
も
押

さ
え
る
。

３
他
の「
見
方
・
考
え
方
」と
関
連
さ
せ
る

「
見
方
・
考
え
方
」
は
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
あ
え
て
概
念
化
し
て
い
る

が
、
そ
の
一
つ
一
つ
は
密
接
に
関
わ
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、「
交
換
」
に
は
「
公

正
で
な
い
交
換
」
が
あ
る
。
十
分
に

商
品
の
情
報
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

独
占
に
よ
っ
て
高
額
な
価
格
が
付
け

ら
れ
て
い
る
な
ど
。
こ
の
よ
う
に
他
の

「
見
方
・
考
え
方
」
と
関
連
さ
せ
る

こ
と
で
、よ
り
深
く
経
済
に
お
け
る
物

事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
を
分
け
、
特
化
し
て
作
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
『
分
業
』
と

言
い
ま
す
。
そ
し
て
自
動
車
会
社
は

こ
れ
ら
を
お
金
を
払
っ
て
購
入
し
、

手
に
入
れ
ま
す
。
こ
れ
を
『
交
換
』

と
言
い
ま
す
」

　
こ
の
よ
う
に
「
見
方
・
考
え
方
」

に
お
け
る
視
点
の
定
義
を
確
定
さ
せ

る
こ
と
は
、
経
済
を
考
え
る
上
で
大

切
な
こ
と
で
あ
る
と
意
識
さ
せ
る
。

２
「
分
業
と
交
換
」に
気
付
か
せ
る

　
流
通
の
図
を
提
示
し
、
次
の
よ
う

に
発
問
す
る
。

「
ど
の
よ
う
に
分
業
し
て
い
ま
す
か
。

『
〜
し
て
い
る
人
』
と
書
き
出
し
な

さ
い
」

　
そ
の
後
、
次
の
よ
う
に
さ
ら
に
発

問
す
る
。

「
図
の
よ
う
に
分
業
す
る
こ
と
で
ど

の
よ
う
な
良
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」

　
こ
の
よ
う
に
発
問
す
る
こ
と
で
、

流
通
に
お
い
て
も
分
業
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
か
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
流
通
の
し
く
み
が

　
中
学
校
社
会
科
公
民
的
分
野
の
経

済
の
学
習
に
お
い
て
、「
効
率
と
公
正
」

「
希
少
性
」「
分
業
と
交
換
」
な
ど
の

「
見
方
・
考
え
方
」
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
意
図
的
に
授
業
で

意
識
づ
け
、
扱
う
こ
と
で
、
経
済
に

つ
い
て
考
え
る
上
で
の
視
点
と
な
る
。

１
「
分
業
と
交
換
」
を
教
え
る

「
自
動
車
を
作
り
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
材
料
が
必
要
で
す
か
」

　
こ
の
よ
う
に
発
問
し
、
様
々
出
さ

せ
る
。
出
さ
せ
切
っ
た
後
、
次
の
よ

う
に
発
問
す
る
。

「
こ
れ
ら
を
一
つ
の
会
社
で
作
る
の

と
、
た
く
さ
ん
の
会
社
で
分
け
て
作

る
の
、
ど
ち
ら
が
効
率
的
で
す
か
」

　
意
見
を
言
わ
せ
た
後
、
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

「
材
料
に
必
要
な
も
の
が
多
い
時
、

社 会
授 業 実 践
中 学 校 の

見方・考え方を働
かせる社会科授業
のステップ
見方・考え方を働かせる
には、視点を教え、繰り
返し学習に組み込むこと
が大切である。

東京都足立区立東島根中学校

守
もり

屋
や

遼
りょう

太
た

郎
ろう

中学校中学校でのでのTOSS実践TOSS実践



「
季
節
の
し
お
り

「
季
節
の
し
お
り  

秋
」（
光
村
・
一
年
）

秋
」（
光
村
・
一
年
）

教
科
書
の
指
導
の
ね
ら
い
を
押
さ
え
た
う
え
で
授
業
の
枠
組
み
を
ど
う
創
る
か
。
そ
れ

教
科
書
の
指
導
の
ね
ら
い
を
押
さ
え
た
う
え
で
授
業
の
枠
組
み
を
ど
う
創
る
か
。
そ
れ

を
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
。（「
名
月
を
〜
」
小
林
一
茶
／
「
秋
風
に
〜
」
藤
原
顕
輔

を
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
。（「
名
月
を
〜
」
小
林
一
茶
／
「
秋
風
に
〜
」
藤
原
顕
輔

／
「
時
に
残
月
〜
」
中
島
敦
）

／
「
時
に
残
月
〜
」
中
島
敦
）

国語

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き
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今
回
、
出
題
委
員
会
と
の
連
絡
ミ
ス
に
よ
り
、

課
題
発
表
が
大
幅
に
遅
れ
た
。
気
付
い
た
の
は

一
学
期
も
末
の
こ
と
だ
っ
た
。
た
い
へ
ん
忙
し

く
、
し
か
も
子
供
た
ち
を
相
手
に
授
業
も
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
な
か
、
一
二
名
が
挑
戦
し
て
く

れ
た
。

　

授
業
案
は
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
た
。

Ａ　

三
つ
の
作
品
の
う
ち
ひ
と
つ
を
選
ん
で
授

業
す
る
。

Ｂ　

三
つ
の
作
品
す
べ
て
を
授
業
す
る
。

Ｃ　

月
の
満
ち
欠
け
等
周
辺
情
報
を
授
業
す
る
。

　

ミ
ッ
ク
ス
し
て
扱
う
授
業
案
も
あ
っ
た
。

　

Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
代
表
は
茨
城
の
後
藤
隆
一
氏

と
福
井
の
村
上
睦
氏
で
あ
る
。

指
示
１  

そ
れ
ぞ
れ
の
上
に
「
Ａ
」「
Ｂ
」

「
Ｃ
」
と
書
き
込
み
な
さ
い
。

発
問
１  

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
共
通
し
て
出
て
く

る
も
の
は
何
で
す
か
。
漢
字
一
字
。

指
示
２  

で
は
「
月
」
の
付
く
言
葉
を
で
き

る
だ
け
た
く
さ
ん
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

発
問
２  

い
ま
言
っ
て
も
ら
っ
た
「
月
」
は

全
部
お
空
に
浮
か
ぶ
お
月
様
の
こ
と
で
す
か
。

�

（
後
藤
氏
）

　

こ
の
あ
と
教
科
書
下
部
に
あ
る
月
の
満
ち
欠

け
の
説
明
を
円
に
し
て
図
示
さ
せ
る
展
開
だ
。

　

村
上
氏
は
教
科
書
の
「
月
」
を
す
べ
て
赤
で

囲
ま
せ
、「
そ
の
中
で
、
他
と
は
意
味
の
違
う

『
月
』
は
ど
れ
で
す
か
」
と
問
う
。「
Ｍ
ｏ
ｏ

ｎ
」
と
「
Ｍ
ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
」
を
区
別
さ
せ
る
流
れ

で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
太
陰
暦
と
太
陽
暦
を

教
え
、
閏
月
、
閏
年
の
必
要
性
を
語
る
。
そ
れ

か
ら
三
作
品
中
の
月
の
形
を
問
う
展
開
で
あ
る
。

　

両
者
の
授
業
は
共
に
あ
り
得
る
。
月
は
日
本

人
の
生
活
に
と
っ
て
、
そ
し
て
文
学
に
と
っ
て
、

な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
だ
か
ら
、
授
業
で
扱
う

意
味
が
あ
る
。

　

Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
東
京
の
徳
本
孝
士
氏
と

愛
知
の
井
戸
砂
織
氏
の
案
が
目
に
と
ま
っ
た
。

発
問
４  

先
生
が
読
み
ま
す
か
ら
、
俳
句
の

風
景
を
頭
に
思
い
浮
か
べ
ま
す
。

指
示
２  

頭
に
浮
か
ん
だ
こ
と
を
、
ノ
ー
ト

に
描
き
ま
す
。

指
示
３  

ノ
ー
ト
に
描
い
た
人
か
ら
先
生
に

見
せ
に
き
ま
す
。

発
問
５  

Ａ
男
の
子
だ
け
、
Ｂ
男
の
子
と
お

母
さ
ん
、
Ｃ
男
の
子
と
小
林
一
茶
に
分
か
れ

ま
す
ね
。
ど
の
意
見
に
賛
成
で
す
か
。

�

（
徳
本
氏
）

「
描
き
ま
す
」
と
あ
る
か
ら
、
絵
で
描
か
せ
る

の
だ
ろ
う
。
対
象
が
中
一
と
あ
る
。
な
ら
ば
三

向山型に挑戦！

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

　

最
後
に
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
山
梨
県

の
湯
泉
恵
美
子
氏
の
案
を
取
り
上
げ
た
い
。

指
示
５  

①
②
③
（
三
つ
の
作
品
に
ナ
ン
バ

リ
ン
グ
）
を
簡
単
な
絵
に
描
き
な
さ
い
。

指
示
６  

指
名
な
し
で
発
表
し
な
さ
い
。

指
示
７  「
月
」
に
関
す
る
俳
句
か
短
歌
を
５

以
上
調
べ
、
一
番
好
き
な
も
の
を
ノ
ー
ト
に

書
き
ま
し
ょ
う
。
解
釈
も
書
き
ま
す
。

説
明
２  

先
生
も
調
べ
て
み
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
の
俳
句
、
短
歌
に
「
月
」
が

詠
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

発
問
７  

そ
の
多
さ
か
ら
、
ど
ん
な
こ
と
が

分
か
り
ま
す
か
。（
略
）

説
明
３  

い
か
に
昔
か
ら
日
本
人
が
月
に
対

し
て
親
し
み
、
畏
敬
な
ど
の
気
持
ち
を
持
っ

て
い
た
か
が
分
か
り
ま
す
ね
。
（
湯
泉
氏
）

　

三
作
品
に
閉
じ
ず
、「
月
」
を
文
化
と
し
て

捉
え
、
端
末
を
用
い
て
範
囲
を
広
げ
、
そ
こ
か

ら
「
自
分
の
一
作
品
」
を
選
ば
せ
、
解
釈
さ
せ
、

交
流
さ
せ
る
。
優
れ
た
「
終
末
」
の
一
例
だ
。        

発
問
12  

話
者
は
こ
の
泣
く
子
を
ど
う
感
じ

て
い
る
の
で
す
か
。

（
井
戸
氏
）

　

井
戸
氏
は
「
取
て
く
れ
ろ
」「
な
く
子
哉
」

の
そ
れ
ぞ
れ
を
、「
取
っ
て
く
れ
ろ
」「
泣
く
」

と
捉
え
て
扱
う
。
重
要
な
押
さ
え
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
ま
だ
若
干
の
浅
さ
が
残
る
。
た
と

え
ば
、
テ
キ
ス
ト
は
「
な
く
」
と
平
仮
名
で
あ

る
。
そ
の
意
図
は
何
か
。
ま
た
、
次
の
解
釈
の

可
能
性
も
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

Ｘ　

子
は
そ
も
そ
も
泣
い
て
い
な
い
。
す
な
わ

ち
、
話
者
の
想
像
の
世
界
で
あ
る
。

Ｙ　

子
は
「
泣
い
て
」
い
る
。
だ
が
、「
名
月
」

を
名
月
と
認
識
で
き
る
の
か
。「
名
月
」
だ

か
ら
「
取
っ
て
ほ
し
い
」
の
か
。
ほ
し
い
理

由
が
別
に
あ
る
の
か
（
井
戸
氏
の
発
問
10
は

こ
こ
に
関
連
し
て
い
る
）。

Ｚ　
「
取
て
く
れ
ろ
」
と
実
際
に
言
っ
た
の
か
。

話
者
が
泣
く
子
を
見
て
、「
取
っ
て
ほ
し
い

と
泣
い
て
い
る
の
だ
」
と
解
釈
し
た
の
か
。

　

文
藝
作
品
と
し
て
ど
の
解
釈
が
ふ
さ
わ
し
い

の
か
を
、
各
自
ま
と
め
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

つ
の
考
え
で
は
あ
ま
り
に
も
狭
す
ぎ
る
。

　

な
ぜ
す
べ
て
が
「
男
の
子
」
か
。
な
ぜ
「
お

母
さ
ん
」
か
。
な
ぜ
「
小
林
一
茶
」
か
。

　

こ
の
あ
た
り
を
突
っ
込
み
つ
つ
、
深
め
て
い

き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　

そ
の
前
提
と
し
て
、「
名
月
」「
取
て
く
れ

ろ
」「
な
く
子
哉
」
そ
れ
ぞ
れ
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

発
問
９  

月
は
、
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

発
問
10  「
取
っ
て
く
れ
ろ
」
と
い
う
の
は
、

「
子
の
言
葉
」
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、「
子
の

様
子
」
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
し
、

「
取
っ
て
く
れ
ろ
」
と
言
え
る
年
齢
で
あ
れ

ば
、
取
っ
て
く
れ
ろ
と
急
に
泣
き
出
す
の
で

す
か
。
こ
の
前
に
他
に
会
話
が
あ
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

子
:「
Ａ
」
↓
親
:「
Ｂ
」
↓
子
:「
取
っ
て

く
れ
ろ
」（
と
泣
く
）

　

Ａ
や
Ｂ
に
ど
ん
な
会
話
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

発
問
11  

子
は
、
も
し
月
を
取
っ
た
ら
こ
の

月
を
ど
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
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宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／白百合女子大学 
発達臨床センター 顧問

あ
な
た
の
こ
と
を
見
て
い
る
と
い
う
信
号
を

送
り
続
け
る

「
今
は
種
ま
き
」
と
思
っ
て
保
護
者
と
連
携
を
取
る
。

１　

家
族
の
こ
と
ま
で
把
握
す
る

　

教
育
相
談
部
会
や
生
徒
指
導
部
会
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
生
徒
に
つ
い
て
細
や
か

な
情
報
が
あ
が
っ
て
く
る
。

①　

い
つ
ど
こ
で
何
が
あ
っ
た
の
か

②　

関
係
者

③　

対
象
生
徒
が
話
し
た
こ
と

④　

関
係
者
が
話
し
た
こ
と

⑤　

教
員
の
対
応
と
そ
の
結
果

⑥　

今
後
の
方
針

　

こ
の
中
で
、
保
護
者
と
の
関
係
も
聞
く
。
す

る
と
、
家
庭
に
も
学
校
に
も
居
場
所
が
な
い
の

で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

２　

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
行
動

　

Ａ
男
は
、
学
校
に
登
校
し
た
り
し
な
か
っ
た

り
を
繰
り
返
し
た
。
登
校
し
な
い
理
由
を
つ
く

る
か
の
よ
う
に
行
動
を
し
て
い
た
。
例
え
ば
、

眉
を
剃
る
、
奇
抜
な
髪
型
を
す
る
、
ピ
ア
ス
を

す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
だ
。

　

行
動
は
、
ど
ん
ど
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て

い
っ
た
。
イ
ン
ス
タ
ラ
イ
ブ
で
は
、
奇
抜
な
姿

を
見
せ
た
り
、
言
葉
の
暴
力
を
振
る
っ
た
り
し

て
、
生
徒
へ
の
影
響
も
広
が
っ
て
い
た
。

３　

宮
尾
ド
ク
タ
ー
の
言
葉
か
ら

思
春
期
の
暴
れ
て
い
た
子
供

・
両
親
か
ら
は
、
子
供
の
暴
力
行
為
が
事
細

や
か
に
語
ら
れ
て
い
た
。

・
子
供
の
Ｓ
Ｃ
Ｔ
で
は
、
父
に
も
、
母
に
対

し
て
も
、「
愛
し
て
欲
し
い
」
の
言
葉
が

語
ら
れ
て
い
た
。

・
親
が
子
供
を
愛
し
て
い
る
こ
と
の
証
し
と

は
何
で
あ
ろ
う
か
、「
い
つ
も
自
分
を
見

守
っ
て
く
れ
て
い
る
。」
と
い
う
思
い
を
も

つ
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

・
子
供
の
行
動
の
み
を
、
批
判
的
に
見
て
い

る
親
に
対
し
て
、
子
供
の
「
見
て
く
れ
て

い
て
欲
し
い
」
と
の
思
い
は
、
解
消
さ
れ

て
い
か
な
い
。２

０
２
１　

宮
尾
ド
ク
タ
ー

　

宮
尾
ド
ク
タ
ー
の
言
葉
か
ら
、
何
が
起
き
て

も
受
け
止
め
よ
う
と
思
っ
た
。
Ａ
男
を
受
け
止

め
る
誰
か
が
必
要
な
の
だ
と
思
っ
た
。

　

Ａ
男
が
、
ど
ん
な
に
姿
を
変
え
て
き
て
も
、

ど
ん
な
暴
言
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
も
、
第
一
に

耳
を
傾
け
た
。
そ
し
て
、
保
護
者
と
は
、
毎
日

電
話
で
話
し
た
。
学
校
で
の
様
子
、
家
庭
で
の

様
子
、
保
護
者
が
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か

等
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
学
校
が
知
っ
て
い

る
情
報
も
あ
れ
ば
、
保
護
者
が
知
っ
て
い
る
情

報
も
あ
っ
た
。
互
い
に
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、

Ａ
男
へ
の
対
応
を
考
え
た
。
保
護
者
が
「
あ
き

ら
め
ま
せ
ん
か
ら
、
我
が
子
な
の
で
ね
」
と

い
っ
た
一
言
が
、
私
自
身
も
心
強
か
っ
た
。

４　

卒
業
後
に
言
っ
た
言
葉

「
や
っ
ぱ
り
、
学
校
へ
行
っ
と
け
ば
よ
か
っ
た
。

勉
強
は
必
要
だ
っ
て
、
や
っ
と
分
か
っ
た
」
Ａ

男
は
、
突
然
学
校
に
現
れ
、
そ
う
言
っ
て
去
っ

て
い
っ
た
。

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お

益ま
す

知と
も

構
成
：
埼
玉
県
熊
谷
市
立
妻
沼
西
中
学
校　

豊と
よ

田だ

雅ま
さ

子こ

医師・研究者の目から見た特別支援教育



特別支援教育  専門家の視点 特別支援教育の指導システム＆
全国で大人気

2023. 1051

小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

発達障害のある子供をさらに伸ばす！　1年間の支援プラン！

N
P
O
法
人
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
理
事

㈱
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

発
達
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

図
工
な
ど
の
「
技
能
系
教
科
」
に

な
か
な
か
取
り
組
め
な
い
発
達
障
害

の
子
供
も
い
る
。

　

特
に
図
工
に
つ
い
て
は
、
自
閉
傾

向
の
あ
る
子
供
ほ
ど
、
抵
抗
が
強
い

印
象
が
あ
る
。

　

い
く
つ
か
の
原
因
と
、
そ
れ
ぞ
れ

へ
の
対
応
に
つ
い
て
述
べ
て
い
こ
う
。

①
　
絵
の
具
が
ダ
メ

　

こ
の
よ
う
な
自
閉
傾
向
の
子
供
は

多
い
。
絵
の
具
を
用
意
す
る
と
い
う

タ
ス
ク
が
そ
も
そ
も
面
倒
く
さ
い
。

片
付
け
も
面
倒
く
さ
い
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
「
チ
ュ
ー
ブ
を
絞
る
」

と
い
う
作
業
で
、
手
が
汚
れ
る
こ
と

に
過
敏
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
私
は
教
室
に
次
の
よ
う

な
絵
の
具
セ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
で
は
、
絵
の

具
は
ほ
ぼ
こ
れ
を
使
っ
て
い
た
の
だ
。

　

水
を
入
れ
る
だ
け
で
絵
の
具
が
溶

け
る
。
す
ぐ
に
乾
く
。
パ
レ
ッ
ト
を

洗
う
必
要
も
な
い
。

　

手
に
付
い
て
も
す
ぐ
に
落
ち
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
で
も
絵
の
具
が

使
え
な
い
子
供
に
対
し
て
は
、
ク
レ

パ
ス
な
ど
で
色
を
塗
る
こ
と
で
対
応

し
て
い
た
。

②
　
取
り
掛
か
り
が
つ
か
め
な
い

　

完
成
形
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
の

で
取
り
組
め
な
い
と
い
う
子
供
が
い

る
。

　

こ
の
場
合
、
特
に
取
り
掛
か
り
で

つ
ま
ず
い
て
い
る
。

　

こ
の
と
き
は
、

「
最
初
の
一
〇
描
画
ま
で
く
ら
い
を

描
い
て
あ
げ
る
」

と
い
う
支
援
を
行
う
。

　

最
初
の
取
り
掛
か
り
で
つ
ま
ず
い

て
い
る
の
で
、
最
初
の
一
〇
描
画
く

ら
い
ま
で
を
一
緒
に
描
い
て
あ
げ
た

り
、
ま
た
は
、
教
師
が
描
い
て
あ
げ

た
り
す
る
。

　

こ
の
こ
と
で
続
き
を
描
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
支
援
で

あ
る
。

③
　
手
順
で
つ
ま
ず
い
て
い
る

　

手
順
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
、
つ

ま
ず
い
て
い
る
子
供
も
い
る
。
こ
ち

ら
が
丁
寧
に
や
っ
て
見
せ
て
も
、
覚

え
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
図
工
の
授
業
は
、
複

う
ま
く
絵
が
描
け
な
い
！
　
図
工
へ
の
支
援
プ
ラ
ン

ど
こ
が
う
ま
く
で
き
な
い
の
か
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
支
援
を
す
る
。

雑
な
手
順
を
タ
ス
ク
と
し
て
達
成
し

て
い
く
必
要
の
あ
る
教
科
で
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
私
は
全
て
の
手
順
を

P
D
F
化
し
て
ク
ラ
ウ
ド
上
に
あ
げ

て
い
た
。
手
本
を
描
く
と
き
に
細
か

く
手
順
を
撮
影
し
て
、
説
明
を
短
く

書
い
て
お
く
だ
け
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
P
D
F
化
す
る
こ
と
で
、

手
順
が
ハ
ッ
キ
リ
と
す
る
。

　

ク
ラ
ウ
ド
上
に
あ
げ
て
お
く
こ
と

で
、
一
人
一
台
端
末
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て

手
順
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

手
順
を
最
適
化
で
き
る
。

　

他
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
に
よ
っ

て
「
完
璧
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
し
ま

う
」「
や
り
直
し
を
何
回
も
し
て
し

ま
う
」「
絵
の
具
の
調
整
が
で
き
な

い
」
な
ど
の
課
題
が
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
た
め
、
技
能
面
で
は
、
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
ま
ず
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

に
ど
の
よ
う
な
ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
を
し

て
支
え
る
か
を
考
え
た
い
。

【
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
】

@
oshietekojit
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⑴　
Ｙ
Ｅ
Ｓ
・
Ｎ
Ｏ
ゲ
ー
ム

　

出
題
者
が
あ
る
も
の
（
お
題
）
を

思
い
浮
か
べ
て
、
他
の
人
が
質
問
を

し
な
が
ら
お
題
を
当
て
る
ゲ
ー
ム
。

　

質
問
者
は
、
出
題
者
に
対
し
て
、

【
Ｙ
Ｅ
Ｓ
・
Ｎ
Ｏ
で
答
え
ら
れ
る
質

問
】
を
す
る
。
質
問
を
元
に
お
題
を

当
て
て
い
く
流
れ
で
あ
る
。

　

こ
の
ゲ
ー
ム
で
は
、【
Ｙ
Ｅ
Ｓ
・

Ｎ
Ｏ
】
で
答
え
ら
れ
る
質
問
を
考
え

る
力
、
他
の
人
の
質
問
内
容
を
聞
く

力
、
質
問
を
も
と
に
推
理
す
る
力
を

高
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

⑵　
テ
レ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　

絵
と
言
葉
を
使
っ
た
伝
言
ゲ
ー
ム

で
あ
る
。
お
題
が
言
葉
（
例
え
ば
、

り
ん
ご
）
の
場
合
、

　

①
は
〝
り
ん
ご
の
絵
〞
を
か

き
、
②
へ
見
せ
る
。

　

②
は
絵
を
見
て
〝
言
葉
〞
を

書
き
、
③
へ
見
せ
る
。

　

③
は
言
葉
を
見
て
〝
絵
〞
を

か
い
て
④
へ
見
せ
る
。

　

④
は
絵
を
見
て
〝
言
葉
〞
を

書
い
て
⑤
へ
見
せ
る
。

　

⑤
は
、〝
絵
〞
を
か
い
て
お
題

と
照
ら
し
合
せ
る
。

こ
の
ゲ
ー
ム
で
は
、
周
り
の
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
順
番

を
待
つ
力
、
絵
や
言
葉
を
読
み
取
る

力
・
か
く
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
る
。

⑶　
聖
徳
太
子
ゲ
ー
ム

　

二
人
の
回
答
者
と
三
人
の
出
題
者

に
分
か
れ
て
行
う
。
出
題
者
は
、
各

自
指
定
さ
れ
た
三
文
字
の
単
語
を
同

時
に
言
い
、
聞
こ
え
た
言
葉
を
書
く

ゲ
ー
ム
で
あ
る
。

三
つ
の
言
葉
を
聞
き
分
け
ら
れ
る

か
を
目
標
に
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
三
文
字
単
語
の
一
文
字
ず

つ
を
同
時
に
言
う
パ
タ
ー
ン
も
あ
る

の
で
、
ぜ
ひ
と
も
実
践
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。

医療・療育現場からの発信！

言
語
の
や
り
取
り
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
鍛
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
苦
手
な
お
子
さ
ん
へ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

紹
介
す
る
。

笹さ
さ

野の

達た
つ

哉や

㈱
ｏ
ｎ
ｅ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ

安原 昭博
安原こどもクリニック　院長

安原ドクター語録語録
から学ぶ

特別支援教育

アドバイザー
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる

新
宿
日
本
語
学
校
：
江え

副ぞ
え

隆た
か

秀ひ
で

　
協
力
：
白し

ら

杉す
ぎ

亮
り
ょ
う

日本語指導

　
ひ
ら
が
な
や
カ
タ
カ
ナ
を
外
国
人
に
教
え
る

際
に
役
立
つ
ア
イ
デ
ア
を
ご
紹
介
す
る
。

１　
「
て
」
の
教
え
方

　
手
の
ひ
ら
に
「
て
」

の
字
を
書
い
て
見
せ
る
。

「
手
」
と
い
う
言
葉
と
共

に
教
え
る
。

２　
「
し
」「
シ
」
の
教
え
方

　
静
か
に
さ
せ
る
と
き
の
「
し
ー
っ
」
の
指
の

形
を
口
の
前
で
作
る
。
こ
れ
が
ひ
ら
が
な
の

「
し
」
の
形
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
写
真
の
よ
う
に
指
に
書
き
込
め
ば
、

カ
タ
カ
ナ
の
「
シ
」
も
教
え
ら
れ
る
。

３　
「「
く
」「
つ
」「
ツ
」
の
教
え
方

　
靴
を
写
真
の
よ
う
に
持
ち
、「
く
つ
」
と
い

う
言
葉
と
ひ
ら
が
な
の
「
く
」「
つ
」
を
教
え
る
。

さ
ら
に
、「
シ
」
と
同
じ
よ
う
に
カ
タ
カ
ナ
の

「
ツ
」
を
指
に
書
く
と
、「
シ
」「
ツ
」
の
区
別

も
分
か
り
や
す
く
、
間
違
え
な
い
。

４　
「
た
」「
ち
」
の
教
え
方

　
こ
れ
ま
で
教
え
た
「
く
」「
つ
」「
し
」
に
加

え
、「
た
」
を
指
の
形
で
示
し
、「
く
つ
し
た
」

と
教
え
る
。「
た
」
の
指
の
形
は
他
と
比
べ
れ

ば
分
か
り
に
く
い
が
、
指
で
教
え
る
の
に
は
意

図
が
あ
る
。「
た
」
の
形
の
右
側
を
左
側
に
近

づ
け
る
と
、
ひ
ら
が
な
の
「
ち
」
に
見
え
る
。

「
た
」
と
「
ち
」
を
セ
ッ
ト
に
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
で
、
外
国
人
が
間
違
え
や
す
い
「
さ
」
と

の
区
別
を
教
え
る
の
だ
。

５　
「
も
」「
モ
」
の
教
え
方

　
片
手
の
指
で
「
し
」
を
作
り
、
も
う
片
方
の

指
二
本
を
つ
け
足
す
。
こ
れ
を
耳
の
近
く
に

も
っ
て
き
て
、
二
本
の
指
を
付
け
た
り
離
し
た

り
し
な
が
ら
、「
も
」「
し
」「
も
」「
し
」（「
も

し
も
し
」）
と
教
え
る
。

　
さ
ら
に
ひ
ら
が
な
の
「
も
」
の
指
二
本
を
上

に
ず
ら
す
と
カ
タ
カ
ナ
の
「
モ
」
に
な
る
。

　
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
は
こ
の
よ
う
に
手
の

形
で
楽
し
く
教
え
ら
れ
る
の
だ
。

ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
指
導
は

手
指
の
形
で
楽
し
く
教
え
る

外
国
人
へ
の
日
本
語
教
育
か
ら
「
ろ
う
教
育
」
に
ま
で
活
用
さ
れ
た
新
し
い

文
法
③

江副 隆秀

学校法人 江副学園
新宿日本語学校 校長



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◆TOSS教材　お得情報！ 2023年9月15日～ 2023年10月14日　現在

教育技術研究所だけでなく、光村教育図書、正進社、騒人社、学芸みらい社、日本教育新聞社、などの
お得な情報を随時お知らせいたします。（P54，55の上欄の記事と連携しています）

ワーキングメモリをきたえる

SDGsどこどこ
SDGsテキスト

騒人社

応募期間：
2023年９月15日（金）～10月14日（土）
応募フォーム：
https://forms.gle/bdg77f5jiWzUoDLh9

● トークライン読者限定！　下記のフォームよりご応募いた
だいた方から抽選で2名様に、騒人社の「SDGsどこどこ」
「キーワードで教えるSDGs」「議論するSDGs」をセット
にしてプレゼントいたします‼

教育技術
研究所

楽しみながら、しっかり身につく！

ノート&スキル教材
キャンペーン

キャンペーン期間：
2023年９月１日（金）～10月31日（火）
TOSSオリジナル教材：
https://www.tiotoss.jp/

● 新学期に必要なノートとスキル教材をお得にご購入いただ
けるキャンペーンです！
　 大好評のジャンボ ホワイト・ノートシリーズ３種セットや
ノート10冊セットなど、キャンペーンだけのお得なセット
をご用意しました。
　ダウンロード教材も最大20％OFFに！
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TOSS教材
お得情報!!

くわしくは、下を
ご覧ください。

鉄
棒
の
苦
手
な
子
が
参
観
日
で
活
躍
！

く
る
り
ん
ベ
ル
ト
の
上
達
シ
ス
テ
ム
で
、

自
ら
練
習
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

五い
が
ら
し
十
嵐
貴た

か

弘ひ
ろ

北
海
道
別
海
町
立
別
海
中
央
小
学
校

「
で
き
た
！
　
逆
上
が
り
で
き
た
！
」

　
六
年
女
子
の
花
子
さ
ん
（
仮
名
）

が
両
手
を
あ
げ
て
喜
ん
だ
。
く
る
り

ん
ベ
ル
ト
を
つ
け
て
逆
上
が
り
を
し
、

友
達
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
き
た
。

　
お
母
さ
ん
も
笑
顔
で
拍
手
を
送
っ

た
。

　
花
子
さ
ん
は
、
運
動
が
苦
手
で

あ
っ
た
。
高
学
年
に
な
り
、
体
が
大

き
く
な
っ
た
こ
と
で
、
以
前
よ
り
も

鉄
棒
へ
の
苦
手
意
識
が
高
ま
っ
た
。

　
鉄
棒
を
や
ろ
う
と
し
な
い
花
子
さ

ん
に
「
一
緒
に
や
ろ
う
よ
。
必
ず
で

き
る
よ
う
に
な
る
よ
」
と
伝
え
た
。

は
じ
め
は
鉄
棒
と
体
が
密
着
す
る
ぐ

ら
い
（
黒
い
印
）
の
長
さ
に
調
整
し

て
逆
上
が
り
を
さ
せ
た
。
私
は
振
り

上
げ
足
を
手
で
少
し
だ
け
押
し
て
補

助
し
た
。
三
回
目
に
は
補
助
が
な
く

て
も
で
き
た
。
そ
の
後
、
花
子
さ
ん

は
、
少
し
ず
つ
ベ
ル
ト
を
長
く
し
て
、

何
度
も
自
分
で
練
習
し
た
。

　
く
る
り
ん
ベ
ル
ト
は
、
自
分
で
で

き
る
上
達
シ
ス
テ
ム
が
組
み
込
ま
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

後
日
、
花
子
さ
ん

は
低
学
年
に
こ

の
上
達
シ
ス
テ
ム

を
教
え
て
あ
げ

て
い
た
。

クラス全員が熱中するこの教材！



クラス全員が熱中するこの教材！

　楽しみながらワーキングメモリー（作業記憶）を鍛え、学級に楽しい雰囲気をつくりだす
ナンジャモンジャがおすすめである。
説明１  ナンジャモンジャゲームをします。
説明２  １人ずつ山札から１枚カードをめくります。
説明３  初めて見るカードのキャラクターに名前を付けます。
説明４  名前を付けたキャラクターのカードが出てきたら、
その名前を言った人がそのカードをもらえます。

指示１  順番を決めてゲームを始めなさい。
【おすすめポイント】
１ ．複数のキャラクターの名前を覚えることで、ワーキングメモリーを鍛える

ことができる。
２ ．自由な発想の中で仲間とワクワク感を共有することが、学級の凝集性の向上につながる。

〈参考サイト〉
すごろくや（https://sugorokuya.jp/p/nanjamonja）

ナンジャモンジャで学級をワクワク空間へ
楽しみながらワーキングメモリー（作業記憶）を鍛えるカードゲーム。

工
く

藤
どう

孝
たか

幸
ゆき

宮城県南三陸町立歌津中学校
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子
供
た
ち
が
熱
中
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ど

こ
ど
こ
」

子
供
も
教
師
も
探
し
な
が
ら
学
べ
る
教
材
で
あ
る
。

山や
ま

口ぐ
ち

浩ひ
ろ

彦ひ
こ

栃
木
県
栃
木
市
立
大
平
南
小
学
校

TOSS教材
お得情報!!

くわしくは、下を
ご覧ください。

　

ど
こ
ど
こ
シ
リ
ー
ズ
は
、
ど
の
子

も
楽
し
く
学
べ
る
絵
本
で
あ
る
。
特

に
、『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ど
こ
ど
こ
』（
騒
人

社
）
は
、
分
か
り
に
く
い
内
容
を
、

作
業
し
な
が
ら
理
解
し
、
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

教
室
で
授
業
を
行
っ
た
。
子
供
た

ち
に
ど
こ
ど
こ
の
プ
リ
ン
ト
を
渡
す
。

「
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う
。

み
つ
け
て
ど
こ
。
絵
の
人
を
探
し
て

○
で
囲
み
な
さ
い
」

「
見
付
け
ま
し
た
」

　

声
を
出
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
は

集
中
し
て
絵
と
同
じ
人
物
を
探
し
て

い
く
。
絵
本
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

ご
と
に
描
か
れ
て
い
る
。
遊
び
な
が

ら
、
目
標
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

み
つ
け
て
ど
こ
、
か
ぞ
え
て
ど
こ
、

さ
が
し
て
ど
こ
と
、
順
番
通
り
探
す

だ
け
で
も
楽
し
い
。「
目
標
10
」
の

絵
を
よ
く
見
る
と
、
三
つ
の
場
面
に

分
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
を

比
べ
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
た
。
子
供

た
ち
か
ら
は
、「
募
金
を
す
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。
絵
の
中
に
、
授

業
に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
が
ち
り
ば
め

ら
れ
て
い
る
。
教
師
も
ど
こ
ど
こ
で
、

授
業
づ
く
り
を
楽
し
く
学
べ
る
。

デジタル・トークライン連動！
すぐに使える今月のおすすめレク動画

動画



TOSSランド・TOSS-SNS・TOSSメディア活用実践
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系統立てて体育の授業を準備‼
運動の系統性を調べられる裏技！

群馬県桐生市立南小学校 田
た

中
なか

健
けん

太
た

１時間の授業、単元作りは系統立てて準備ができるといい。系統性を検索
する方法がある。

『カテゴリー一覧』を使った検索方法だ。

　トップページの「カテゴリー一覧」をクリックすると、各教科の様々な
領域を調べることができる。
　クリック先のページで検索をすると１つの領域しか選択することができない。
　しかし、HP右側の欄で「教科（体育）」を選ぶと、「教科（体育）のカ
テゴリー詳細」が複数選択できるようになる。
　そのため、低・中・高学年での運動のつながりをまとめて知ることがで
きる。
　このように検索することによって、子供のつま
ずきは何年生の運動にあるのか、また、どのよう
な指導法があるのか等を知ることができ、対応す
る上での引き出しを増やすことができる。
　例えば、ハードルの指導では、中学年の小型ハー
ドルから高学年のハードルのつなぎをどのように
すればいいのかなど、指導の幅が広がるのである。
　TOSS向山型体育事務局では、これまで行って
きた講座を短い動画に編集し、アップしている。
ぜひ、こちらもご活用いただけたら幸いである。

（QRの動画は「向山型水泳指導」）

【今月のコンテンツ】

TOSSランド
（トップページ）

TOSS指導法授業が激変！ 最前線
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は
、
書
い
た
ノ
ー
ト
を
写
真
に
撮
っ

て
張
り
付
け
る
よ
う
に
し
た
。

　
個
の
実
態
に
合
わ
せ
て
端
末
を
活

用
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と

が
教
師
の
役
割
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
決
し
て
能
力
の
差
を
埋

め
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。

　
例
え
ば
、
事
情
が
あ
っ
て
学
校
に

来
ら
れ
な
い
子
が
い
た
場
合
で
あ
る
。

　
総
合
的
な
学
習
で
の
発
表
資
料
を

「
共
有
ノ
ー
ト
」
で
作
成
し
て
い
た

た
め
、
家
に
い
な
が
ら
、
友
達
と
共

に
資
料
作
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

Google

ス
ラ
イ
ド
や
ス
プ
レ
ッ
ド

シ
ー
ト
で
も
代
用
が
で
き
る
。

　
ど
の
子
も
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う

に
端
末
を
活
用
す
る
方
法
を
模
索
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

「
共
有
ノ
ー
ト
の
機
能
」

①
　
共
有
で
き
る
子
を
選
択
で
き
る
。

②
　
同
時
に
付
箋
カ
ー
ド
に
意
見
を

書
け
る
。

③
　
グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ス
の
意
見
を

共
有
で
き
る
。

④
　
資
料
の
共
同
編
集
が
で
き
る
。

二
　
個
別
最
適
な
学
び
の
実
現

　
四
年
下
、
国
語
「
プ
ラ
タ
ナ
ス
の

木
」（
光
村
図
書
）
の
実
践
で
、「
マ
ー

ち
ん
た
ち
は
、
お
じ
い
さ
ん
に
ま
た

会
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
の
討
論

を
行
っ
た
。
討
論
後
の
ふ
り
返
り
の

際
、「
共
有
ノ
ー
ト
」
を
活
用
し
た
。

　
学
級
に
は
、
低
位
な
子
も
、
タ
イ

ピ
ン
グ
が
得
意
で
な
い
子
も
存
在
す

る
。
ど
の
子
も
取

り
残
さ
な
い
た
め

に
、
ふ
り
返
り
の

「
型
」
を
示
し
、

見
な
が
ら
書
け
る

よ
う
に
し
た
。

　
ま
た
、
ノ
ー
ト

に
書
き
た
い
子
に

一
　
安
心
し
て
学
べ
る
場
の
設
定

　
勤
務
校
で
は
、
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
を

活
用
し
て
授
業
を
行
う
こ
と
が
多
い
。

付
箋
カ
ー
ド
に
意
見
を
書
き
「
提
出

箱
」
に
提
出
し
て
意
見
の
交
流
を
行

う
の
で
あ
る
。「
回
答
を
共
有
」
す

る
と
、
友
達
の
考
え
を
読
む
こ
と
も

で
き
る
。

　
し
か
し
、
意
見
を
提
出
で
き
て
い

な
い
子
に
と
っ
て
は
、
書
け
な
い
こ

と
で
劣
等
感
を
感
じ
る
子
も
い
る
。

　「
共
有
ノ
ー
ト
」
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
相
互
に
見
合
う
こ
と
が
で
き
、

ど
の
子
も
安
心
し
て
学
ぶ
場
を
設
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

どの子も大切に
する端末活用術
学級にいるどの子も取り
残さないために、教師と
してできることを紹介す
る。

神奈川県横浜市立師岡小学校

野
の

村
むら

尚
なお

也
や

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！
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と
い
う
願
い
は
、
彼
と
お
母
さ
ん
で

同
じ
だ
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
た
め
の

ス
キ
ル
が
身
に
付
い
て
い
な
か
っ
た
。

友
達
を
突
き
飛
ば
す
、
唾
を
か
け
る
、

腕
を
強
く
ひ
っ
ぱ
る
、
蹴
る
…
。
繰

り
返
し
叱
ら
れ
、
謝
る
日
々
が
彼
と

お
母
さ
ん
を
苦
し
め
て
い
た
。

　

誰
も
が
友
達
と
の
遊
び
の
中
で
学

ん
で
き
た
こ
と
を
、
彼
に
は
一
つ
一

つ
身
に
付
け
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

彼
と
の
限
ら
れ
た
時
間
を
無
駄
に
し

な
い
た
め
、
と
に
か
く
私
は
歩
い
た
。

一
緒
に
交
流
学
級
へ
行
き
、
一
緒
に

運
動
場
へ
行
き
、
彼
と
一
緒
に
友
達

と
遊
ん
だ
。

　

歩
数
計
は
、
毎
日
の
よ
う
に
一
万

二
千
歩
か
ら
一
万
五
千
歩
を
刻
ん
だ
。

三
〇
日
で
「
三
八
万
歩
」
を
超
え
た
。

　

教
育
は
手
品
の
よ
う
に
は
い
か
な

い
。
そ
う
簡
単
に
人
は
変
わ
ら
な
い
。

彼
と
出
会
っ
て
か
ら
三
〇
日
間
の
前

進
は
さ
さ
や
か
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
彼
と
お
母
さ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
私
に
と
っ
て
価
値
あ
る

日
々
で
あ
っ
た
と
思
う
。

と
有
り
難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本

当
に
本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。（
後
略
）」
■

　

休
み
時
間
、
友
達
と
一
緒
に
走
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
彼
は
変
わ
っ
た
。

名
前
す
ら
適
当
に
書
い
て
い
た
彼
は
、

算
数
の
勉
強
、
漢
字
の
勉
強
を
丁
寧

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
余
白
を

ゆ
っ
た
り
と
使
っ
た
算
数
の
ノ
ー
ト

を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。
掃
除
や
当

番
の
仕
事
も
次
々
と
や
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
　
三

　

四
月
、
担
任
し
た
初
日
に
彼
は
友

達
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
。
彼
は

言
っ
た
。

「
ぼ
く
、
悪
い
子
だ
か
ら
。
い
た
ず

ら
っ
子
だ
か
ら
」

　

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
そ
う
言
っ
た
彼
は
、

何
か
寂
し
そ
う
だ
っ
た
。

　

特
別
支
援
学
級
に
入
級
し
た
一
年

生
の
時
は
友
達
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
続

き
「
問
題
児
」
扱
い
さ
れ
て
い
た
。

「
友
達
と
一
緒
に
仲
良
く
遊
び
た
い
」

　
　
三

　
　
一

　

担
任
し
て
い
る
Ｓ
く
ん
の
「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
」
か
ら
手
紙
が
届
い
た
。

■
「
今
日
、
公
園
で
、
女
の
子
が
そ

ば
に
来
て
『
Ｓ
く
ん
、
遊
ん
で
く
れ

て
あ
り
が
と
う
』
と
言
っ
て
き
た
の

で
、
私
は
び
っ
く
り
す
る
や
ら
、
う

れ
し
い
や
ら
。（
中
略
）
二
年
生
に

な
っ
て
、
落
ち
つ
い
て
、
お
こ
り
っ

ぽ
さ
、
言
葉
の
と
げ
？　
が
へ
っ
て

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。」
■

　

す
ぐ
に
返
事
の
手
紙
を
書
い
た
。

　

新
年
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
一
か
月

間
、
学
校
で
の
Ｓ
く
ん
の
様
子
を
あ

り
の
ま
ま
に
書
い
た
。
彼
と
一
緒
に

　
　
一

遊
ん
で
い
る
こ
と
、
遊
び
の
中
で
子

供
同
士
の
関
わ
り
が
増
え
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ん
で
い
る
こ
と
。
勉
強

に
取
り
組
む
姿
も
変
わ
っ
て
き
た
こ

と
。
最
近
の
Ｓ
く
ん
の
写
真
も
手
紙

に
添
え
た
。

　
　
二

　

翌
朝
、
彼
の
お
母
さ
ん
か
ら
連
絡

帳
に
返
信
が
あ
っ
た
。

■
「
学
校
で
の
様
子
を
詳
し
く
教
え

て
頂
き
、
お
手
紙
に
涙
が
出
ま
し
た
。

写
真
を
見
て
息
子
が
嬉
し
そ
う
に
休

み
時
間
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
本
当
に
許
先
生
の
お
か
げ
で
、

息
子
が
こ
ん
な
に
変
わ
れ
た
ん
だ
、

　
　
二

ぼく　
悪い子だから　
いたずらっ子
だから

彼と歩いた38万歩。彼に
必要だったのは「いっしょ
に遊んでくれる大人の存
在」だった。「大人による
遊びへの介入」だった。
一緒に遊ぶ中で、彼はい
ろんなことを学び吸収し
ていった。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

学級経営の極意極意・
子供たちのドラマドラマ

有段者が教える！
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や
り
取
り
を
行
う
よ
う
に
促
し
て
い

る
。４　

セ
ミ
ナ
ー
で
も
役
立
つ

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
セ
ミ
ナ
ー
等
で

Google

フ
ォ
ー
ム
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
後
、

Gm
ail

で
特
典
を
送
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
は
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。

Em
ail N

otifications for Form
s

を
使
う
こ
と
で
、
時
間
を
短
縮
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
無
料
セ
ミ
ナ
ー

の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
送
る
こ
と

も
可
能
だ
。
セ
ミ
ナ
ー
や
学
習
会
等

の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

４　

セ
ミ
ナ
ー
で
も
役
立
つ

　

自
動
送
信
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
件

名
に
は
「
授
業
が
い
つ
行
わ
れ
た
の

か
」「
何
の
授
業
を
し
て
い
た
の
か
」

を
必
ず
書
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
生
徒
は
復
習
を
す

る
と
き
に
見
返
し
や
す
く
な
る
。

３　

活
用
上
の
注
意

　

無
料
の
場
合
、
こ
の
自
動
送
信
を

一
日
で
送
れ
る
人
数
が
二
〇
人
ま
で

と
い
う
制
限
が
あ
る
。
有
料
（
年
額

三
九
ド
ル
）
の
場
合
、
制
限
が
解
除

さ
れ
る
。

　

ま
た
、
以
下
の
二
点
を
フ
ォ
ー
ム

に
入
れ
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
。

①　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

②　

氏
名

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
繰
り
返
し
入

力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
で
も

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
忘
れ
な
い
し
、

生
徒
も
覚
え
て
く
れ
る
。
た
だ
し
、

質
問
が
あ
る
場
合
、
生
徒
と
私
的
な

や
り
取
り
を
メ
ー
ル
で
し
て
は
い
け

な
い
の
で
、
学
校
の
管
理
ア
カ
ウ
ン

ト
も
入
っ
て
い
るGoogle Chat

で

３　

活
用
上
の
注
意

１　

授
業
の
感
想
を
書
い
た
ら

　

児
童
・
生
徒
に
授
業
の
感
想
を

Google

フ
ォ
ー
ム
に
書
か
せ
た
後
、

授
業
で
使
っ
た
ス
ラ
イ
ド
を
共
有
し

て
い
る
。
し
か
し
、
授
業
の
感
想
を

書
く
ス
ピ
ー
ド
は
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
り
、

Google

フ
ォ
ー
ム
の
最
後
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
貼
り
付
け
て
も
そ
の
ま
ま
閉
じ
て

し
ま
う
生
徒
も
い
る
。
そ
の
よ
う
な

時
、Google

フ
ォ
ー
ム
の
ア
ド
オ
ン

を
使
う
こ
と
で
自
動
送
信
が
で
き
る
。

２　

作
成
方
法

①　
「E

m
ail N

otifications for 
Form

s

」
の
ア
ド
オ
ン
を
取
得
す
る
。

１　

授
業
の
感
想
を
書
い
た
ら

２　

作
成
方
法

②　
「Create Em

ail N
otifi cation

」

を
開
く
。

③　

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
作
成
手

順
動
画
に
従
っ
て
設
定
し
て
い
く
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

Googleフォーム
の自動送信で時間
を短縮！　Email 
Notifications 
for Forms

Google FormでEmailに自
動送信することで、個別
に送らずに済む。

神奈川県立津久井高等学校

日
にっ

戸
と

勇
ゆう

希
き

時間短縮の仕事術仕事術
仕事に役立つこのアプリ！

作成手順を示した動
画のＱＲコード
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「
図
書
館
の
授
業
」「
本
の
授
業
」「
辞

書
の
授
業
」「
百
科
事
典
の
授
業
」

思
い
は
た
だ
一
つ
。

「
向
山
氏
の
見
て
い
る
世
界
が
見
た

い
」

　
結
果
、
そ
こ
に
は
想
像
を
絶
す
る

人
類
の
「
知
」
の
集
積
が
あ
っ
た
。

　
人
類
は
歴
史
的
に
、
自
由
な
知
を

集
積
し
、
活
用
す
る
た
め
に
、
膨
大

な
努
力
を
続
け
て
き
た
こ
と
が
分

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
ぜ
、
向
山
氏
は
法
則
化
運
動
と

い
う
視
座
を
持
ち
え
た
か
。

　
そ
れ
は
、
数
千
年
の
人
類
の
歴
史

に
つ
な
が
っ
て
い
た
の
だ
。

（『
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』
二
〇
一

四
年
六
月
号
）

〇
辞
書

「『
言
海
』
と
い
う
辞
書
が
つ
く
ら

れ
た
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
福
沢

諭
吉
が
呼
ば
れ
ま
し
た
。」

（『
向
山
洋
一
は
〝
社
会
の
授
業
〟
を

ど
う
つ
く
っ
て
い
る
か
』
明
治
図
書
）

〇
百
科
事
典

「
平
凡
社
に
手
紙
を
送
っ
て
み
ま
し

た
。」

（『
新
書
版 

向
山
洋
一
全
集
⑩
』

教
育
技
術
研
究
所
）

　
一
般
教
師
に
は
思
い
つ
か
な
い
発

想
の
数
々
。
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な

発
想
が
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
人
類
の
知
へ
の
ア
ク
セ
ス

「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」
に
対
し
て
の
メ

タ
知
識
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

　
そ
こ
で
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル

自
体
に
関
す
る
授
業
群
を
作
ろ
う
と

考
え
た
。

　
私
は
、
向
山
氏
の
功
績
で
な
に
よ

り
輝
か
し
い
の
は
、「
法
則
化
論
文
」

と
い
う
自
由
を
も
た
ら
し
た
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
。
「
追
試
可
能
な
論

文
と
は
何
か
」
を
探
る
向
山
氏
の
主

張
は
、
追
試
を
前
提
と
し
な
い
形
骸

化
し
た
教
育
文
化
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
過
去
の
教
育
の
世
界
で
は
、
大
学

か
ら
現
場
へ
情
報
が
下
知
さ
れ
る
こ

と
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
、

そ
れ
が
子
供
の
事
実
に
影
響
が
な
く

て
も
、
上
位
下
達
は
な
さ
れ
続
け
た
。

　
し
か
し
、
人
は
知
に
対
し
て
フ

ラ
ッ
ト
な
立
場
で
あ
る
こ
と
、
自
由

で
あ
る
こ
と
を
、
向
山
氏
は
法
則
化

論
文
で
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル
の
授
業

を
作
る

　
向
山
氏
は
著
作
の
中
で
た
び
た
び

「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル
」
に
つ
い

て
言
及
し
て
き
た
。

　
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル
と
は
、

「
本
」「
辞
書
」「
百
科
事
典
」「
新
聞
・

雑
誌
」
な
ど
、
調
べ
る
た
め
の
道
具

の
こ
と
で
あ
る
。

〇
図
書
館

「
図
書
館
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
、

そ
れ
を
利
用
す
る
、
活
用
す
る
と
い

う
こ
と
が
学
校
教
育
の
中
で
ほ
と
ん

ど
教
え
ら
れ
て
い
な
い
。」

TOSS授業技量検定

指　導　案

向山氏の 
見ている世界が 

見たい
私たちは知に対して自由だ。

神奈川県横浜市立秋葉小学校 

小
お

川
がわ

 幸
こう

一
いち
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T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
南み

な
み

舞ま
　い衣

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：谷岡聡美

P
T
A
会
費
の
法
的
な
扱
い
に
つ
い
て

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
費
か
ら
六
年
生
に

卒
業
記
念
品
を
渡
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
保
護
者

か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
入
っ
て
い
な
い
家

庭
の
児
童
に
も
渡
す
こ
と
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
費
に
つ
い
て
法
的
な
扱
い
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
自
体
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
入
っ
て
い
な
い
家
庭
の

児
童
に
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
準
備
し
た
卒
業
記

念
品
を
渡
す
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
「
渡
し
て
も
よ
い
」
と
決
定
し

た
の
で
あ
れ
ば
、
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
「
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
会
計
か
ら
支
出
す
る
」
こ
と
を
決
議

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
非
会
員
児
童

用
と
の
項
目
で
予
算
に
入
れ
る
の
が
原

則
で
す
。
ほ
か
に
、
予
算
の
卒
業
記
念

品
の
欄
に
卒
業
全
児
童
の
数
を
記
載
し
、

非
会
員
が
い
た
と
し
て
も
全
員
で
一
〇

〇
名
で
あ
っ
た
ら
、
単
価
×
１
０
０
名

と
い
う
数
式
を
入
れ
て
予
算
計
上
し
て
、

予
算
審
議
を
す
れ
ば
、
全
員
分
の
卒
業

記
念
品
を
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
や
は
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
入
っ
て
い
な
い
お

子
さ
ん
に
渡
す
こ
と
は
問
題
あ
る
」
と

い
う
意
見
の
方
が
強
い
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
計
か
ら
は
、
非

会
員
の
子
に
渡
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
場
合
、
担
任
や
管
理
職
が
個
人

で
支
出
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
不
平
等
の
問
題
が
生
じ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
単
価
を
非
会
員
の
保
護
者

に
伝
え
て
、
支
払
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
計
と
、
学
校
の
会
計
が
別

物
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
す
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

　

授
業
中
に
担
任
の
先
生
か
ら
子

供
に
対
し
て
不
適
切
な
発
言
が

あ
っ
た
と
保
護
者
か
ら
ク
レ
ー
ム

が
あ
り
ま
し
た
。
保
護
者
か
ら
、
事

実
確
認
を
し
て
文
書
と
し
て
出
す

よ
う
に
要
求
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
要
求
が
あ
っ
た
場
合
、
学

校
と
し
て
事
実
確
認
の
文
書
を
作

成
し
な
い
と
い
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
組
織
と
し
て
の
会
員
が
お

り
、
運
営
の
た
め
の
役
職
が
あ
っ
た
り
、

会
費
を
集
め
て
学
校
と
は
独
立
し
た
会

計
の
資
産
も
持
っ
た
り
し
て
い
る
、
完

全
に
独
立
し
た
団
体
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
支
出
も
学
校
で
は
な
く
、
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指
示口

に
二
画
付
け
足
し
て
で
き
る
漢
字
を
書
き

ま
す
。
一
つ
、
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

例
示例

え
ば
何
が
あ
り
ま
す
か
。（
田
ん
ぼ
の
田

な
ど
）

指
示こ

の
よ
う
に
、
口
に
二
画
付
け
足
し
て
で
き

る
漢
字
を
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
ノ
ー
ト
に

書
き
ま
し
ょ
う
。

目
安
を
示
す

一
つ
書
け
た
ら
一
年
生
レ
ベ
ル
。
二
つ
書
け

た
ら
二
年
生
レ
ベ
ル
で
す
。

板
書
さ
せ
る

で
は
、
一
番
多
く
書
け
た
子
に
、
黒
板
に
書

い
て
も
ら
い
ま
す
。
全
部
書
い
て
く
だ
さ
い
。

付
け
足
さ
せ
て
い
く

こ
れ
に
三
つ
付
け
足
せ
る
人
い
ま
す
か
。

（
三
つ
付
け
足
す
の
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
ら
、

二
つ
、
一
つ
と
減
ら
し
て
い
く
）

あ
お
る

（
出
尽
く
し
た
と
思
え
た
こ
ろ
）
歴
代
の
藤
橋

学
級
の
最
高
記
録
は
二
〇
個
で
し
た
け
ど
、
も

う
少
し
が
ん
ば
り
ま
す
か
。

向
山
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

向
山
実
践
は
「
一
番
多
く
書
け
た
子
が

板
書
す
る
」
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に

す
る
と
「
黒
板
に
出
る
子
」
が
少
な
く
な

る
か
ら
だ
。

（
中
略
）

八
個
通
過
し
た
人
が
、
二
、
三
人
ぐ
ら

い
の
時
に
発
す
る
の
で
あ
る
。
※

「
口
に
二
画
の
授
業
」
を
分
か
っ
た
つ
も
り
に

な
っ
て
い
た
。
正
確
な
追
試
を
し
た
い
。

この向山実践を追試追試しよう
～誰でもできる追試手順

子供熱中 教室激変！

「
口
に
二
画
の
授
業
」
は
、
あ
ま
り
に
有

名
で
あ
る
。

実
践
を
重
ね
て
い
く
中
で
、「
口
に
二

画
の
授
業
」
は
変
化
を
遂
げ
、
現
在
、
多

く
の
方
が
追
試
を
し
て
い
る
形
に
な
っ
た
。

「
例
示
」、「
目
安
を
示
す
」、「
逆
転
現
象

を
生
む
組
み
立
て
」、「
あ
お
り
方
」
等
々
、

子
供
た
ち
が
熱
中
す
る
技
術
の
宝
庫
で
あ

る
。
追
試
を
す
る
度
に
、
新
た
な
発
見
と

学
び
が
あ
る
。

学
生
時
代
か
ら
、
何
度
も
追
試
し
て
き

た
。
盛
り
上
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
一

度
も
な
い
。

し
か
し
、
正
確
に
追
試
で
き
る
教
師
は

一
割
だ
と
向
山
氏
は
言
う
。
※

※
『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
二
〇
一
〇
年
八
月
号
、
向
山
実
践
の
原

理
・
原
則
「
正
確
な
追
試
は
、
な
か
な
か
で
き
な
い
」

東
京
都
福
生
市
立
福
生
第
六
小
学
校

藤ふ
じ

橋は
し

研け
ん

子
供
を
熱
中
さ
せ
る
技
術
の
宝
庫
で
あ
る

「
口
に
二
画
の
授
業
」

正
確
に
追
試
で
き
る
教
師
は
、
一
割
し
か
い
な
い
。
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教
師
の
仕
事
が
面
白
い

何
割
か
の
教
え
子
は
、
卒
業
後
も
な
お
報
告
、
連
絡
、
相
談
を
よ
こ
す
。
初
任
者
時
代
の
教
え

子
も
い
ま
だ
に
来
訪
す
る
。
教
師
冥
利
に
尽
き
る
と
は
、
た
と
え
ば
こ
う
い
う
こ
と
だ
。

　
週
末
、
教
え
子
ふ
た
り
と
の
邂か

い

逅こ
う

に
恵
ま
れ

た
。二
人
と
も
二
校
目
、二
〇
代
後
半
に
出
逢
っ

た
生
徒
で
あ
っ
た
。
学
校
を
荒
れ
か
ら
立
て
直

す
べ
く
奮
闘
し
て
い
た
長
谷
川
の
学
級
学
年
の
、

あ
る
意
味
両
極
端
の
女
子
で
あ
る
。
ひ
と
り
か

ら
は
十
数
年
ぶ
り
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
。

◆
現
在
一
四
名
の
芸
能
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
し

て
お
り
、
ゆ
く
ゆ
く
は
今
の
会
社
の
代
表
を
受

け
継
ぐ
予
定
で
い
ま
す
。
人
と
人
と
の
お
仕
事

な
の
で
、
タ
レ
ン
ト
を
教
育
し
て
い
く
と
い
う

テ
ー
マ
に
日
々
悩
ま
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
授
業
と
は
ま
た
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

人
に
教
え
る
と
い
う
事
や
、
伝
え
る
事
の
難
し

さ
、
身
に
染
み
て
お
り
ま
す
。
た
ま
に
中
学
生

の
頃
を
思
い
出
し
て
、
先
生
大
変
だ
っ
た
だ
ろ

う
な
あ
…
と
思
い
ま
す
。
笑

　
も
し
先
生
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、参
加
し
た
い
で
す
。
先
生
も
お
忙
し
い
と
は

思
い
ま
す
が
、お
身
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
◆

　
ど
ん
な
生
徒
か
想
像
が
つ
く
だ
ろ
う
か
。
少

林
寺
拳
法
の
有
段
者
、
喧
嘩
の
め
っ
ぽ
う
強
い
、

と
に
か
く
目
立
つ
生
徒
で
あ
っ
た
。

◆
沢
山
語
り
た
い
で
す
。
笑

　
自
分
が
ま
さ
か
こ
ん
な
タ
レ
ン
ト
達
を
教
育

し
て
、
事
務
所
を
大
き
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
立
場
に
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
だ
ま
だ
駆
け
出
し
の
タ
レ
ン
ト
ば
か
り

で
す
が
、
タ
レ
ン
ト
が
仕
事
を
と
っ
て
こ
れ
た

り
、
な
に
か
を
成
し
遂
げ
た
り
す
る
と
、
凄
く

嬉
し
い
で
す
。
先
生
も
こ
う
い
っ
た
気
持
ち

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
今
に
な
り
、
気
付
き
ま
す
。

　
感
謝
で
す
。

　
道
は
外
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

以
上
に
今
は
や
る
気
で
満
ち
溢
れ
て
お
り
ま
す
。

笑　
そ
れ
は
中
学
生
の
頃
先
生
に
出
会
え
た
事
、

教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
今
も
心
に
あ
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
！
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！
◆

　
セ
ミ
ナ
ー
で
話
を
し
た
い
と
い
う
か
ら
快
諾

し
た
。

　
も
う
ひ
と
り
は
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
者
と
し

て
来
場
し
た
。
七
年
ぶ
り
に
参
加
し
た
、
と
い

う
。
と
に
か
く
頭
脳
明
晰
、
ピ
ア
ノ
の
名
手
、

繊
細
な
精
神
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
音
大
附
属

高
校
に
進
み
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
腕
を
磨
い

た
。
高
校
生
に
し
て
日
本
教
育
技
術
学
会
つ
く

ば
大
会
に
参
加
し
た
。
現
役
で
中
学
校
音
楽
教

師
に
合
格
し
た
が
、
数
年
働
い
て
退
職
し
た
。

今
は
学
童
で
管
理
職
を
し
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
う
い
う
こ
と
が
起
き
る
の
が
、
こ
の
仕
事

の
面
白
さ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
喜
び
と
感
動
が
、
疲
れ
た
心
身
に
染
み
渡
る

よ
う
だ
っ
た
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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谷
たに

和
かず

樹
き

で
き
な
い
。

し
か
し
、
所
見
の
材
料
を
普
段
か

ら
準
備
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

な
に
よ
り

「
何
時
間
で
書
け
る
の
か
」

と
い
う
こ
と
を
測
定
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

二
　
ル
ー
テ
ィ
ン
の
時
間
感
覚

次
の
よ
う
な
、
定
期
的
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
み

な
さ
ん
は
自
分
の
必
要
時
間
を
「
即

答
」
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

①
　
四
〇
人
分
の
通
信
簿
の
所
見

を
書
く
時
間

②
　
学
級
通
信
を
書
く
時
間

③
　
次
の
算
数
の
時
間
の
教
材
研

究
を
す
る
時
間

④
　
研
修
後
の
研
修
報
告
書
を
書

く
時
間

優
れ
た
教
師
は
、
こ
う
し
た
時
間

感
覚
も
ま
た
、
優
れ
て
い
る
。

（
つ
づ
く
）

か
け
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

パ
ソ
コ
ン
な
ど
な
い
時
代
で
あ
る
。

す
べ
て
手
書
き
だ
。

私
が
聞
い
た
話
で
は
、
向
山
氏
は

所
見
の
下
書
き
を
し
な
い
。
ペ
ン
を

持
っ
て
直
接
書
き
始
め
る
。

最
初
か
ら
次
々
に
書
い
て
い
き
、

全
員
分
を
書
き
終
わ
る
の
に
要
す
る

時
間
は
、

お
よ
そ
二
時
間

だ
と
い
う
。

所
見
に
書
く
材
料
は
「
教
務
必

携
」
に
記
録
し
て
あ
る
。
記
録
も
向

山
氏
独
特
の
方
式
で
あ
る
。

多
く
の
場
合
は
何
も
見
な
い
で
ど

ん
ど
ん
書
く
が
、
子
供
に
よ
っ
て
は

そ
の
記
録
を
参
照
す
る
。

こ
の
話
を
聞
い
て
か
ら
、
私
の

「
時
間
」
に
対
す
る
意
識
も
変
わ
っ

た
。向

山
氏
の
よ
う
に
は
、
も
ち
ろ
ん

一
　
で
き
る
教
師
の
時
間
感
覚

力
の
あ
る
教
師
は
様
々
な
時
間
を

明
確
に
意
識
し
て
い
る
。

そ
れ
は
時
に
は
秒
単
位
で
あ
り
、

と
き
に
は
数
か
月
か
ら
数
年
単
位
で

あ
る
。

仮
に
職
員
打
合
せ
が
終
わ
っ
て
、

授
業
が
始
ま
る
ま
で
に
一
分
あ
っ
た

と
す
る
。
そ
の
時
点
で
、
次
の
よ
う

に
考
え
る
。

職
員
室
か
ら
教
室
ま
で
二
五
秒
で

行
け
る
。
そ
の
前
に
、
印
刷
室
で

資
料
を
コ
ピ
ー
し
て
、
教
頭
の
机

に
置
こ
う
。

そ
こ
で
二
〇
秒
で
コ
ピ
ー
し
、
教

頭
の
机
に
置
く
と
、
教
室
に
は
授
業

開
始
の
一
〇
秒
以
上
前
に
入
れ
る
。

私
の
小
学
校
教
諭
時
代
の
毎
日
は
、

こ
う
し
た
「
秒
単
位
の
感
覚
」
の
連

続
だ
っ
た
。

向
山
氏
は
通
信
簿
の
所
見
を
ど
の

よ
う
に
書
く
か
、
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

所
見
の
内
容
も
極
め
て
描
写
的
で

あ
り
、
子
供
た
ち
に
響
く
言
葉
が
選

択
さ
れ
て
い
る
。

今
、
問
題
に
し
た
い
の
は
、
そ
う

し
た
質
の
高
い
所
見
を
全
員
分
書
く

の
に
、

向
山
氏
は
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を

授業のベーシックスキル10
「時間感覚」（３）
教師は確かに忙しい。しかし、
どこか涼しい顔で、人よりも
多くの仕事をこなす教師も確
かに存在する。１日24時間は
誰もが同じである。優れた教
師は優れた時間感覚をもって
いるのだ。

授業の
ベーシックスキル
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ぼ
く
は
、
彼
の
着
て
い
る
服
が
ぼ
く
と

同
じ
で
も
ほ
め
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。
そ

の
た
め
ジ
ー
パ
ン
を
は
い
て
行
っ
た
ほ
ど

だ
っ
た
。

（『
向
山
の
教
師
修
業
十
年
』
向
山
洋
一
著

　

学
芸
み
ら
い
社
）

　

こ
れ
は
、
教
師
と
子
供
が
「
同
じ
」
服
を
着

て
い
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
。「
同
じ
」
は
、

安
心
を
生
む
。「
同
じ
」は
仲
間
で
あ
る
。「
同
じ
」

は
、承
認
で
あ
る
。
さ
ら
に
、信
頼
に
つ
な
が
る
。

「
先
生
と
同
じ
」
を
意
図
的
に
つ
く
る
こ
と
で
、

子
供
と
の
信
頼
関
係
の
基
盤
を
つ
く
る
修
業
を

し
て
い
る
。

　

場
所
は
廊
下
や
校
庭
。
全
校
の
子
供
た
ち
と

出
会
う
。
様
々
な
学
年
の
や
ん
ち
ゃ
君
・
や
ん

ち
ゃ
さ
ん
と
も
出
会
う
。
修
業
の
宝
庫
。

　

自
分
か
ら
や
ん
ち
ゃ
君
に
近
づ
く
。

「
そ
の
服
の
色
、
先
生
と
同
じ
だ
ね
」

「
赤
色
、
好
き
で
す
か
」（
好
き
で
す
）

「
先
生
も
好
き
で
す
。
先
生
と
同
じ
だ
ね
」

「
赤
色
同
好
会
だ
な
！
」（
ニ
コ
ッ
）

　

次
に
会
っ
た
時
、「
赤
色
同
好
会
の
○
○
く

ん
！
」
と
言
う
。

　

サ
ッ
カ
ー
好
き
な
あ
の
子
に
近
づ
く
。

「
サ
ッ
カ
ー
好
き
で
す
か
」（
は
い
）

「
先
生
も
好
き
で
す
。
同
じ
だ
ね
」

　

再
び
会
っ
た
時
。

「
日
本
代
表
、
勝
ち
ま
し
た
ね
。
誰
が
好
き
で

す
か
。」（
○
○
選
手
で
す
）

「
○
○
選
手
で
す
か
！　

先
生
も
好
き
！
」

「
先
生
と
同
じ
だ
ね
！
」

「
サ
ッ
カ
ー
少
年
！　

ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
！
」

「
よ
っ
！　

将
来
の
日
本
代
表
！
」（
ニ
コ
ッ
）

　

子
供
の
好
み
が
分
か
ら
な
く
て
も
で
き
る
。

「
好
き
な
食
べ
物
は
何
で
す
か
」（
カ
レ
ー
で
す
）

「
先
生
も
カ
レ
ー
が
好
き
で
す
。
同
じ
だ
ね
」

「
具
材
は
何
が
い
い
で
す
か
」（
シ
ー
フ
ー
ド

で
す
）

「
先
生
も
シ
ー
フ
ー
ド
派
！　

同
じ
だ
ね
」

「
シ
ー
フ
ー
ド
カ
レ
ー
同
盟
だ
ね
」

　

以
上
の
よ
う
に
、
毎
日
、
全
校
の
子
供
と
の

信
頼
関
係
の
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
も
、
楽
し
い
。
次
の
年
度
に
、
自
分
の
学

級
に
な
る
子
供
た
ち
も
い
る
。
教
室
で
、
子
供

た
ち
と
出
会
う
前
か
ら
、「
先
生
と
同
じ
」
な

の
で
あ
る
。
黄
金
の
三
日
間
の
出
会
い
が
特
別

の
も
の
に
な
る
。
初
日
か
ら
、
子
供
た
ち
は
、

教
師
に
信
頼
の
眼
差
し
を
向
け
る
だ
ろ
う
。

　
子
供
と
の
信
頼
関
係
の
基
盤
づ
く
り

│
廊
下
や
校
庭
は
修
業
の
宝
庫

向
山
洋
一
氏
実
践
「
ジ
ー
パ
ン
を
は
い
て
行
く
」
こ
の
実
践
か
ら
「
同
じ
」
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。「
同
じ
」

を
意
図
的
に
つ
く
り
出
す
。
そ
の
先
に
待
っ
て
い
る
の
は
、
子
供
と
の
信
頼
関
係
の
基
盤
だ
。

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

私の
教師道

岐
阜
県
岐
阜
市
立
黒
野
小
学
校

小こ

井い

戸ど

政ま
さ

宏ひ
ろ
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１　

受
容
的
な
再
読

　

ど
ん
な
と
き
に
再
読
す
る
の
か
。

　

一
つ
に
は
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
ギ
タ
ー
の
調
弦
の
よ
う
な
も
の
。
読
む

感
覚
や
発
想
法
の
ズ
レ
を
元
の
状
態
に
戻
す
。
そ

の
た
め
読
み
終
わ
っ
た
段
階
を
大
切
に
す
る
。
す

ぐ
そ
の
世
界
に
戻
れ
る
よ
う
、
本
の
見
返
し
や
目

次
欄
を
使
っ
て
見
取
り
図
を
作
っ
て
お
く
。

　

こ
れ
は
受
容
的
な
再
読
。

２　

積
極
的
な
再
読

　

も
う
一
つ
は
積
極
的
な
再
読
。
自
分
用
の
本
に

「
再
構
築
」
す
る
読
み
方
で
あ
る
。

　

こ
の
方
法
は
本
書
の
提
案
を
参
考
に
し
た
。
つ

ま
り
、
選
ん
だ
本
に
自
分
だ
け
の
「
文
脈
」
を
加

え
る
の
で
あ
る
。『
向
山
の
教
師
修
業
十
年
（
学
芸

み
ら
い
社
）』
を
「
経
営
」
の
文
脈
で
読
む
の
で
あ

る
。
新
卒
時
の
実
践
か
ら
関
連
事
項
を
書
き
出
し

て
い
く
。

①　

根
本
を
変
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。（
四

三
頁
）

②　

新
卒
の
頃
か
ら
、
分
掌
の
仕
事
も
研
究

授
業
も
学
校
全
体
の
教
育
の
状
況
を
考
え

突
っ
込
ん
で
考
え
て
い
た
。（
一
二
九
頁
）

③　

学
校
経
営
の
目
を
も
っ
て
学
級
経
営
に

当
た
る
（
二
八
五
頁
）

④　

教
育
活
動
が
個
人
的
な
形
で
だ
け
で
終

わ
っ
て
は
い
け
な
い
。
教
育
課
程
は
学
校

で
編
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
真
に
実

体
化
し
た
と
き
、
学
校
は
も
っ
と
も
す
ぐ

れ
た
教
育
作
用
を
も
つ
。

⑤　

教
師
の
世
界
に
、
教
師
自
身
の
教
育
が

不
在
な
の
で
あ
る
。

⑥　

地
域
に
根
差
し
た
教
育
―
ぼ
く
は
森
ヶ

崎
が
好
き
だ
。
自
分
の
父
母
の
職
業
を
恥

ず
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
の
は
一
体
な
ん

な
の
だ
。（
一
二
八
頁
）

⑦　

真
の
思
想
は
事
実
の
中
で
こ
そ
語
る
べ

き
だ
。（
一
七
三
頁
）

⑧　

学
校
に
温
存
さ
れ
て
い
る
優
等
生
中
心

の
シ
ス
テ
ム
を
一
つ
一
つ
変
え
て
い
く
努

力
を
し
た
。（
一
三
七
頁
）

⑨　

基
本
の
上
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
応
用
を

積
み
重
ね
て
い
く
。（
五
四
頁
）

⑩　

す
ぐ
れ
た
教
育
実
践
の
創
造
は
教
師
の

努
力
の
歴
史
的
総
和
な
の
で
あ
る
。
す
べ

て
の
教
師
に
課
せ
ら
れ
た
共
通
の
課
題
な

の
で
あ
る
。

　

書
き
出
し
の
作
業
を
続
け
て
い
て
見
え
て
く
る

も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
学
校
の
課
題
で
あ
り
、

授
業
の
様
相
で
あ
り
、
学
級
や
教
師
集
団
の
現
実

で
あ
る
。

　

す
べ
て
の
教
職
員
が
当
事
者
な
の
だ
。

　

こ
れ
で
先
が
見
え
た
。
経
営
の
目
で
自
分
の
担

当
、
学
級
を
組
み
立
て
て
い
く
。

積
極
的
再
読
法
の
ス
ス
メ

自
分
だ
け
の
文
脈
を
加
え
、
本
を
再
構
築
す
る
。

『再読だけが創造的な
読書術である』
（永田希著　筑摩書房）

吉よ
し

永な
が

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本

『向山の教師修業十
年』（向山洋一著　
学芸みらい社）
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　
A

」

Q 雰
囲
気
が
良
く
な
い
と
き
が
あ
っ
て
当
然
と
い

う
教
師
の
心
構
え
が
教
室
を
明
る
く
す
る

余
裕
を
も
っ
た
学
級
経
営
を
。

と
な
い
時
が
あ
り
、
学
校
に
行
き
た
い
日
と
行

き
た
く
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
普
通
だ

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
な
い
と
、
子
供
た

ち
は
自
発
的
に
良
く
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
常
に
ギ

チ
ギ
チ
や
ら
れ
た
ら
嫌
に
な
る
。
子
供
た
ち
相

手
に
徹
底
し
て
詰
め
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
必
要

な
い
と
思
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
私
は
し
ま
せ

ん
。
本
当
に
詰
め
る
の
は
、
子
供
が
自
分
自
身

や
周
囲
を
傷
つ
け
て
い
る
時
だ
け
で
す
。

３　

時
に
怠
け
る
の
は
当
た
り
前

　

努
力
す
る
の
も
生
ま
れ
つ
き
の
才
能
と
言
い

ま
す
ね
。
ほ
と
ん
ど
の
人
間
に
と
っ
て
、
時
に

怠
け
る
の
は
当
た
り
前
で
す
。
努
力
し
た
く
て

も
で
き
な
い
子
供
た
ち
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し

ま
す
。

　

ず
っ
と
怠
け
て
い
る
の
な
ら
、
声
の
ひ
と
つ

も
か
け
ま
す
。
し
か
し
、
何
日
か
頑
張
っ
た
後

に
ダ
ラ
ッ
と
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、「
こ
の

子
は
今
、
休
憩
し
て
る
ん
だ
な
」
と
か
、「
こ

の
充
電
が
こ
の
子
に
と
っ
て
必
要
な
ん
だ
な
」

と
捉
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
余
裕
が
な
い
か
ら
、

子
供
が
追
い
詰
め
ら
れ
、
キ
ツ
キ
ツ
に
な
っ
て
、

「
な
ん
だ
こ
の
ク
ソ
バ
バ
ア
」
と
か
「
ク
ソ
ジ

ジ
イ
」
と
か
言
い
始
め
る
の
で
す
。

ば
、四
五
分
ぐ
ら
い
で
終
え
て
、あ
と
は
ス
ピ
ー

チ
等
楽
し
い
こ
と
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

２　

正
義
は
休
み
休
み
言
え

　

あ
ま
り
真
面
目
す
ぎ
て
も
い
け
な
い
と
考
え

ま
す
。「
正
義
は
休
み
休
み
言
え
」
と
い
う
話

で
す
。
全
部
き
っ
ち
り
や
ら
せ
よ
う
と
す
る
と
、

子
供
は
つ
い
て
行
き
た
く
と
も
つ
い
て
行
け
な

く
な
る
の
で
す
。
一
人
一
人
が
ど
の
く
ら
い
の

認
知
力
で
。
い
か
な
る
形
で
相
手
の
話
を
受
け

取
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
く
ら
い
解
釈
が
曲
が

る
の
か
。
あ
る
い
は
ど
こ
に
価
値
を
置
い
て
る

の
か
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
分
か
っ
て
な
い
と
、

三
〇
人
四
〇
人
を
統
率
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
時
々
で
体
調
も
違
い
ま

す
し
、
気
分
も
異
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
い
つ

も
同
じ
レ
ベ
ル
を
求
め
る
方
が
お
か
し
い
の
で

す
。
で
き
な
い
時
が
あ
っ
て
普
通
な
の
で
す
。

我
々
大
人
も
そ
う
で
す
よ
ね
。
勢
い
が
あ
る
時

授
業
中
に
、
い
つ
も
と
は
違
う
雰
囲
気

を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
雰
囲
気

が
良
く
な
い
時
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
ま
す
か
？

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立

吉
見
中
学
校

１　

良
い
塩あ
ん

梅ば
い

で

　

部
活
の
大
会
期
間
中
や
大
会
前
で
詰
め

て
練
習
し
て
い
る
時
な
ど
、
生
徒
の
疲
れ
が
如

実
に
表
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
時
の
教
室
は
重
い

空
気
に
包
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
供
た

ち
の
学
習
に
勢
い
が
な
い
と
思
う
と
き
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
時
は
、「
活
動
を
増
や
す
」「
説
明

を
減
ら
す
」「
協
働
的
な
学
び
を
増
や
す
」
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
更
に
五
〇
分
授
業
で
あ
れ

A

動画
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向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

キ
ャ
リ
ア
形
成
、
後
半
戦
が
勝
負

約
五
〇
の
小
中
学
校
、
幼
稚
園
を
担
当
。

　

指
導
主
事
二
年
目
、
四
〇
歳
の
時
に
幼
稚

園
担
当
に
な
っ
た
。
幼
児
教
育
は
未
経
験
。

小
学
校
の
教
務
主
任
時
代
に
、
併
設
幼
稚
園

主
任
と
連
携
し
て
行
事
調
整
す
る
た
め
に
、

時
々
、
幼
稚
園
を
訪
ね
て
参
観
し
た
程
度
。

　

文
京
区
は
、
東
大
そ
ば
の
第
一
幼
稚
園
は

じ
め
、
名
門
幼
稚
園
を
多
数
有
す
る
。
お
茶

の
水
女
子
大
付
属
幼
稚
園
や
日
本
女
子
大
付

属
幼
稚
園
な
ど
と
競
合
し
、
我
が
国
の
幼
児

教
育
を
先
導
し
て
き
た
。
公
立
一
四
園
の
中

か
ら
、
全
国
幼
稚
園
長
会
長
も
多
数
輩
出
し

て
き
て
い
る
。

　

幼
稚
園
担
当
の
主
た
る
担
当
業
務
は
、
幼

稚
園
長
研
修
会
、
幼
稚
園
教
頭
・
主
任
研
修

会
は
じ
め
、
各
園
の
研
究
や
実
践
の
指
導
助

言
。
幼
児
教
育
は
未
経
験
で
あ
る
が
、
全
幼

稚
園
に
出
か
け
、
午
前
中
の
保
育
を
参
観
し

て
、
園
内
研
修
で
保
育
実
践
分
析
と
研
究

で
周
年
行
事
実
行
委
員
長
。
三
〇
代
前
半
の

私
は
、
毎
年
校
務
分
掌
が
変
わ
っ
た
。
パ
ソ

コ
ン
の
な
い
時
代
、
前
任
者
の
残
し
た
わ
ず

か
な
資
料
を
手
掛
か
り
に
、
新
し
い
仕
事
を

覚
え
る
。
十
月
ま
で
は
、
業
務
を
遂
行
す
る

の
に
精
一
杯
。

　

し
か
し
、
後
半
期
に
入
る
今
頃
か
ら
は
余

裕
も
で
き
て
、
自
分
な
り
の
ペ
ー
ス
で
仕
事

を
回
せ
る
よ
う
に
な
る
。

　

若
い
時
代
の
様
々
な
業
務
の
蓄
積
が
後
の

仕
事
に
生
き
て
く
る
。
天
が
後
世
の
「
仕
事
」

を
予
見
し
た
よ
う
に
、
若
い
時
代
の
苦
労
を

仕
掛
け
る
。
先
人
た
ち
は
、「
若
い
と
き
の

苦
労
は
買
っ
て
で
も
し
な
さ
い
」
と
い
う
教

訓
を
残
し
た
。
若
い
時
代
の
苦
労
は
、
や
が

て
そ
れ
ぞ
れ
に
一
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
。

二　

未
経
験
の
業
務
で
の
学
び

　

文
京
区
教
育
委
員
会
。
指
導
主
事
三
名
で
、

一　

若
い
時
代
の
苦
労

　

曼
珠
沙
華
は
忽
然
と
し
て
姿
を
現
す
。
自

宅
そ
ば
の
旧
街
道
沿
い
の
入
会
地
。
九
基
の

庚
申
塚
を
囲
み
、
赤
い
花
が
秋
霖
に
揺
れ
る
。

暑
い
夏
は
逝
き
、
彼
岸
を
過
ぎ
て
日
暮
れ
も

早
く
な
る
。

　

白
露
の
候
、
職
場
を
退
出
す
る
頃
は
、
陽

の
勢
い
も
失
せ
て
い
る
。
暗
く
な
る
道
を
、

保
育
所
に
子
供
を
引
き
取
り
に
行
く
若
い
親
。

気
が
急
い
て
、
帰
り
道
も
早
足
に
な
る
。

　

今
年
度
も
、
折
り
返
し
点
を
過
ぎ
た
。
昇

任
や
異
動
で
初
め
て
担
当
し
た
業
務
を
必
死

で
こ
な
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
の
、
残
り
期

間
が
本
番
だ
。
前
例
踏
襲
を
改
善
し
、
成
果

を
上
げ
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
半
年
間
だ
。

　

三
〇
歳
で
特
別
活
動
主
任
、
三
一
歳
で
生

活
指
導
主
任
、
三
二
歳
で
教
務
主
任
、
三
三

歳
で
東
京
都
教
育
研
究
所
へ
派
遣
、
三
四
歳

の

新
時
代

66
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学
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が
早
く
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

お
よ
そ
、
ど
ん
な
仕
事
で
も
、「
飲
み
込

み
方
」
が
分
か
る
と
、
早
め
に
本
格
始
動
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
若
い
時
代
に
は
、
六
か

月
間
か
か
っ
て
い
た
「
飲
み
込
み
期
間
」
も
、

や
が
て
「
三
か
月
間
」「
二
か
月
間
」
に
な
る
。

　

だ
が
、
立
場
が
重
く
な
る
に
つ
れ
て
、
世

間
は
、
猶
予
期
間
を
お
い
て
く
れ
な
く
な
る
。

　

一
九
九
八
年
四
月
十
三
日
㈪
の
品
川
区
議

会
文
教
委
員
会
。
古
参
の
与
党
議
員
か
ら
の

質
問
。
あ
る
学
校
で
の
事
案
だ
っ
た
。

　

私
は
事
実
関
係
の
把
握
が
不
十
分
で
、
適

切
な
回
答
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
古
参
議

員
か
ら
「
指
導
課
長
は
何
を
や
っ
て
い
る
の

だ
」
と
、
衆
目
の
中
で
叱
責
さ
れ
た
。
ま
だ
、

品
川
区
へ
の
赴
任
九
日
目
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
そ
の
議
員
と
は
親
し
く
な
り
酒

を
飲
み
交
わ
す
ま
で
に
な
っ
た
が
、
痛
い
先

制
パ
ン
チ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
、
後

の
さ
ら
に
重
い
立
場
へ
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に

つ
な
が
っ
た
。
若
い
時
代
の
苦
労
に
、
無
駄

は
な
い
。

　

今
年
度
も
後
半
戦
に
な
っ
た
。
職
能
向
上

が
で
き
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

の
今
後
の
精
進
に
か
か
っ
て
い
る
。

学
級
の
体
育
や
給
食
、
特
別
活
動
で
担
当
、

聴
覚
障
害
児
童
二
名
を
学
級
担
任
し
た
程
度
。

　

前
任
者
か
ら
引
き
継
い
で
、
四
月
早
々
に

は
、
心
身
障
害
学
級
の
事
業
説
明
会
を
実
施
。

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
心
身
障
害
教
育
の

専
門
家
。
知
っ
た
か
ぶ
り
を
せ
ず
、
教
え
を

う
け
な
が
ら
心
身
障
害
学
級
の
教
育
課
程
管

理
や
連
合
行
事
な
ど
の
業
務
に
当
た
っ
た
。

　

通
常
の
学
級
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス
で
の
重

度
の
児
童
の
入
学
を
相
談
す
る
就
学
指
導
委

員
会
運
営
の
難
し
さ
な
ど
を
経
験
し
た
。
委

員
会
終
了
後
、
学
務
課
の
心
身
障
害
教
育
担

当
係
長
や
相
談
員
の
元
支
援
学
校
長
な
ど
と
、

反
省
会
を
も
っ
た
こ
と
な
ど
で
特
別
支
援
教

育
の
知
見
を
深
め
る
機
会
に
な
っ
た
。
こ
れ

ら
の
経
験
が
、
後
に
品
川
区
教
育
委
員
会
指

導
課
長
と
し
て
の
全
盲
児
童
の
通
常
学
級
へ

の
就
学
を
め
ぐ
っ
て
の
対
応
に
生
き
た
。「
差

別
者
、
向
山
指
導
課
長
」
の
ビ
ラ
に
も
動
じ

な
か
っ
た
の
は
、
多
少
で
も
若
い
時
代
の

キ
ャ
リ
ア
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

三　
﹁
飲
み
込
み
期
間
﹂
の
短
縮

　

若
い
時
代
に
、
様
々
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
の

修
羅
場
を
く
ぐ
る
と
、「
仕
事
の
飲
み
込
み
」

テ
ー
マ
に
基
づ
く
話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

義
務
制
の
学
校
で
の
授
業
記
録
と
授
業
分

析
は
、
あ
る
程
度
で
き
る
。
し
か
し
、
園
児

た
ち
が
自
由
に
遊
び
回
る
「
環
境
を
通
し
て

の
保
育
」。
授
業
記
録
は
、
そ
う
そ
う
簡
単

に
は
で
き
な
い
。
東
京
都
教
育
委
員
会
の
幼

児
担
当
指
導
主
事
に
張
り
付
い
て
保
育
観
察

し
、
よ
う
や
く
自
分
な
り
に
授
業
記
録
を
と

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

四
二
歳
秋
、
第
一
幼
稚
園
の
研
究
発
表
会
。

会
場
に
は
講
師
の
前
文
科
省
幼
児
担
当
教
科

調
査
官
、
大
御
所
の
Ａ
園
長
は
じ
め
歴
代
園

長
、
区
内
外
園
長
等
。
そ
の
会
場
で
担
当
指

導
主
事
と
し
て
短
時
間
の
講
評
を
行
う
。
冷

や
汗
も
の
で
あ
る
。

　

二
年
間
の
幼
稚
園
担
当
で
、
幼
児
教
育
の

重
要
性
、
就
学
前
教
育
か
ら
小
学
校
へ
の
接

続
の
視
点
な
ど
を
学
ん
だ
。
こ
の
経
験
が
後

年
の
兼
任
の
泰
明
幼
稚
園
長
と
し
て
の
業
務
、

中
教
審
の
保
幼
小
学
校
接
続
部
会
委
員
と
し

て
の
仕
事
に
生
き
た
。

　

指
導
主
事
五
年
目
で
、
心
身
障
害
教
育

︵
当
時
︶
担
当
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
交

流
学
習
と
し
て
知
的
障
害
の
児
童
二
名
を
自
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に
な
っ
た
。
彼
女
の
気
性
に
合
っ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
、
支
社
で
も
有
数
の
成
績
を
上
げ
、

周
り
か
ら
も
頼
り
に
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。

仕
事
で
家
を
空
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
、
後

年
、「
子
供
た
ち
に
寂
し
い
思
い
を
さ
せ
た
」

と
涙
な
が
ら
に
語
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

他
人
に
負
け
る
の
が
嫌
い
で
、
何
事
に
も

全
力
で
頑
張
り
、
自
分
の
意
思
を
貫
き
通
す

強
さ
が
あ
っ
た
。
こ
の
強
さ
は
、
気
弱
な
Ｎ

教
授
に
は
決
し
て
ま
ね
が
で
き
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

長
年
、
夫
の
認
知
症
の
介
護
を
し
見
送
っ

た
が
、
今
は
、
自
分
が
認
知
症
に
な
り
、
入

院
中
で
あ
る
。
子
供
の
顔
を
忘
れ
る
こ
と
も

多
く
な
っ
て
き
た
。
若
い
こ
ろ
の
気
性
の
荒

さ
は
な
く
な
り
、
穏
や
か
な
顔
立
ち
に
な
っ

て
い
る
。

　

Ｔ
子
さ
ん
は
、
小
さ
い
こ
ろ
、
目
が
ク
リ

ク
リ
っ
と
し
て
い
て
、「
ペ
コ
ち
ゃ
ん
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
不
二
家
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
ペ
コ
ち
ゃ
ん
で
あ
る
。
そ
う
い
え
ば
、
年

格
好
が
想
像
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

父
親
の
性
質
を
継
い
だ
の
だ
ろ
う
。
小
さ

二　

Ｔ
子
さ
ん

が
決
め
た
婚
姻
で
、
顔
は
知
っ
て
い
た
が
、

結
婚
す
る
ま
で
話
を
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た

そ
う
で
あ
る
。

　

夫
は
、
貧
し
い
農
家
の
三
男
で
、
非
常
に

ま
じ
め
な
公
務
員
で
あ
っ
た
。
近
所
の
人
の

話
に
よ
る
と
、
彼
が
仕
事
を
終
わ
り
家
に
帰

る
姿
を
見
れ
ば
、
時
計
を
見
な
く
て
も
時
刻

が
分
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
実
直
な
性

格
で
あ
っ
た
。

　

二
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
た
が
、
公
務
員
の

薄
給
で
生
活
は
厳
し
く
、
Ｔ
女
史
が
洋
裁
の

腕
を
生
か
し
て
近
所
の
人
た
ち
の
服
を
作
り
、

家
計
を
支
え
た
。

　

そ
の
後
、
Ｔ
女
史
は
、
持
ち
前
の
明
る
さ

と
押
し
の
強
さ
を
か
わ
れ
て
、
日
本
生
命
の

外
交
員
、
い
わ
ゆ
る
、
日
生
の
お
ば
ち
ゃ
ん

　

Ｔ
女
史
の
母
親
は
、親
戚
一
同
か
ら
、マ
ッ

カ
ー
サ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
あ
の
G
H
Q

最
高
司
令
官
に
な
ぞ
ら
え
て
で
あ
る
。
Ｔ
女

史
は
そ
の
長
女
で
、
母
に
輪
を
か
け
た
し
っ

か
り
者
と
い
わ
れ
て
い
た
。

　

Ｔ
女
史
は
、
戦
後
の
教
育
制
度
改
革
に
よ

り
誕
生
し
た
新
制
中
学
校
の
第
一
期
生
で

あ
っ
た
。
と
て
も
頭
の
切
れ
る
お
ま
せ
な
子

供
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
当
時
の
大
阪
の
田
舎

町
で
は
、
女
性
が
高
校
に
進
学
す
る
こ
と
は

ま
れ
で
、
Ｔ
女
史
も
中
学
校
卒
業
後
は
、
家

の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
裁
縫
学
校
に
通
っ
た
。

　

そ
し
て
、
一
九
歳
に
な
っ
た
と
き
、
五
歳

年
上
の
親
戚
の
男
性
と
結
婚
し
た
。
親
同
士

一　

Ｔ
女
史

Ｎ
教
授
を
巡
る
三
人
の
女
性

愛
情
の
恩
返
し
。
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た
め
に
尽
く
し
、
ど
ん
な
状
況
で
も
、
明
る

く
、
前
向
き
で
、
苦
労
を
い
と
わ
な
い
姿
を

見
て
、
Ｎ
教
授
は
、
到
底
自
分
は
そ
の
よ
う

な
生
き
方
は
で
き
な
い
と
尊
敬
の
ま
な
ざ
し

で
見
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

こ
の
三
人
の
女
性
の
人
生
と
交
わ
っ
た
お

か
げ
で
、
Ｎ
教
授
の
今
日
が
あ
る
と
い
え
る
。

無
為
自
然
で
の
ん
き
な
Ｎ
教
授
は
、
こ
の
上

な
い
幸
せ
者
だ
と
自
覚
し
て
い
る
。

　

Ｎ
教
授
は
、
こ
の
三
人
の
女
性
か
ら
も

ら
っ
た
「
愛
情
」
と
い
う
ご
恩
を
三
人
に
お

返
し
す
る
こ
と
が
、
残
り
の
自
分
の
人
生
の

最
大
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
る
。
で
も
、
お

返
し
は
到
底
仕
切
れ
な
い
の
で
、
恩
返
し
の

お
す
そ
分
け
の
意
味
も
込
め
て
、
大
学
で
接

す
る
将
来
あ
る
学
生
た
ち
に
、
労
を
惜
し
ま

ず
尽
く

さ
な
い

と
い
け

な
い
と

思
っ
て

い
る
。

四　

愛
情
の
恩
返
し

の
印
刷
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
支

え
る
妻
︵
Ｉ
子
さ
ん
の
母
︶
が
よ
く
尽
く
し
、

偉
か
っ
た
。
そ
し
て
、
す
べ
て
を
包
み
込
む

よ
う
な
や
さ
し
い
性
格
だ
っ
た
。

　

Ｉ
子
さ
ん
は
そ
の
二
人
の
気
性
を
引
き
継

ぎ
、
誰
と
も
分
け
隔
て
な
く
お
付
き
合
い
す

る
大
変
社
交
的
な
性
格
で
あ
る
と
と
も
に
、

女
な
が
ら
で
あ
る
が
、
と
て
も
さ
っ
ぱ
り
し

た
男
前
な
性
格
で
あ
る
。

　

高
卒
で
就
職
し
た
お
役
所
で
、
職
場
結
婚

し
、
そ
し
て
、
四
人
の
男
の
子
に
恵
ま
れ
た
。

狭
い
官
舎
で
あ
る
。
一
つ
の
部
屋
に
二
段

ベ
ッ
ド
を
二
つ
入
れ
込
み
、
文
字
通
り
重
な

り
合
っ
て
生
活
し
て
い
た
。
子
供
た
ち
は
非

常
に
元
気
で
、
ふ
す
ま
は
破
れ
放
題
。
ふ
す

ま
の
桟
も
な
く
な
り
、
隣
の
部
屋
が
丸
見
え

で
あ
っ
た
。
子
供
が
小
さ
い
頃
は
、
Ｉ
子
さ

ん
は
食
事
を
座
っ
て
取
っ
た
記
憶
が
な
い
と

言
っ
て
い
た
。

　

夫
は
仕
事
が
忙
し
く
、
家
に
戻
る
の
が
深

夜
と
い
う
こ
と
も
多
く
、
家
事
、
子
育
て
の

負
担
は
す
べ
て
Ｉ
子
さ
ん
に
の
し
か
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
や
ん
ち
ゃ
な
四
人
の
息
子

を
立
派
に
育
て
上
げ
た
。

　

若
い
こ
ろ
か
ら
自
分
の
時
間
な
く
家
族
の

い
時
か
ら
、
お
と
な
し
く
、
わ
が
ま
ま
勝
手

な
兄
の
言
う
こ
と
も
よ
く
聞
く
い
い
子
だ
っ

た
。

　

学
校
の
成
績
も
そ
こ
そ
こ
よ
く
、
大
学
を

卒
業
後
は
、
病
院
の
事
務
職
と
し
て
就
職
し

た
。
地
元
で
お
見
合
い
な
ど
も
し
た
が
、
縁

が
な
く
、
今
も
独
身
で
あ
る
。
兄
が
早
く
に

親
元
を
離
れ
た
の
で
、
両
親
も
近
く
に
置
い

て
お
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

地
元
で
ず
っ
と
両
親
と
過
ご
し
、
今
は
、

認
知
症
の
母
の
面
倒
を
み
て
い
る
。
そ
う
い

う
生
活
に
不
満
一
つ
言
う
こ
と
も
な
く
生
き

て
い
る
。

　

こ
の
世
に
天
使
が
い
る
と
し
た
ら
、
Ｔ
子

さ
ん
の
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
と
、
Ｎ
教
授

は
常
々
思
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
子
さ
ん
の
父
親
は
、
典
型
的
な
江
戸
っ

子
で
あ
る
。
お
祭
り
好
き
で
、
お
人
よ
し
、

お
酒
が
大
好
き
。
父
か
ら
相
続
し
た
そ
れ
な

り
に
大
き
な
印
刷
工
場
︵
ま
さ
に
「
男
は
つ

ら
い
よ
」
の
タ
コ
社
長
の
工
場
の
様
な
︶
を

食
い
つ
ぶ
し
、
自
宅
で
お
な
じ
み
さ
ん
相
手

三　

Ｉ
子
さ
ん

イラスト：水川　勝利
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向
山
論
文

星ほ
し

野の

裕ゆ
う

二じ

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
大
玉
校
指
導
者

…
…
前
略
…
…

「
質
問
」
と
「
回
答
」
と
い
う
の
は
、
教

師
が
授
業
を
す
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
重

要
な
方
法
な
の
で
あ
る
。

「
文
化
の
伝
達
・
授
業
」
の
中
心
的
方
法

な
の
で
あ
る
。

「
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
る
う
ち
の
一

つ
」
な
の
で
は
な
い
。

　

こ
れ
こ
そ
「
基
本
中
の
基
本
だ
」
と
言

え
る
く
ら
い
の
基
本
な
の
で
あ
る
。

　

人
類
は
「
質
問
と
回
答
」
に
よ
っ
て
、

は
る
か
昔
か
ら
文
化
を
創
り
あ
げ
て
き
た
。

　

何
百
年
、
何
千
年
の
歴
史
を
も
っ
た
、

試
さ
れ
ず
み
の
方
法
な
の
で
あ
る
。

…
…
中
略
１
…
…

「
問
い
」
を
発
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
本

来
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
あ
る
「
何
を

聞
い
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
」
こ
と
が
あ

る
か
ら
だ
。

　

授
業
の
時
の
「
発
問
」
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
は
熱
中
も
す
る
し
、
反
対
に
騒

乱
状
態
に
も
な
る
。

…
…
中
略
２
…
…

　

外
国
で
話
す
と
き
、
授
業
の
時
の
主
発

問
、
こ
れ
は
「
簡
単
・
明
瞭
」
な
の
が
い
い
。

　

し
か
し
、
時
に
は
「
く
わ
し
い
」
こ
と

が
い
い
場
合
も
あ
る
。

　

例
え
ば
「
現
在
最
も
有
力
な
環
境
の
授

業
は
何
か
」
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
と
し

よ
う
。

　

そ
う
し
た
時
私
は
「
貴
方
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
で
す
か
」
と
聞
く
こ
と

に
し
て
い
る
。

　

こ
う
聞
き
返
す
こ
と
で
「
発
問
」
を
よ

　

一
九
九
四
年
、
大
み
そ
か
の
夜
。

　

電
話
の
ベ
ル
が
鳴
り
、
母
が
出
た
。

「
裕
二
、
向
山
と
い
う
人
か
ら
電
話
だ
よ
」
と

い
う
声
。

　

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
受
話
器
を
耳
に
当
て
る
。

受
話
器
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
の
は
、
間
違
い
な

く
向
山
先
生
の
声
。

　

腕
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
か
と
思
う
く
ら
い
緊

張
で
固
ま
る
私
。

　

受
話
器
の
向
こ
う
か
ら
向
山
先
生
の
優
し
い

声
が
聞
こ
え
る
。

「
も
し
も
し
、
星
野
君
。
福
島
で
が
ん
ば
っ
て

い
る
ん
だ
っ
て
ね
え
。
星
野
君
は
全
国
事
務
局

ま
だ
持
っ
て
い
な
か
っ
た
ね
え
。
Ｑ
Ａ
全
国
事

務
局
な
ん
て
や
っ
て
み
な
い
か
い
」

　

法
則
化
サ
ー
ク
ル
「
オ
ッ
ト
ど
っ
こ
い
」（
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
福
島
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
前
身
）
を
結
成

し
て
九
年
目
の
冬
だ
っ
た
。

　

向
山
氏
か
ら
の
直
々
の
オ
フ
ァ
ー
で
あ
る
。

　

断
る
理
由
は
な
い
。

「
ぜ
ひ
、
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
！
」

　

即
座
に
私
は
答
え
た
（
と
思
う
。
緊
張
で
よ

く
覚
え
て
い
な
い
の
だ
）。

　

そ
の
時
の
向
山
氏
か
ら
の
指
示
で
、
今
も

は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
こ
と
が
、
い
く
つ
か

向山洋一が教育界に創ってきたもの

向
山
洋
一
氏
が
創
っ
た
Ｑ
・
Ａ
文
化
の
し
く
み

教
育
界
に
な
か
っ
た
「
問
い
と
答
え
」
に
よ
る
教
育
文
化
の
創
出
の
提
案
。
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あ
る
。

　

一
つ
は
、

「
問
い
方
が
大
切
な
の
だ
。
問
い
の
文
化
を
つ

く
る
の
だ
」

と
い
う
こ
と
。
向
山
氏
は
、教
師
の
世
界
に
「
問

い
の
文
化
」
を
創
り
出
し
た
か
っ
た
の
だ
と
思

う
。

　

そ
し
て
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
、次
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

「
浅
草
に
梅
干
し
一
個
で
三
百
年
続
い
て
い
る

老
舗
が
あ
る
。
新
し
い
も
の
好
き
の
浅
草
人
を

相
手
に
で
あ
る
」

　

つ
ま
り
、「
問
い
の
形
を
様
々
つ
く
り
出
し

な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
、
私
は
解
釈

し
た
。

　

さ
ら
に
、
次
の
一
言
。

「
魚
の
骨
な
ん
だ
よ
な
あ
」

　

こ
の
一
言
の
意
味
は
何
か
。
サ
ー
ク
ル
員
総

出
で
頭
を
ひ
ね
っ
た
結
果
、
私
た
ち
は
、
品
質

管
理
の
方
法
と
し
て
の
「
特
性
要
因
図
に
よ
る

問
い
の
構
造
化
」
を
ま
ず
は
提
案
す
る
こ
と
に

し
た
の
で
あ
る
（
興
味
の
あ
る
方
は
上
欄
の

『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
一
二
ペ
ー
ジ
星
野
原
稿

を
お
読
み
下
さ
い
）。
か
く
し
て
向
山
氏
の
本

論
考
を
基
本
と
し
た
「
教
師
の
世
界
の
問
い
の

文
化
」
の
創
造
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

り
具
体
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
相
手
の

要
求
水
準
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

私
は
相
手
に
問
う
時
は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
問
い
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

一
、
必
要
不
可
欠
な
具
体
的
事
実

二
、
自
分
は
ど
の
よ
う
に
考
え
何
を

し
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
。

三
、
以
上
を
踏
ま
え
た
明
瞭
な
問
い

四
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
を
自

分
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
と
い
う
こ
と

　

こ
の
よ
う
な
「
問
い
」
を
出
す
な
ら
、

答
え
は
更
に
具
体
的
に
示
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

残
念
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
「
問
い
の

文
化
」
は
、
今
の
教
育
界
に
は
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
誌
の
特
集
を
出
発
点
と
し

て
、「
問
い
と
答
え
」
の
文
化
、「
Ｑ
・
Ａ

の
文
化
」
を
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
。

　

Ｑ
・
Ａ
の
文
化
は
、「
講
演
の
文
化
」「
論

文
の
文
化
」「
実
践
記
録
の
文
化
」
と
は

違
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

　

第
一
に
こ
れ
は
「
ツ
ー
ウ
ェ
イ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

本
誌
で
い
え
ば
「
質
問
者
と
向
山

と
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
ツ
ー
ウ
ェ
イ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
個
別
的
で
具
体
的
な
問

題
が
話
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

第
三
は
、
個
別
的
で
具
体
的
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、「
自
分
に
も
当
て
は

ま
る
」
と
い
う
普
遍
性
を
持
つ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

「
自
分
と
向
山
と
の
ツ
ー
ウ
ェ
イ
文
化
」

「
問
い
と
答
え
」
に
よ
っ
て
つ
く
る
「
教

育
文
化
」
の
た
め
に
本
誌
特
集
は
企
画
さ

れ
た
。

（
『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
一
九
九
五
年
八

月
号
、
明
治
図
書
）
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コ
ロ
ナ
も
少
し
落
ち
着
き
、
日

常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
今
年
度
に

入
り
、
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　

全
国
で
見
る
と
、
週
末
は
一
日

に
三
～
五
か
所
で
セ
ミ
ナ
ー
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　

向
山
先
生
も
、
都
内
で
行
わ
れ

る
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
行
け
る
範
囲

で
出
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
参
加
も
あ
る
。

　

騒
人
社
の
新
刊
『
教
師
の
仕
事

が
面
白
い
！
』
の
発
刊
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
、
月
曜
日
の

午
後
六
時
半
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
た
。

　

新
刊
が
出
る
度
に
溝
端
達
也
先

生
が
企
画
し
て
実
施
し
て
く
だ
さ

る
。
そ
こ
に
井
戸
先
生
と
塩
谷
先

生
が
騒
人
社
の
〝
営
業
部
長
（
自

称
）〟
と
し
て
応
援
し
て
く
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。

ご
厚
意
に
い
つ
も
甘
え
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、

今
回
も
ま
た
一
〇
〇
名
も
の
方
が

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

今
回
は
、
応
募
論
文
が
掲
載
さ

れ
た
一
六
人
の
方
の
発
表
が
あ
っ
た
。

二
分
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
次
々
と
主
張
点
が
は
っ
き
り
し

た
素
晴
ら
し
い
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

向
山
先
生
は
本
の
中
で
そ
れ
ぞ

れ
に
コ
メ
ン
ト
を
書
か
れ
て
い
る
。

発
表
を
聞
か
れ
、「
す
ご
い
」
と

激
励
さ
れ
る
場
面
が
あ
り
、
言
わ

れ
た
先
生
は
ど
れ
だ
け
励
み
に

な
っ
た
こ
と
か
と
思
う
。

　

今
後
、
教
師
を
目
指
す
学
生
さ

ん
に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
教
育

学
部
が
あ
る
大
学
の
学
生
協
に
呼

び
か
け
て
い
く
こ
と
を
話
し
た
ら
、

翌
日
、
大
分
大
学
か
ら
一
〇
冊
の

注
文
が
入
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
も
群
馬
大
学
、
茨
城
大

学
と
注
文
が
続
い
た
。

　

連
日
、
気
温
が
三
〇
度
を
超
す

日
が
続
い
た
土
曜
日
、
島
村
雄
次

郎
校
長
の
立
川
第
七
小
の
体
育
セ

ミ
ナ
ー
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

体
育
館
で
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
向

山
先
生
が
暑
さ
の
中
、
そ
ん
な
に

長
い
時
間
は
い
ら
れ
な
い
と
時
間

調
整
も
考
え
て
い
た
。
思
っ
た
よ

り
早
く
到
着
し
て
、
暑
か
っ
た
ら

校
長
室
で
休
め
ば
い
い
と
思
い
、

体
育
館
に
向
か
っ
た
。

　

広
い
校
庭
を
見
て
、
体
育
館
に

入
っ
た
ら
、
ク
ー
ラ
ー
が
効
い
て

な
ん
と
涼
し
い
こ
と
。
立
川
市
は

全
校
体
育
館
に
も
ク
ー
ラ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

向
山
先
生
は
熱
心
に
セ
ミ
ナ
ー

の
様
子
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
。

　

私
は
、
向
山
先
生
の
体
育
の
授

業
を
よ
く
見
て
い
る
。
五
年
間
、

同
学
年
で
運
動
会
の
学
年
合
同
練

習
や
水
泳
を
は
じ
め
、
三
階
の
教

室
の
窓
か
ら
、
校
庭
で
の
向
山
先

生
の
体
育
の
授
業
は
、
よ
く
見
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
な
わ
跳
び

や
サ
ッ
カ
ー
、
マ
ッ
ト
運
動
な
ど

指
導
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

ち
ょ
う
ど
講
座
で
マ
ッ
ト
運
動

を
し
て
い
た
が
、
後
転
に
は
ま
さ

に
、
私
が
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
そ
の
場
面
が
講
座
の

中
に
も
あ
り
、
よ
く
勉
強
し
て
い

る
と
思
っ
た
。

　

懇
親
会
で
、
私
が
「
辻
先
生
と

桑
原
先
生
の
講
座
は
向
山
型
だ
っ

た
」
と
え
ら
そ
う
な
こ
と
を
言
っ

た
が
、
向
山
型
の
リ
ズ
ム
と
テ
ン

ポ
、
何
よ
り
子
供
た
ち
が
く
た
く

た
に
な
る
ほ
ど
の
運
動
量
が
確
保

さ
れ
て
い
た
か
ら
「
向
山
型
」
だ

と
感
じ
た
。

　

向
山
先
生
か
ら
「
跳
び
箱
は
誰

で
も
跳
ば
せ
ら
れ
る
」
の
話
を
聞

き
感
動
し
て
い
る
参
加
者
を
見
て
、

セ
ミ
ナ
ー
に
で
き
る
限
り
同
行
し

よ
う
と
思
っ
た
。

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

真夏日のオンラインセ
ミナーと体育セミナー
向山先生の言葉で原点「跳び箱」の話を聞いた。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

１　

向
山
先
生
へ
の
気
遣
い
１

　

体
育
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

会
場
は
、
島
村
雄
次
郎
校
長
先
生

の
立
川
市
立
第
七
小
学
校
体
育
館
。

　

前
日
、
事
務
局
長
の
桑
原
和
彦

先
生
か
ら
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

「
ア
ド
バ
イ
ス
が
欲
し
く
て
連
絡

し
ま
し
た
。明
日
、体
育
セ
ミ
ナ
ー

に
向
山
先
生
と
師
尾
先
生
が
現
地

で
挨
拶
さ
れ
る
予
定
で
す
。
体
育

館
に
入
っ
て
頂
き
ま
す
。
そ
の
際

の
履
き
物
の
件
で
す
。
つ
ま
ず
き

な
ど
転
倒
防
止
を
考
え
ま
す
と
、

通
常
の
ス
リ
ッ
パ
で
は
な
い
方
が

良
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
研
究

所
の
出
入
り
と
か
は
、
何
か
特
別

な
ス
リ
ッ
パ
を
使
わ
れ
て
い
ま
す

か
？　

ア
ド
バ
イ
ス
頂
け
た
ら
嬉

し
い
で
す
」

　

私
は
「
病
院
に
あ
る
よ
う
な
ツ

ル
ツ
ル
素
材
だ
と
滑
る
か
も
し
れ

な
い
の
で
、
向
山
先
生
が
研
究
所

で
履
か
れ
て
い
る
ス
リ
ッ
パ
を
師

尾
先
生
に
預
け
ま
す
ね
」
と
返
事

を
し
た
。

　

事
務
局
長
は
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
ま
で
気
に
さ
れ
る
の
か
と
、
さ

す
が
だ
な
と
感
心
し
た
。

　

師
尾
先
生
も
「
向
山
先
生
は
愛

さ
れ
て
い
る
ね
ー
」。
確
か
に
。

２　

向
山
先
生
へ
の
気
遣
い
２

「
向
山
洋
一
今
月
の
一
言
」
を
研

究
所
隣
の
ア
ネ
ッ
ク
ス
一
階
で
撮

影
し
て
い
る
。
毎
回
、
い
き
な
り

色
紙
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
台
本

な
し
の
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
一
発
撮

り
。

　

撮
影
準
備
が
で
き
た
の
で
、
私

が
「
向
山
先
生
、
お
茶
を
一
口
ど

う
ぞ
」。
我
な
が
ら
気
が
き
く
と

思
っ
て
い
た
ら
、
師
尾
先
生
が

「
え
っ
、
一
口
じ
ゃ
な
い
と
ダ
メ
な

の
、二
口
で
も
い
い
じ
ゃ
ん
（
笑
）」。

　

こ
の
間
も
、
研
究
所
ま
で
歩
い

て
来
ら
れ
た
向
山
先
生
に
「
先
生
、

一
息
つ
い
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う

と
、

「
二
息
で
も
い
い
よ
ね
（
笑
）」…
。

「
二
番
じ
ゃ
ダ
メ
な
ん
で
す
か
」

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

事務局長の仕事術
向山先生への気遣い。

と
言
っ
た
有
名
人
と
師
尾
先
生
が

重
な
っ
た
。

３　

T
O
S
S
の
フ
ァ
ン
に
な
る

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

北
海
道
で
開
催
さ
れ
た
。

　

特
別
講
演
は
、
電
力
中
央
研
究

所
の
朝
野
賢
司
先
生
で
、
北
海
道

で
起
こ
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の

説
明
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

今
後
に
つ
い
て
の
講
演
だ
っ
た
。

朝
野
先
生
は
「
T
O
S
S
の
先
生

方
の
授
業
に
は
専
門
家
に
な
い
視

点
が
あ
り
参
考
に
な
る
」
と
毎
年

楽
し
み
さ
れ
て
い
た
。

研究所で履かれ
ている特別な (?)
ミラショーンの
スリッパ

エネルギー北海道代表に選
ばれた赤塚先生と朝野先生

要求したわけでもないのに同じ
ポーズをとる、そっくりさん。（研
究所 ･安田、北海道・塩谷先生）
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〜私が出会った素敵な先生〜

大
おお

鳥
とり

 真
ま

由
ゆ

香
か兵庫県神戸市立

魚崎中学校

「優しい」は「強い」
「うふふ」と柔らかな物腰で、いつ巻き込まれ
たか分からないくらい自然に、 
やんちゃくんやコギャルちゃ 
んたちが授業に参加していた。

　　　トークライン女性教師女性教師

　

午
前
中
の
授
業
、
音
楽
室
に

入
っ
て
く
る
中
学
生
。
や
ん
ち
ゃ

く
ん
、
コ
ギ
ャ
ル
ち
ゃ
ん
の
服
装

は
だ
ら
し
な
い
。
手
ぶ
ら
の
生
徒

も
い
た
。

　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
前
の
授
業
と

聞
き
、
山
岡
智
子
先
生
に
授
業
参

観
を
願
い
出
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
生
徒
の
休
み
時
間
の
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
、
失
礼
に
も
「
こ

の
子
た
ち
が
歌
う
の
か
」
と
思
っ

た
。

　

授
業
が
始
ま
る
。
一
つ
め
の
活

動
は
教
師
の
動
き
を
テ
ン
ポ
よ
く

真
似
る
ソ
ア
ー
ベ
体
操
だ
っ
た
。

片
手
を
挙
げ
る
、
両
手
を
挙
げ
る
、

フ
ェ
イ
ン
ト
も
あ
る
、
最
後
に

ポ
ー
ズ
。
最
後
の
ポ
ー
ズ
は
中
学

生
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
だ
ろ
う

と
私
は
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

私
が
「
こ
の
子
た
ち
」
と
思
っ
た

中
学
生
た
ち
は
す
っ
か
り
巻
き
込

ま
れ
、
彼
ら
な
り
に
教
師
の
動
き

を
真
似
て
い
た
。

　

授
業
が
進
む
。
パ
ー
ト
練
習
で

は
や
ん
ち
ゃ
く
ん
た
ち
の
集
中
が

途
切
れ
る
。「
ち
ゃ
ん
と
や
り
な

さ
い
」
と
言
い
た
く
な
る
。
山
岡

先
生
は
す
か
さ
ず
、し
か
し
、ゆ
っ

た
り
と
教
師
の
元
に
呼
び
寄
せ
て

パ
ー
ト
練
習
を
行
う
。
活
動
に
気

持
ち
が
向
か
な
い
生
徒
の
元
に

そ
っ
と
近
づ
き
、
圧
を
掛
け
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、「
う
ふ

ふ
」
と
に
こ
や
か
な
表
情
は
崩
れ

な
い
。
作
り
笑
い
で
は
な
く
、
ま

る
で
目
の
前
の
状
況
を
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、合
唱
。「
こ
の
子
た
ち
」

か
ら
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
生

ま
れ
て
き
た
。
ス
カ
ー
ト
が
短
い

子
も
、
腰
パ
ン
の
子
も
、
皆
歌
っ

て
い
る
。
衝
撃
だ
っ
た
。
そ
こ
に

「
あ
な
た
た
ち
ね
、
言
葉
が
…
」
と

指
導
が
重
な
る
。
生
徒
は
そ
の
指

導
に
答
え
て
い
る
。
更
に
衝
撃

だ
っ
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
五
〇
分
が

経
っ
た
。
生
徒
は
完
全
に
山
岡
先

生
の
掌
の
上
に
乗
っ
て
い
た
。
や

ん
ち
ゃ
く
ん
た
ち
に
適
度
に
関
わ

り
、
時
に
は
グ
ッ
と
授
業
に
誘
い

込
む
。
真
面
目
な
子
も
前
の
め
り

で
授
業
に
参
加
し
て
い
た
。

　

授
業
後
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
時

間
で
山
岡
先
生
と
話
し
た
。「
う

ふ
ふ
、
ほ
ん
と
ね
、
授
業
は
い
つ

も
グ
ダ
グ
ダ
な
の
よ
」
と
笑
わ
れ

た
。

　

グ
タ
グ
タ
ど
こ
ろ
か
、
山
岡
先

生
の
強
さ
を
感
じ
た
。
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
「
う
ふ
ふ
」
と
優

し
く
包
み
込
め
る
強
さ
。
私
と
は

大
違
い
だ
っ
た
。
私
は
大
き
な
声

と
強
い
口
調
で
𠮟
る
こ
と
し
か
で

き
な
か
っ
た
。

　

あ
の
五
〇
分
で
、
よ
い
授
業
の

イ
メ
ー
ジ
と
共
に
、
教
師
と
し
て

の
憧
れ
の
姿
を
も
つ
こ
と
が
で
き

た
。

　

山
岡
先
生
は
生
徒
だ
け
で
な
く
、

私
に
も
優
し
か
っ
た
。

　

藁
を
も
つ
か
む
思
い
で
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
私
に
何

度
も
メ
ー
ル
を
く
だ
さ
っ
た
。
結

果
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
の
ご
縁
が
生
ま

れ
た
。
泣
き
言
を
口
に
す
る
と
、

「
う
ふ
ふ
、
命
ま
で
は
取
ら
れ
な

い
わ
」
と
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

失
敗
も
た
く
さ
ん
か
ば
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。

　

時
が
経
ち
、
出
会
っ
た
時
の
山

岡
先
生
と
同
じ
く
ら
い
の
年
齢
に

な
っ
た
。
立
場
も
随
分
変
わ
っ
た

が
、
あ
の
時
間
に
見
た
山
岡
先
生

の
気
概
や
対
応
が
、
今
で
も
自
分

の
お
手
本
と
な
っ
て
い
る
。
強
く
、

優
し
く
あ
り
た
い
と
、「
う
ふ
ふ
」

と
余
裕
を
も
つ
こ
と
を
心
掛
け
て

い
る
。
し
か
し
、
山
岡
先
生
の
背

中
は
ま
す
ま
す
遠
く
な
る
ば
か
り

で
あ
る
。
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京
都
の
「
社
会
貢
献
活
動
」
は
五

色
百
人
一
首
大
会
に
始
ま
り
、
二
〇

年
以
上
の
蓄
積
が
あ
る
。

「
子
ど
も
観
光
大
使
」
イ
ベ
ン
ト
は
、

北
野
天
満
宮
の
開
催
だ
け
で
も
四
年

に
な
る
。
コ
ロ
ナ
渦
で
も
で
き
る
範

囲
で
続
け
て
き
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
、「
学
問
の
神
様
」

菅
原
道
真
公
に
ち
な
ん
で
、
五
色
百

人
一
首
を
毎
回
入
れ
て
い
る
。

　

昨
年
（
令
和
四
年
）、
休
憩
時
間

に
保
護
者
が
話
し
か
け
て
こ
ら
れ
た
。

「
息
子
が
五
色
百
人
一
首
ク
ラ
ブ
で

Ａ
先
生
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
て

…
」

「
Ａ
先
生
、
存
じ
上
げ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
の
ク
ラ
ブ
で
練
習
さ
れ
て
い
た

ん
で
す
ね
」

者
も
満
足
さ
れ
て
い
た
。

　

五
色
百
人
一
首
で
で
き
た
ご
縁
が
、

子
ど
も
観
光
大
使
や
伝
統
文
化
親
子

教
室
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

昨
年
の
子
ど
も
観
光
大
使
イ
ベ
ン

ト
は
、
五
色
百
人
一
首
の
ほ
か
、
北

野
天
満
宮
権
禰
宜
東
川
さ
ま
の
お
話
、

生
け
花
体
験
、
境
内
見
学
、
学
び
の

ま
と
め
を
半
日
で
組
み
立
て
た
。

「
神
社
の
方
の
お
話
を
聞
い
て
、
実

際
に
境
内
を
見
て
回
っ
て
楽
し
か
っ

た
」

「
北
野
天
満
宮
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
学
べ
て
よ
か
っ
た
」

　

子
供
・
保
護
者
と
も
に
毎
回
好
評

で
あ
る
。

　

参
加
者
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
口
コ
ミ

で
広
が
る
一
方
、
新
規
の
参
加
も
、

ど
こ
か
で
ご
縁
が
あ
る
こ
と
が
増
え

て
き
た
。

　

今
年
も
ど

ん
な
ご
縁
が

つ
な
が
る
か
、

出
会
い
を
楽

し
み
に
準
備

を
進
め
て
い

る
。

「
そ
う
な
ん
で
す
。
Ａ
先
生
、
他
県

に
移
ら
れ
て
、
そ
こ
で
ま
た
百
人
一

首
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
」

　

五
色
百
人
一
首
大
会
を
続
け
る
う

ち
、
ク
ラ
ス
だ
け
で
な
く
、
地
域
で

「
百
人
一
首
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ

て
取
り
組
む
教
員
が
京
都
に
も
出
て

き
た
。
ク
ラ
ブ
か
ら
大
会
に
出
る
子

た
ち
も
多
く
な
っ
て
き
た
。

「
私
、
七
年
前
か
ら
文
化
庁
の
補
助

金
を
い
た
だ
い
て
、
休
日
に
は
京
都

市
内
の
児
童
館
へ
五
色
百
人
一
首
指

導
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
声
か

け
く
だ
さ
い
」

と
お
伝
え
す
る
と
、

　
「
私
も
児
童
館
に
も
た
ま
に
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
！
」

と
、
話
は
展
開
し
て
い
っ
た
。
保
護

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティ　10月号　■CONTENTS■
【連載】
１．TOSS社会貢献活動報告〈TOSS保険〉……南舞衣
２．学校でのビジネスマナー……大場寿子
３．子ども観光大使活動報告……信藤明秀
４．NPO TOSS予定表（主なセミナーなど）
【特別コンテンツ】
●詳報！　中学JAPANセミナー2023
今、もっとも勢いがあるという評判の「中学JAPANセミナー」
のようすを写真を中心に大公開します！

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！

社会貢献活動への取り組み

子
ど
も
観
光
大
使
で
広
が
る
ご
縁

五
色
百
人
一
首
大
会
に
始
ま
る
社
会
貢
献
活
動
の
ご
縁
が
、
北
野
天
満
宮
で
の
子

ど
も
観
光
大
使
イ
ベ
ン
ト
で
さ
ら
に
広
く
厚
く
な
っ
て
い
る
。
今
年
の
開
催
も
楽

し
み
で
あ
る
。

堀ほ
り

川か
わ

文ふ
み

範の
り

京
都
府
立
聾
学
校



共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
授業の腕を上げたい先生、子供が熱中する授業をしたい先生は、ぜひTOSSサークルにご参
加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。

苦手な生徒を主役にする
統合的な力を育て、図形問題で逆転現象を起こす。

富山県富山市立月岡中学校 大
おお

森
もり

雄
ゆう

一
いち

　

向
山
洋
一
氏
は
、
台
形
の
面
積
の
求

め
方
が
五
種
類
以
上
あ
り
、
公
式
を
使

わ
な
く
て
も
解
け
る
こ
と
を
子
供
に
示

し
た
。

　

同
様
に
、
中

２
平
面
図
形
に
は
、

十
を
超
え
る
解

き
方
が
存
在
す

る
問
題
が
あ
る
。

そ
の
一
つ
が
「
楔

形
の
問
題
」
で

あ
る
。

　

こ
の
問
題
は
、

次
の
順
序
で
授
業
す
る
。

①　

答
え
を
確
定
さ
せ
る
。

②　

解
き
方
を
で
き
る
だ
け
た
く

さ
ん
出
さ
せ
る
。

③　

生
徒
か
ら
出
た
意
見
の
中
で
、

「
難
解
な
解
き
方
」
の
も
の
を

み
ん
な
で
考
え
る
。

①
で
は
、
例
を
示
し
、
答
え
を
確
定

さ
せ
る
。

　

②
で
は
、
オ
ー
プ
ン
な
展
開
と
な
る
。

発
問  

他
の
補
助
線
を
引
い
て
、
で
き

る
だ
け
た
く
さ
ん
の
方
法
で
角
度
を

求
め
ま
す
。
一
つ
で
き
た
ら
、
ノ
ー

ト
を
持
っ
て
き
な
さ
い
。

「
一
つ
だ
け
か
け
た
ら
」
と
す
る
と
、

ど
の
子
も
持
っ
て
き
て
、
褒
め
ら
れ
る
。

す
る
と
、「
と
に
か
く
補
助
線
を
引
い

て
持
っ
て
い
け
ば
よ
い
」
と
い
う
雰
囲

気
に
な
る
。
そ
ん
な
オ
ー
プ
ン
な
展
開

の
方
が
、
と
ん
で
も
な
い
意
見
が
出
や

す
く
な
る
。
十
ほ
ど
の
図
形
を
、
板
書

さ
せ
、
そ
の
中
に
「
で
き
な
さ
そ
う
で

で
き
る
」
も
の
も
板
書
さ
せ
る
。

　

１
〜
８
で
言
え
ば
、
８
を
か
く
生
徒

が
多
い
。
し
か
し
、
解
く
の
は
難
し
い
。

数
学
の
苦
手
な
生
徒
に
８
を
板
書
さ
せ
、

全
員
に
問
う
。

発
問  

８
は
で
き
ま
す
か
。

　

数
学
が
得
意
な
生
徒
は
「
で
き
な

い
」
に
手
を
上
げ
る
。
し
か
し
、
実
際

は
で
き
る
の
だ
。

　

苦
手
な
生
徒
が
主
役
と
な
り
、
照
れ

臭
そ
う
に
笑
う
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。

谷編集長の評定

向山実践の応用として良い実践。文章の組
み立ても良い。向山原実践の引用元を明示
してほしい。生徒のノートも見たい。

A

生徒が自学できる
YOUTUBE動画→
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向
山
日
記

七
月
三
日
㈪	

ア
ネ
ッ
ク
ス
か
ら
、

騒
人
社
の
新
刊
本
『
教
師
の
仕

事
が
面
白
い！
』
出
版
記
念
セ

ミ
ナ
ー
で
挨
拶
。
オ
ン
ラ
イ
ン

も
楽
し
い
な
あ
。

七
月
四
日
㈫	
目
黒
雅
叙
園
、
昼

食
。

七
月
七
日
㈮	

定
期
健
診
、
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
。
昼
は
、

向
山
日
記
（
八
月
号
）
と
ト
ー

ク
ラ
イ
ン
プ
ロ
ッ
ト
チ
ェ
ッ
ク

（
十
一
月
号
）、「
木
曽
路
」
に
て
。

七
月
八
日
㈯	

立
川
市
の
島
村
雄

次
郎
校
長
の
学
校
で
開
催
さ
れ

た
体
育
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
。み
ん

な
と
会
え
て
嬉
し
か
っ
た
。島
村

校
長
が
立
派
に
仕
事
し
て
い
た
。

七
月
九
日
㈰	

テ
レ
ビ
で
将
棋
観

戦
。

七
月
十
二
日
㈬	

お
台
場
、
い
つ

も
の
カ
ウ
ン
タ
ー
。
東
京
湾
が

広
が
る
。

七
月
十
三
日
㈭	

夕
方
か
ら
中
央

事
務
局
会
議
。
全
国
か
ら
五
〇

名
参
加
。
会
議
後
、
リ
ア
ル
に

出
席
さ
れ
た
先
生
方
二
〇
名
と

旗
の
台
「
鳥
樹
」
で
懇
親
会
。

七
月
十
四
日
㈮	

昼
は
、
溝
端
達

也
先
生
と
師
尾
先
生
と
六
本
木

「
瀬
里
奈
」。
そ
の
後
本
屋
。

七
月
十
九
日
㈬	

T
O
S
S
教
材

お
得
情
報
！
（
七
月
号
）
プ
レ

ゼ
ン
ト
用
の
色
紙
に
サ
イ
ン
。

夜
は
、
青
年
事
務
局
会
議
懇
親

会
で
「
鳥
樹
」。

七
月
二
二
日
㈯	

エ
ネ
ル
ギ
ー
・

向
山
塾
に
出
席
。
東
京
都
立
産

業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館
。

会
場
に
は
二
〇
〇
名
近
い
参
加

者
。
向
山
塾
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
な
あ
。

七
月
二
五
日
㈫	
板
倉
先
生
、
師

尾
先
生
、
向
山
で
三
人
会
。
芝

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
焼
肉
。
板

さ
ん
が
一
宮
に
あ
る
か
つ
て
向

山
が
読
ん
だ
本
を
持
っ
て
き
た
。

七
月
二
七
日
㈭	

午
前
中
は
、
銀

行
と
打
合
せ
。

七
月
二
八
日
㈮	

「
木
曽
路
」、
戸

井
、
師
尾
ほ
か
五
人
。

谷
日
記

七
月
一
日
㈯	

自
宅
を
五
時
に
出

て
札
幌
へ
飛
ぶ
。
北
海
道
の
検

定
セ
ミ
ナ
ー
。
終
了
後
仲
間
と

一
献
、
さ
ら
に
経
済
広
報
セ
ン

タ
ー
の
佐
桑
氏
、
電
力
中
央
研

究
所
の
朝
野
氏
、
安
田
、
美
崎

と
合
流
。
楽
し
か
っ
た
。

七
月
二
日
㈰	

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ

ナ
ー
札
幌
。
私
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
授
業
し

た
。
も
ち
ろ
ん
日
本
に
も
深
く

関
係
し
て
い
る
。

七
月
四
日
㈫	

5m
in. 

ア
ン
サ
ー

を
オ
ン
ラ
イ
ン
収
録
。
続
い
て

デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
会
議
。

七
月
五
日
㈬	

国
立
教
育
政
策
研

究
所
の
千
々
布
敏
弥
氏
と
懇
談
。

白
杉
氏
も
。
実
に
有
意
義
な
話

だ
っ
た
。
千
々
布
氏
は
年
末
の

学
会
で
登
壇
い
た
だ
く
予
定
。

七
月
七
日
㈮	

メ
ル
マ
ガ
・
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
Ｈ
Ｐ
用
の
ア
ー
写

（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
写
真
）を
撮
影
。

代
官
山
ス
タ
ジ
オ
に
て
。
名
取

監
督
、
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
、
N
P
O 

向山・谷日記
2023年7月

T
O
S
S
の
ス
タ
ッ
フ
、
他
。

カ
メ
ラ
マ
ン
は
B
T
S
を
撮
影

し
た
有
名
な
方
だ
と
か
。

七
月
八
日
㈯	

立
川
第
七
小
に
て

体
育
セ
ミ
ナ
ー
。
向
山
氏
の
サ

プ
ラ
イ
ズ
コ
メ
ン
ト
に
会
場
の

空
気
は
一
変
！

七
月
十
日
㈪	

谷
企
画
。

七
月
十
一
日
㈫	

非
同
期
事
務
局

会
議
・
T
O
S
S
執
行
部
。

七
月
十
二
日
㈬	

T
O
S
S
和
。

七
月
十
三
日
㈭	

岩
切
氏
と
ア

ネ
ッ
ク
ス
で
打
合
せ
。
そ
の
後
、

中
央
事
務
局
会
議
。
洋
一
先
生
、

行
雄
先
生
も
参
加
。

七
月
十
四
日
㈮	

翔
和
学
園
。

七
月
十
五
日
㈯	

メ
ル
マ
ガ
執
筆

日
。
ひ
た
す
ら
書
く
。

七
月
十
六
日
㈰	

サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
分
科
会
収
録
。
こ
の
配
信

方
式
が
好
評
で
あ
る
。

七
月
二
二
日
㈯	

エ
ネ
ル
ギ
ー
・

向
山
塾
。
東
京
会
場
。

七
月
二
三
日
㈰	

谷
企
画
の
合
宿

日
。
他
、
紙
幅
が
尽
き
た
。
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サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

「五色百人一首」の色の切り替え方 雰囲気が良くない時の対応

絵画工作授業（本誌４・５ページ）（本誌４・５ページ）（本誌４・５ページ）

『教育トークライン』11月号
予告　10月15日発行

校内研究ってこんなに楽しい!!特集

谷　和樹　武井　恒　林　健広　長谷川博之
上木信弘　塩谷直大　堂前直人　小嶋悠紀
白杉　亮　向山行雄　千葉雄二　若井貴裕
　　　　　椿原正和　松﨑　力

編
集
後
記

▼
国
語
科
は
実
技
教
科
で
あ
る
。
新
卒
時
代

か
ら
変
わ
ら
ず
、
子
供
た
ち
に
そ
う
語
っ
て

い
ま
す
。「
話
す
・
聞
く
・
書
く
・
読
む
」
は

技
能
で
す
。
ま
た
、
部
活
指
導
も
「
技
能
系

教
科
」
の
指
導
と
同
様
で
す
。
私
に
は
運
動

部
の
指
導
経
験
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
体
育

科
の
授
業
と
捉
え
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

指
導
技
能
が
上
が
れ
ば
、
成
果
も
如
実
に
上

が
り
ま
す
。（
長
谷
川
）

▼
授
業
の
原
則
を
知
っ
て
い
て
も
具
体
的
な

指
導
場
面
で
う
ま
く
活
用
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
小
嶋
氏
の
「
技
能
を
伸
ば
す
７

条
件
」
は
、
様
々
な
教
科
で
活
用
で
き
る
指

導
の
原
則
が
学
べ
ま
す
。
特
に
、
途
中
で
個

別
評
定
を
入
れ
な
い
と
い
う
原
則
は
必
見
で

す
。
教
師
の
良
か
れ
と
思
う
指
導
が
、
子
供

の
熱
中
す
る
場
面
を
奪
っ
て
い
る
な
ど
、
指

導
を
振
り
返
る
機
会
に
な
り
ま
す
。（
松
島
）

▼
向
山
洋
一
氏
の
Ｑ
＆
Ａ
「
子
育
て
と
教
師

修
業
の
両
立
に
つ
い
て
」
を
感
動
し
な
が
ら

読
み
ま
し
た
。
私
自
身
、
子
供
が
小
さ
か
っ

た
頃
、
こ
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
誌
を
読
み
込
む

こ
と
が
、
大
切
な
教
師
修
業
で
し
た
。
子
育

て
し
な
が
ら
、
教
師
修
業
を
す
る
先
生
た
ち

が
、
さ
ら
に
「
工
夫
」
で
き
る
よ
う
な
誌
面

を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。（
塩
谷
）
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Kindleほか全17書店でご購入いただけます。配信書店とURLほかの詳細情報は右のQRコードから弊社HPをご覧ください。

〒162-0833  東京都新宿区箪笥町31番　箪笥町SKビル3F
TEL：03-5227-1266 FAX：03-5227-1267
E-mail：info@gakugeimirai.jp　HP：https://www.gakugeimirai.jp/

株式会社 学芸みらい社10月 新刊／電子書籍のご案内

8月／9月 新刊
弊社オンラインショップはこちら➡

向山洋一（著）「学芸みらい教育新書」
〈全19巻〉 電子書籍

各巻定価──第１巻～第18巻：税込1,100円／別巻：税込1,980円 ※配信書店により売価が異なる場合があります。

2023年内に向山洋一先生の単著・共著・企画・監修の書籍15点も配信予定。

谷和樹先生による、必読の推薦文「電子版刊行にあたって」を収録 !

2023年
７月３１日

配信!!

読解力に自信のない子どもは全国で７割。
筆者の主張や要約がスラスラと分かるように
なる、椿原流、説明文の読解授業の極意！

お笑い芸人やマジシャンといった異色の経験
をもつ先生方が子どもを楽しませ、大人気教
師になる方法を伝える新シリーズ第１弾！

「先生を困らせてやろう！」そんなちょっと意地
悪な質問を受けたら……。「こんな時、どうす
れば？」に対処するスキル50。

著：椿原正和
椿原流

図解で早わかり国語授業①

説明文読解の授業
A5判並製／128ページ／2,420円 A5判並製／112ページ／2,420円 A5判並製／152ページ／2,420円

著：村野聡・山本東矢・風雲児
教室にも笑いは大事やで！ 第１巻

磨け！先生の笑顔
──笑いが生まれる学級のヒミツ

著：村上睦

国語授業で立ち往生!?　
先生のピンチを救う

スキル50

※定価はすべて税込表示です。
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